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　　　　　　　　　　　　　　　１




　この世界には美少女が溢あふれすぎている！

　テレビをつければ美少女、雑誌をめくれば美少女、アニメを見れば美少女、漫画を開けば美少女。ほかにも映画や小説、ゲームや広告、どこもかしこも美少女、美少女、美少女ばかり！

　本当に、この世界には美少女が溢れすぎている！

「へっぷし！」

　鳥とり肌はだを立てながら俺おれは朝食を食べつつ、テレビ画面に映る清純派アイドルグループから向かいに座っている姉に視線を移した。寝ねぼけた面でもそもそとご飯を口に運んでいるこの地味目な姉は幸い、俺の実の姉ということもあって間ま違ちがいなく美少女ではない。さらさらな黒い髪かみは目を瞠みはるほどきれいだが……いや、逆に取とり柄えと言えばそれだけだ。その髪の美しさから和風美人と言われればそう見えなくもないけれど、しかし悲しいことに、姉の性格には難がある。

　たとえば、最近の女子高生と言えば、普ふ通つう、放課後になれば友だちと遊んだり、たまの休日には渋しぶ谷やかなんかに買い物へ行ったりと、それはそれは輝かがやかしい毎日を謳おう歌かしているものである。

　しかしうちの姉はと言えば、放課後には決まって、陰いん気きな路地裏にある小さなゲームセンターへと足を運び、なにやらモヒカンの似合いそうな世紀末臭しゆうただよう悪そうな連中たちと毎日格かく闘とうゲームで腕うでを競い合ったり、休日になれば一日中部屋に籠こもってロールプレイングゲームのレベル上げばかりをしている始末だ。化け粧しようもしなければおしゃれもしない。流行にはきっと疎うといだろうし、彼氏なんて心配せずともいないだろう。それって女としてどうなの？　なんて思われるだろうが、あえてその問題は保留にしておく。

　なぜなら、そのおかげで俺はこの家で平へい穏おんに生活できているのだから。

「修しゆう一いち」

　視線に気がついたのか、姉が寝起きの不ふ機き嫌げんそうな顔をこちらに向け、鋭するどい目つきで俺を睨にらんできた。

「今おまえ、私のこと見て落ち着いたろ」

　箸はしを口にくわえたまま姉が言う。その言い方にはまったく色気すら感じられない。

　俺は姉に見み据すえられ、一度くしゃみをしたあと箸を置いて言った。

「そんなことあるはずないだろ、ほら」

　ワイシャツの袖をまくり、そこにできあがった鳥肌を見せつける。

　ついでにもう一発くしゃみもかましてやった。

「心配すんな、京きよう子こは美人だよ。俺の体がそう言ってる。俺の体、噓うそつかない」

「噓つけ、一いつ瞬しゆんテレビのアイドル見たくせに」

　そう言って姉はリモコンを手に取るとテレビの電源を落とした。リビングに静けさが広がり、キッチンから弁当を作っていた母が「あーん、天気予報見れないじゃない」と不満を漏もらす。見れば俺おれの体からはすっかり鳥とり肌はだが消えていた。

「まぁ別に、おまえなんかに美人って言われても嬉うれしくないから、どうでもいいんだけど」

　どこかぶっきらぼうに言って、姉はそそくさと朝食を食べ終えると食器を手に席を立った。

「ごちそうさま」

「はーい。ねえお姉ちゃん、天気予報わからないからテレビつけてくれる？」

　食器をシンクに置いたあと、キッチンから姉が出てくる。そしてテーブルの上からリモコンを取りふたたびテレビの電源を入れると、まだ朝食を食べ終えていない俺に背中越しで言った。

「変な病気、ギャグかよ」

　まるで俺を嘲あざけるように鼻で笑い、わざと芸能ニュースのやっている番組へチャンネルを変えると、姉はリビングを出て行く。その去り際、余計な一言も残していった。

「どっかの漫画の主人公みたいに、おまえが美少女ハーレムになる展開を常つね日ひ頃ごろから願っておくよ」

　なんて性悪な姉だ。

「余計なお世話だってんだ」

　残された俺は姉の言葉を白飯と共に嚙かみしめ、テレビに映るアイドルグループを見てはふたたび全身に鳥肌を浮うかべた。画面には揃そろいも揃って美少女が並んで歌をうたっている。どいつもこいつもこれでもかというほどキャピキャピしていて、可愛くて、新しん鮮せんで、ピチピチで……とにかく、どこに目を向けても美少女ばかりなのだ。

「くそっ、なんだかかゆくなってきた……」

　俺はまたいつもの症しよう状じようが出そうになったため、即刻テレビから視線を逸そらし、残りの飯を口にかき込み部屋へ逃げ込んだ。

　その途と中ちゆう、学校へ行く支し度たくを終えた制服姿の姉と階段ですれ違ちがう。

「いっくしゅん！」

　俺が盛大にくしゃみをしたのを見て、姉が不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをした。

「あーあ、おまえのそういうわざとっぽいところ、ほんとムカつく」

「だからわざとじゃないって言ってんだろ」

　しかし俺の言葉に聞く耳持たず、姉はさっさと階段を下りると玄げん関かんへ行ってしまった。

　洟はなをすすりながら、俺も学校へ行く支度をするため部屋へ向かう。

　実際のところ、姉は美少女とまではいかないが、すこしだけ美人なのだ。じゃなけりゃテレビ越しにアイドルを見ただけでは鳥肌は立つかもしれないが、こうしてくしゃみまでは出やしないだろう。そこらへんは体も正直に反応している。

　きっと姉も、もっとちゃんとすれば見違えるのだろう。

　しかし俺からしてみれば、是ぜ非ひとも姉にはこのままでいてほしいところである。

　万が一にも姉が美人になろうものなら、そのとき俺おれはこの家を出て行かなければならない。

　そうしなければ、俺は普ふ通つうに生きていくことすら困難になるだろうから……。

　部屋に着き、俺は制服を着てねこちゃんストラップの付いた鞄かばんを手に取ると、壁かべにかけてある子こ猫ねこちゃんカレンダーを見て両手を合わせた。

「どうか普通の女の子たちで溢あふれているクラスになりますように……」

　しばらく祈ったあと、カレンダーの中からこちらにうるっとした瞳ひとみを投げかけている超キューティクルフェイスな子猫ちゃんに甘いため息をつき、愛おしそうに手を触ふれて、それから机の上のカメラを肩かたにかけると俺はさっさと部屋を出た。

　四月一日、今日から新学期だ。




　この世界には美少女が溢れすぎている。

　けれども、美少女が世界に溢れているからと言ってそれを非難する人間はどこにもいない。

　むしろ逆に、美少女が増えれば増えるほど、それは大いに喜ばれることだろう。美少女がいて嫌いやな顔をする奴やつなんていないだろうし、世界中美少女でいっぱいになったらそれは素晴らしいことだと、世の男たちなら誰だれしもがそう思うに決まっている。

　もしかしたら俺も、そうだったのかもしれない。

　しかし悲しいかな、そう考えようとしても現実問題、俺にとって美少女はとても危険な存在であり、絶対に関わりを持ってはいけない相手なのだ。

　美少女を見れば、たとえそれがテレビ越しでも鳥とり肌はだが立つ。

　学校で美少女とすれ違ちがったら、俺はくしゃみが止まらない。

　なんらかの手違いで美少女と話をした日にはもうそれこそ目や体中がかゆくなるし、誤って美少女の透すき通とおるような可か憐れんで美しい手て肌はだなんかに触れられでもしたら、その瞬しゆん間かんに俺の体は狂くるったように沸わき立たつ赤い赤い蕁じん麻ま疹しんに襲おそわれる。そしてそんな美少女と接せつ触しよくしている状態が長く続けば……きっと俺はアナフィラキシーショックを起こして死んでしまうだろう。

　それもこれもすべて〝美少女アレルギー〟とかいう、おかしな特異体質が原因なのだ。

　そんなふざけたアレルギーがあるわけないだろうと思われるかもしれない。現に俺だって未だに信じたくはない。美少女に接触するとくしゃみや目のかゆみが止まらないなんてマジで馬鹿げている。それどころか最悪の場合、人類史上最も愛されるべき存在の美少女たちが放つその可愛さによって体がアレルギー反応を起こしひとり勝手に死んでしまうなんて、まさに前代未聞のお笑い沙ざ汰たである。

　……しかしこれが、なかなかどうして、笑えないほど深刻なのだ。

　俺が〝美少女アレルギー〟だと最初にわかったのは、小学四年のとき。クラスに美少女の「ゆみちゃん」が転校してきたことで発覚した。それまでも昔からくしゃみの多い子どもで、両親もハウスダストのアレルギーに対し徹てつ底てい的てきに対策を施ほどこしてくれてはいたが、それでもくしゃみは止まらず、結局原因はわからないままだった。

　けれども小学四年のある日、ようやく俺おれのアレルギーの原因が解明される。

　あれは夏休みを間近に控ひかえ、教室中がなにかとざわつき始めたある日のことだった。もうすぐ夏休みだというそんな時期に、突とつ然ぜんクラスに転校生がやってきたのだ。こんな時期に転校生がやってくるだけでも謎なぞだったのに、なおかつその転校生「ゆみちゃん」は、かなりの美少女だったのだ。

　ただでさえくしゃみや鼻水の多かった俺は、その美少女転校生「ゆみちゃん」がやってきたその日を境に、それらの症しよう状じようがより酷ひどくなったことにひとりで驚おどろいていた。とうとう悪い病気にかかってしまったのだと絶望に暮れながら、家族との思い出を振ふり返かえっては涙なみだを堪こらえ、とにかく毎日、鞄かばんの中のポケットティッシュがなくならないか不安で仕方がなかった。あの小学生男子特有の、自分の体がおかしいとすぐ死んでしまうと思い込む思考が全速力で働き、もう自分はあと数日で死んでしまうものだとばかり考えていた。

　しかしそんな危険な状じよう況きようにいながらも、俺は美少女アレルギーだなんて知らずに、あろうことかその美少女転校生「ゆみちゃん」と普ふ通つうに夏休みを過ごしていたのである。バカである。

　そんな命がけのランデブーになったそもそもの発ほつ端たんは、常にカメラを持ち歩いていた俺に「ゆみちゃん」が話しかけてきたからだった。おそらく小学生でカメラを持ち歩いている奴やつなんて俺しかいなかったため、ある〝夢〟を抱いだいていた「ゆみちゃん」にとっては珍めずらしく見え、そしてそんな人間と友だちになることが夢への第一歩だと考えていたのだろう。

　その「ゆみちゃん」の夢というのは、アイドルになることだった。理由を訊きけば、自分は転校が多いせいで友だちと仲良くなってもすぐ離はなればなれになってしまう。だからアイドルになってテレビに出るようになれば、みんなが私に気づいて思い出してくれる。だから私はアイドルになりたい！──とのことだった。まあ、今考えてみればありがちな話である。

　しかし、当時ピュアな心で胸がいっぱいに満たされていた……いや、もはやピュアの塊かたまりでできていた修しゆう一いち少年は、その話を聞くと途と端たんに感動してしまい、そして自分はもう死んでしまうということもあったので、どうせなら最後に「ゆみちゃん」の素晴らしい夢に協力しようと思い立ったわけである。嗚あ呼あ、なんて健けな気げな少年なのだろう。あまりにも男前すぎる。

　それから夏休みに入ると、俺は残りの寿じゆ命みようをすり減らして「ゆみちゃん」の写真を撮とることに専念した。自分の夢である〝ねこちゃんカメラマン〟をも犠ぎ牲せいにしてひとりの女の子の夢に協力する姿は我ながら最高に泣ける。しかも自ら死に近づいてるとも知らずにひたむきに頑がん張ばる少年期の俺の残ざん酷こくなまでのアホさを考えるともはや落らく涙るいを禁じ得ない。あのとき、「ゆみちゃん」を撮っているときだけなぜか尋じん常じようじゃないほどの冷ひや汗あせや寒気があった原因を、純情だった俺は、夏の暑さと、そして自分がもうすぐ死んでしまうせいだとばかり考えていたのだが、ところがどっこい、それは紛まぎれもなく〝美少女アレルギー〟のせいなのであった。

　しかしそんなことに気づくはずもなく、日に日に悪化していく〝美少女アレルギー〟と闘たたかいながら、俺おれはなにも知らずに鼻水を垂らし垂らし、美少女「ゆみちゃん」の姿を写真に収めていく甘いひとときに身を投じていた。

　そして、そんな日々を過ごしていたある日のこと、俺は「ゆみちゃん」に大事な話があると言われ、近くの神社裏に呼び出されたのだ。

　夏休みに、神社裏へ、女の子に呼び出される──少年期のベタな展開ランキングベストテンなんてものがあったら、間ま違ちがいなく三位にはランクインされるであろうほどのかなりベタな展開だったが、そんなことはどうでもいい。今でも思い出せる。あのときの俺はまだ〝美少女アレルギー〟の存在なんて知る由よしもなかったし、またひとりの男の子だったため、謎なぞの美少女転校生と人ひと気けのない場所での密会に、少なからず夢を抱いだいていた。いや、むしろそんな場所に呼ぶ目的はひとつしかないと、かえって俺を奮起させていた。

「ゆみちゃん」が自分のことを好きなんだと確信させるには、もはや充じゆう分ぶんだった。

　それから約束の時間に間に合うよう、俺は夏の雲の上をスキップするような、バレリーナ顔負けの軽やかなステップでもって約束の神社裏へと向かった。誰だれにも見られないよう慎しん重ちように辺りを警けい戒かいし、そして隙すきを見計らってささっと神社裏へ滑すべり込こむ。

　するとそこには、俺を見て一いつ瞬しゆん驚おどろいたあと、なにやら照てれ臭くさそうに顔を俯うつむかせる「ゆみちゃん」の姿があった。

「ゆみちゃん！」俺は心の中で叫さけんだ。「ゆみちゃん！」

　そこからはもはや夢のゴールデンタイム開幕だった。ここから先、「ゆみちゃん」は可愛らしく顔を朱しゆ色いろに染めて、恋する乙女な表情で告白してくるのだ。『好きです』、と。

　無論、俺は「突とつ然ぜんそんなこと言われても……」的なそぶりを見せつつも、内心大喜びで結局は気持ちを抑おさえきれず「ぼ、ぼくもゆみちゃんのこと……」などと言いながら、どうにも恥はずかしさに耐たえきれず視線を逸そらし頭を搔かく。

　そこまでいけば、もはやふたりに言葉はいらないだろう。お互たがいの気持ちがお互いに向けられていることを知ったふたりは、鳴なき澱よどむセミたちの物もの憂うい唸うなりの中、大人に近づこうとそっと背伸びをするのだ。そしてふたりの記き憶おくの中に、一夏の思い出、思い出が、ああ……ッ！

　……だが、現実はそううまい具合に事を運んではくれなかった。

「ゆみちゃん」が俺になんらかの想いを伝えようとしていたことは確かだったし、何事もなければ俺の記憶に一夏の思い出が完成することも明らかだった。

　照れ臭そうな表情を浮うかべて、その想いを抱いだき近づいてくる「ゆみちゃん」。

　彼女との距きよ離りが一歩、また一歩と近づくにつれくしゃみが止まらなくなる俺。

　やがてふたりの距離がこれ以上ないほどまで間近に迫せまったとき、俺はありえないほど目を真っ赤に腫はれ上あがらせ、滝たきのようにドバドバと鼻水を垂れ流していた。

　そんな俺を見て「ゆみちゃん」は驚いたものの、すぐにポケットからハンカチーフを取り出してやさしく俺の顔を拭ぬぐってくれた。

　しかし、それが仇あだとなったのだ。

　美少女の「ゆみちゃん」が〝美少女アレルギー〟の俺おれに触ふれてしまった。

　一言で言うと、俺は死にかけた。

　ぞくぞくっと、ざわざわっと、今まで感じたことのないような気色悪い感覚と共に蕁じん麻ま疹しんが全身を襲おそい、すぐに息ができなくなった。意識が遠くなり、頭がぼーっとした。幽ゆう体たい離り脱だつなんてしたことはないが、おそらく魂たましいが抜ぬけるとはあんな感じなのだろう。全身が痺しびれて感覚がふわっと体外へと抜けていくのだ。おまけにそれが大々的なアレルギー発はつ症しようの記念すべき第一発目であり、さらに体力もさほどない小さな体の子どもだったことも起因してか、症しよう状じようはまるで覚かく醒せいするかのように盛大に、大だい規き模ぼなものへと広がっていった。

　大好きな「ゆみちゃん」に触れられているのに、この嫌けん悪お感かんはなんなのだろう。

　そう考えさせるほど、運命は当時小学四年生の純じゆん粋すいだった修しゆう一いち少年に過か酷こくを強いた。

　もちろん「ゆみちゃん」だってまだまだ小さな女の子だ。

「ゆみちゃん」はおかしくなった俺の様子を見て、目に涙なみだを浮うかべながらどこかへ逃にげてしまった。そのとき彼女が見せた恐きよう怖ふに満みち溢あふれた顔は今でも鮮せん明めいに思い出せる。あれはなにか、人間が見てはいけないものを見てしまったときに浮かべる表情とよく似ていた。

　あのとき「ゆみちゃん」はとても悲しんでいたが、俺も悲しい。喜ぶべきイベントになるはずだったのに、どうしてあんなことになってしまったのか……思い出すと涙が出てくる。

　しかも「ゆみちゃん」はその後すぐに海外へと転校していき、そして追い打ちをかけるように夏休み明けにはもう、なぜか学校中に俺が神社裏でガクガクと全身を痙けい攣れんさせながら泡あわを吹いて倒たおれたという奇き怪かいな噂うわさが広まっていた。そしてみんなから変人扱あつかいされた俺は、自分に向けられる奇き異いなものを見るような視線から逃のがれるため、それから卒業までずっとひとり図書室で孤こ独どくに生きた。

　たぶん、俺は死ぬまで一生、あの夏を忘れないだろう──。

　そんな出来事があって、俺の〝美少女アレルギー〟が発覚したのだが、それ以来美少女がトラウマとなり、今では美少女という存在だけで怯おびえるような体になってしまったのは言うまでもない。

　そしてあの日から俺は、この〝美少女アレルギー〟のことをひた隠かくしにして生きている。

　今ではテレビや雑誌や漫画、ほかにもアニメや映画といった、美少女が出てくるあらゆるメディアが俺にとっては害であり、アレルギーを発症させる危険因子になりえてしまう。

　しかし幸いにも小学生以降、俺は美少女との接点を持ったことがないので重い症状が出たことはない。起こしたのは小学四年生の一度きり。自分で言うのも悲しいが、きっとこの先も美少女と接することはないだろう……と言うか、この長い人生の中で、そんなになんべんも美少女との巡めぐり会あいがあったらたまらん。あんな命の瀬せ戸と際ぎわは人生で一度経験すれば充じゆう分ぶんである。俺は人生をかけたお笑いをするために生まれてきたのではない。

　そうして、俺おれはひとり心の中で過去を回想したあと、キリッと凜り々りしい顔つきでもって天にいるであろう神に無言で訴うつたえた。

『神よ、今の俺の心の声を聞いていたな。俺はもう生死の境を彷徨さまよいたくはない。二年のクラス……わかっているな？』

　ちなみにこの回想からの一連の流れは、俺が美少女と同じクラスにならないようにするための、中学時代からやっている神への無言の圧力である。お祈りではない。圧力である。毎年、新学期になるたびにやっているため、気がつけば心の恒こう例れい行事と化し、そしてこの圧力のおかげで俺はこうして生きながらえているのだ。

　神をも恐おそれずに圧力をかけられる男、それが俺、向むか井い修しゆう一いちである。

「それにしてもおまえ、そんなんでこの先どうやって生きていくつもりなの」

　ドアに寄りかかった姉が携けい帯たいゲーム機をいじりながら言った。電車内は早朝にも関わらず、新しく季節が始まるせいか、やけにツヤのある制服やスーツに身を包んだ人々が緊きん張ちようした面持ちでちらほらと乗っているのがわかった。混んではいないが空いてもいない。

「たとえばさ、身動きができないほどの満員電車の中で美少女が近くにいたとして、その美少女と体を密着せざるを得なくなった場合、どうすんの？」

「……美少女から離はなれる」

「どうやって？　身動きとれないんだぞ？」

　言われて、俺は一発くしゃみをしたあと苦くるし紛まぎれに言った。

「反対方向を向く」

「その反対方向にめっちゃくちゃポマード臭くさいおっさんがいたら？」

「ポマード臭いって、どれくらいだよ」

　俺の問いに、姉は画面から顔を上げすこし考え始めた。

「んー、そうだなぁ……じゃあ、呼吸困難になるくらい？」

「そんなに臭いなら、まずその場にいることが危険だろ」

「いや、そのおっさんの方向を向いたらそれくらい臭いっていう体ていで」

「……どういう体だよ」

「ぐだぐだ言ってないで答えろ」

　むちゃくちゃな体を成したそのありえない状じよう況きように、俺は律りち儀ぎにも答えを提示する。

「じゃあ、満員電車に乗らない。降りる」

　すると姉はまたもや画面に視線を落としながら言った。

「社会人になったら、そういうわけにもいかないでしょ」

「じゃあ次のやつに乗る」

「遅おくれたらクビ」

「…………」

「どうすんだよ、ほら」

　……なんで俺おれ、朝からこんな質問ぶつけられた上に責められているんだろう。そもそも呼吸困難になるくらいポマードつけるとか、まず俺よりそのおっさんのほうがヤバイだろ。おっさんどんだけつけてんだよ。なにがあったんだよ。家族どうしてんだよ注意してやれよ。おっさん死んじゃうぞ。自分のポマードで！

　しばらく黙だまり込こんでいると、姉は俺が答えられないと見たのか得意げに口を開いた。

「……死んだな」

「もういいよ、そんな状じよう況きようになったら俺は潔く死ぬよ」

「テレレレ　テレレレ　テレレレ　テレレレ　テレレ～♪」

　姉が実にいやみったらしい声こわ音ねで懐なつかしのピコピコサウンドを口ずさむ。

「修しゆう一いちは　死んでしまった」

「うるせーな、このゲーム脳。まずそんな状況ありえねえから、俺は死なないから」

「これだからリアル脳は……事実は小説よりも奇きなりって言うだろ。そういうことだよ」

「どういうことだよ」

　電車が駅に着きドアが開くと、春先の淡あわい匂においが車内を駆かけ巡めぐった。

　少々混雑してきたので、肩かたにかけていたカメラを自分の前に回す。

　すると、それを横目で見た姉が唐とう突とつに口を開いた。

「いつもそれ裸はだかで持ってるけど、盗とう撮さつ魔まに間ま違ちがわれたらどうすんの」

　そのあまりにも意味不明な物言いに、俺は姉の顔を見やる。

　姉は俺の顔を見み据すえたまま返事を待っていた。

　どうやら、素そ朴ぼくな疑問らしい。

「……いや、間違われることはないだろ。へぷしゅっ」

　なにを馬鹿なことを言っているのだと呆あきれ返かえりながら、俺はそう答えると無意識にカメラの電源を入れ、春休み中に撮さつ影えいした街角ねこちゃんスナップを眺ながめていった。春の日差しに目を細める顔が、最高に、ニャンダフル！

「ほら修一、おまえときどき設定いじってるのかなんなのか知らないけど、そうやって画面見ながらニヤついてることあるだろ。それ、盗撮魔にしか見えないぞ」

「あのなぁ、設定いじりながらニヤつく奴やつがいるかよ。なんだ、『こ、ここのホワイトバランスの絶ぜつ妙みような位置、か、カンペキすぎるぅ』とか『ダダ、ダイヤル回すカタカタ感、ボ、ボタンを押おしたときのペコペコ感がたまりませんなぁブホォ』とか、そんな奴がいるって言うのかよ。俺はただねこちゃんの写真を見ているだけだ。勘かん違ちがいも甚はなはだしいな」

　画面から目を離はなさずに言うと、しかし今度は姉も呆れたふうにため息をついた。

「だから、その電車で写真を見てるおまえの姿が、まるで通学途と中ちゆうのか弱い色白の女学生を盗撮してニヤニヤしてる変態盗撮魔にしか見えないって言ってんの。傍はたから見れば誰だれも猫の写真を見てるなんてわからないだろ」

　姉のやけに具体的なたとえに、俺おれは顔を上げた。

「……おまえ、それ俺の顔で判断してないか」

　その言葉に対し、急に真顔で無言になる姉。

　なんて奴やつだろう……嗚あ呼あ、なんて奴だろう！

「目が腐くさってやがる……これがゲーム脳の弊へい害がいというやつか」

「修しゆう一いち、調子乗ってるとレンズ割るぞ」

　若干本気じみているその言い方に、俺はカメラを抱だきしめる。

「そのメガネかけてる奴に対してのメガネ割るぞ的なタイプの脅おどし、やめてくれないか」

　姉が怪け訝げんそうな顔をこちらに向けてくるので、負けじと言葉を続けた。

「カメラは体の一部です」

　そんな俺の言葉を自然に流し、姉は再びゲーム画面へと視線を落とす。

「とにかく、あんまり変な場所でカメラ構えるのはやめておけよ。盗とう撮さつ魔まに間ま違ちがわれるぞ」

「シャッターチャンスはいつ来るかわからない。それに俺のカメラはねこちゃんしか撮とらねえ。女はもとより、美少女は死んでも撮らねえ！　そいつが……俺のポリシーですから！」

　俺はキッパリと胸を張って宣言した。

　脳内で『ＳＨＵ・Ｉ・ＣＨＩ！　ＳＨＵ・Ｉ・ＣＨＩ！』と歓かん声せいが聞こえる。

　姉はそんな愛すべき〝ＳＨＵＩＣＨＩコール〟に搔かき立たてられる俺に一いち瞥べつをくれ、わざとらしくため息をついて言った。

「おまえがそう思っていても、周りからは盗撮しようとしてる奴にしか見えないこともある」

「そんな状じよう況きよう、あるはずねえだろ。これだからゲーム脳は……」

　姉はもうこれ以上は会話を続ける気がないのか、ふたたびゲームの世界へと戻もどっていった。

　一つ息をつき、カメラの画面を見たあと、俺は窓の外で流れていく景色に目を向けた。

　それにしてもバカバカしい。俺が盗撮なんてそんな自じ滅めつ行こう為い、するわけがないだろう。

　仮にもしも、万が一にも俺が盗撮魔の疑いをかけられようものなら、そのときはしっかりと撮影した写真のデータを見せてやればいいだけだ。そうすれば自ずとねこちゃんたちが俺の身の潔白を証明してくれることだろう。盗撮写真どころか、そこには人間の姿だって写ってはいない。

　なぜなら俺はあの夏の日から、もう自分はねこちゃんの写真しか撮らないと決めたのだから。




　駅に着き、俺たちは電車から降りるとそのまま一いつ緒しよに改札口へ向かって歩いた。

　しかしその間も、姉は携けい帯たいゲーム機の画面から目を離はなそうとはしない。

　何度か人にぶつかりそうになるのだが、姉はそれを寸前で避よける。

「京きよう子こ、歩くときくらいゲームやめたらどうだ」

　俺おれの注意に、姉はしばらく黙だまり込こんだあと、ふと口を開く。

「ところで修しゆう一いち、今日早く帰ってこれる？」

　なんという見事なシカト。あまりにも潔いそのシカトっぷりに、自分で自分の発言があったのかどうかすらわからなくなってくる。

　俺はその清すが々すがしいまでの姉のシカトっぷりに感服し、それ以上追及することなく、それから素直に姉の問いかけに答えてやった。

「始業式だけだから帰ってこれるっちゃこれるけど……あっ、でもそのあと時間があるからねこちゃんの写真を──」

「よっしゃ、じゃ早く帰ってこい」

「……なんだよ、そんな大事な用があるのか」

　俺が不安げに尋たずねると、姉はゲーム機の電源を落としてこちらに向いた。

「夜にならないと対戦相手がいないんだ」

　その一言で姉が言わんとすることが理解できた。すなわち姉は、学校が早く終わってゲーセンへ行ってもいつもの対戦連中がいなくてつまらないため、その連中が来るまで俺に相手をさせようというつもりらしい。

　ほんと、この女はゲームのことしか考えてないな……学校に通報してやろうか。

「そっちの学校と違って、うちは制服でゲーセン行ったら即停学」

　呆あきれつつ、俺は改札を抜ぬけた。

「あいにくだが俺は留年する気なんてない。ＣＰＵとでも戦ってろ」

　振ふり返かえってそう言うと、姉がにっこりと笑いながら言った。

「安心してくれ、もちろん家ゲーだ」

　姉の笑みに、俺はどっちつかずの鳥とり肌はだを立てる。

　それから姉は、「とびっきりの可愛い美少女と同じクラスになれるといいな、修ちゃん」と寒気のする悪い冗じよう談だんを言い残し、ひらひらと手を振りながら反対方向へと歩いて行った。

　俺は縁えん起ぎでもないと振り返り、自分の高校がある方角へと歩き始める──とそのとき、目の前を真っ白でまん丸な、まるで耳かきの先っちょについているあの梵ぼん天てんを思わせるような姿をした謎なぞの物体が通り過ぎていくのが見えた。な、なんだあのモフモフした物体……！

　瞬しゆん時じにその梵天の形をした物体に心を奪うばわれた俺は、ねこちゃんカメラマンの血を搔かき立たてられると、その姿を見失わないよう視界に捉とらえたまま滑なめらかな無む駄だのない動きでカメラの電源を入れ、迷うことなくその後ろを追っていった。

　なにか、夜明けの町を自転車でふたり乗りしながら、おまえを乗せて坂道を登るんだとか言っちゃって、そのあと朝焼けを見ながらプロポーズしちゃうような、そんな『ザ・青春』を感じさせる甘あま酸ずっぱい素敵な物語が始まる予感に胸を膨ふくらませつつ、俺はその走る梵天に必死に齧かじりついていく。

　路地裏を通り、家と家の間を通り、民家の庭を通って獣けもの道みちを通る。

　クリーニングできれいになったばかりの俺おれのおろし立ての制服は、いろいろな道を通ってきたせいですっかり汚よごれてしまったというのに、一番汚れそうな目の前を走る梵ぼん天てんには埃ほこりひとつ付いている気配がない。

　追いかけている間中、俺は幾いく度どかシャッターを切ってみたが、対象物も自分も常に動いているため、やはりブレてしまう。ここは相手が動きを止めるのを待つほうが賢けん明めいと判断し、俺はカメラを後ろに回して梵天を追いかけることに専念した。

　それからまた十数分、俺は延々と梵天に振ふり回まわされる。そして気がつけば見知らぬ土地へと辿たどり着ついてしまっていた。辺りには朝の空気にしんと静まり返った住宅街が広がり、小鳥の囀さえずりが時折聞こえるだけで、人の気配はあまり感じられない。帰れるかどうか少々不安になったものの、しかしそこまで粘ねばった甲か斐いはあった。

　ようやく梵天が家の塀へいの前で動きを止め、毛づくろいを始めたのだ。

　カメラを構えよくよく観察してみると、やはり走る梵天の正体はねこちゃんであった。

　よく手入れされた毛並みは風が吹けばそよぐほどやわらかで、瞳ひとみの色は左右虹こう彩さいの異なったオッドアイをしている。そして極めつけは混じりけのないピンクの肉球ときた。

「た、たまらん……！」

　どこかの飼かい猫ねこであることは間ま違ちがいなかったが、これはもう写真に収めなくてはならない！

「ヒュゥー……いいね、いいよぉ……カンペキじゃないか……」

　俺は興奮のあまりそんなことをつぶやきながら、梵天に近づいていく。

「に、にくきゅう……にくきゅう、もっと、み、見せてほしいなぁ……」

　多少息が荒あらくなってるのは、あまり気にしないでほしい。

「そ、そう……こう、おなかを、くいっと……あぁ、も、もうちょっと……アッ！」

　と、もうすこしでベストショットを狙ねらえそうだったところで、梵天が逃にげ出だしてしまった。

「そ、そんな……」

　梵天は俺に写真を撮とらせてくれることなく、目の前の家の塀を身軽な動きで駆かけ上あがると、その向こう側へと姿を消してしまった。ちょっと粘りすぎたか。もうすこし早くシャッターを切っていれば一枚くらいは撮れていたかもしれない。

「くそぅ……」

　しかし俺はどうしても諦あきらめきれず、塀の隙すき間まから庭の中を覗のぞいてみることにした。

　すると、隙間の向こうには洋風チックな庭が広がっており、梵天はそこにある白いガーデンテーブルの上で体を丸くし、ひらひらと舞まっている蝶ちよう々ちようをイカ耳でじっと狙っていた。

　なんという大だい福ふく餅もち。

　これは是ぜ非ひとも俺の愛すべき街角ねこちゃんスナップコレクションに加えたい光景である。

「ふむ……」

　何度か塀へいの隙すき間まから撮とれないものかと試してみる。しかしそれにはやはり無理があった。強引に隙間へ入れようものなら、カメラに傷がついてしまう。なにか他に良い方法がないか探してみるも、結局ベストな状態で撮ることができるのは塀の上に登って、そこから直接、梵ぼん天てんを狙ねらうほかないようだった。

「…………」

　俺おれは考えた。ここで潔く諦あきらめることもできる。

　だがしかし、ここで諦めてしまったらもう二度と梵天には会えないかもしれない。

　俺はここがどこだかわからないし、そもそも梵天の家がここだという確証もない。

　やはり……やはりここは、塀の上に登ってでも撮るしかない！

「オーケイ、行ってやろうぜ……塀の向こう側へ」

　そう言って決意を固めると、俺は限界の向こう側へ行くべく、さっそく他ひ人と様さまの家の塀を登り始めた。

　しかしこの行動が後に、己の人生を大きく左右してしまう重大な結果を招こうとは、このときの俺はまだ知る由よしもなかったのである。

「まだイカ耳をしていてくれよ、梵天ちゃん」

　すべては、この日このとき塀を登ってしまったことから、始まったのだと思う。

　もしもこのとき俺が諦めていたら、果たして未来はどうなっていたのだろう。

　もしもこのとき梵天がすでにそこからいなくなっていたら、どうなっていたのだろう。

　いくら後こう悔かいをしても、しかしそこにはしっかりと梵天の姿があったのだ。

　先ほどと同じ姿勢で、大だい福ふく餅もちみたいな姿で蝶ちよう々ちようを狙っていて──。

　そして俺はその姿を撮るために、カメラのシャッターを……切ってしまった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　最初に俺がねこちゃん専門の動物カメラマンを目指そうとしたキッカケは、たしか五歳くらいのときだったと思う。

　その日は姉の誕生日で、親が姉への誕生日プレゼントとして、『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』という、なんともリアクションのしづらいタイトルの本を買ってきたことがあった。けれどもあの頃は姉もまだまだ女の子をしていて、その本をもらったときの姉と言えば、それはもう瞳ひとみを輝かがやかせて大いにはしゃいでいたほどだ。プレゼントを両りよう腕うででぎゅーっと抱かかえた姉が椅い子すから立ち上がって嬉うれしそうにぴょんぴょん飛とび跳はねる横で、俺もわけがわからず一いつ緒しよに喜びの舞まいをがむしゃらに踊おどっていたことを覚えている。

　そして、それから数日経ったある日、俺はリビングのテーブルに姉の大切にしている『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』が置いてあるのを発見した。それを見つけた幼き日の俺おれは、もうその頃ころから紳しん士し的てきな思考を持ち合わせていたのだろう。姉の大事にしている本が汚よごれたらいけないと思い、なんともご親切に姉の部屋へと、『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』を持って行ってやろうとしたのだ。

　ただその前に、俺はすこしだけ本の中を覗のぞくことにした。いくら俺が紳士と言っても、まだまだ幼い好こう奇き心しん旺おう盛せいなお年とし頃ごろ。もうその頃には自分が男の子という自覚を持ち合わせてはいて、そんな『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』とかいう女の子向けの本に興味を持つはずはなかったが、しかしやはり血を分け合った我が姉が、どのような内容の本に浮うかれ、どのように魅み了りようされているのか……という情報は知っておきたいものだった。

　それに、普ふ段だんから姉はそれを大事そうに持っていたため、覗く隙すきがなかったこともある。

　そのため、俺はチャンスとばかりにその本の表紙をめくってみた。

　そして、とうとう出会ってしまったのだ。

　そこには、想像を絶するにゃんにゃんワールド、もとい楽園が広がっていた。

　繰くり広ひろげられるにゃんにゃんパラダイス……くんずほぐれつのにゃんにゃんたち……あれれ、おともだちはどこかなぁ……みぃ～つけた、こんな狭せまいところにも隠かくれられるんだねぇ……ねこさんの体はすごくやわらかくできているんだ、だから狭い隙間でもすいすい通れちゃうんだ……おもちゃで遊ぶねこの赤ちゃんたち……遊んだあとは、お母さんのおなかの上でスヤスヤ……起きたら運動会だ、負けないぞぉ～……高いところだって、へっちゃらさ……

　──あまりの衝しよう撃げきに、俺は思わず本を閉じた。

　姉よ、なんて本で喜んでいるのだ。

　しかしなにを思ったのか、俺はその本をすぐさま服の下に潜ひそませ自分の部屋に持っていくと、誰だれにも見つからないようこっそりと布団の下にスライドさせ、隠したのだ。

　向むか井い修しゆう一いち、五歳と七ヶ月──人生で初めて罪を犯した瞬しゆん間かんである。

　それから俺は毎晩、まるで小学生男子がちょっとエッチな漫画のシーンをドキドキしながら見るような感覚で、『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』の中身を眺ながめ尽つくした。世の中にこんな可愛い生き物がこんなに何種類も存在しているのかと、とにかく夢中になっていた。

　もちろん本がなくなった当日、姉は大だい号ごう泣きゆう。あまりのショックに熱を出して寝ね込こんでしまうほどだったが、俺はその間中ずっと知らんぷりを貫つらぬき通し、ひとり夜な夜な、布団の中で懐かい中ちゆう電灯片手にねこちゃん三ざん昧まいの日々を送っていた。嗚あ呼あ、子どもとはなんて残ざん酷こくな生き物なのだろう。

　しかしそんな幸せな日々にも、いつか終わりは来る。

　それは、落ち込んだ姉を元気づけようと家族みんなで動物園に行く日の朝のことだった。

　幼い俺はやはり子どもだったため、動物園に行くことが楽しみすぎて前夜はなかなか寝つけずに布団の中で悶もん々もんとしていた。そのため、俺はいつものように布団の下から『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』を取り出し、夜遅おそくまで可愛いねこちゃんたちに想いを馳はせていた。

　だが、それがすべての失敗だった。

　あろうことか、俺おれはいつの間にか寝ね落おちしていたのだ。

　そして翌よく日じつ、お弁当作りや身み支じ度たくで忙いそがしい母の代わりに、姉が俺を起こしに来てくれる。

　きっと姉も動物園が楽しみで、俺と一いつ緒しよに園内を駆かけ巡めぐろうと期待に胸を膨ふくらませていたのであろう。笑顔で、やさしく、「修しゆうちゃん、朝だよー！　動物園いくよー！」なんて言って、やわらかに起こしてくれようとして、姉は俺に近づいてきたのだろう。

　だが、見てしまったのだ。俺の枕元に、なくなったはずの『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』の姿を！

　そのとき姉がどんな表情をしていたのかは知らない。

　俺はそのとき、夢の中でねこちゃんたちと宇宙を泳いでいた。

　ただ、うっすらと意識の中に姉の泣き声が響ひびいてきたのはなんとなく覚えている。

　それから俺は目を覚まし、寝ねぼけ眼まなこをこすりながらリビングに行った。すると、父も、母も、母に抱だっこされた姉も、みんなテーブルの椅い子すに座っていて、そのあまりの空気の重さに、俺はまだ夢を見ているのかと思った。お弁当も、俺と姉のリュックサックもテーブルの上にあるのに、今日は動物園に行くのに、どうしてそんなに暗い顔をしているの……と、そんな疑問を抱いだいたそのとき、俺はテーブルの上に『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』があるのを発見した。

　このとき、俺の幼き脳みそが二つの可能性を導き出す。一つは、俺が姉から『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』を盗ぬすんだことがなんらかの形でバレた。そしてもう一つは、親が姉のために新しく同じものを買ってきた。

　無論、俺は後者であることを祈った。当時の俺は神の存在なんて知らなかったから、なんに祈ったのかは知らない。たぶんねこちゃんたちにでも祈っていたのだろう。

　そして俺はテーブルの上にある『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』の存在を目視するや、すぐさま自分の部屋へと猛もうダッシュした。それから布団の下に『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』がないこと、そして昨夜、本を読みながら寝落ちしてしまったことを思い出し、俺はどうすることもできずに、しかしなにか言い訳はあるはずだと考え、おまけに今リビングへ戻もどれば俺はまだ今まで通り知らんぷりを貫つらぬき通せると、まったくもって論理破は綻たんな説得力の欠片かけらもない無理な思案を導き出し、急いで再び家族のいるリビングへと戻った。

　そして俺が無む謀ぼうにも自分は無実だとリビングへ滑すべり込こんだ途と端たん、母の膝ひざから飛び降りた姉からの強きよう烈れつな顔面ストレートで俺の視界が一面お花畑。吹っ飛んだ。軽く三メートルくらい吹っ飛んだ俺にしかし姉が馬乗りになる。一発、二発と顔面に本気のげんこつを喰くらったところで父がようやくレフェリーストップ！

　もはや動物園どころの騒さわぎではない。日曜日の幸せな家庭で、血が流れたのだ。

　すぐに俺おれは救急車で病院に運ばれ事なきを得たが、その日から少なくとも以後五年ほど、姉は俺と口を利いてくれなかった。当然のことながら『にゃんにゃんワールド　～世界のにゃんことふれあう旅にゃん～』は姉に返へん還かんされ、罪を犯してしまった手前、俺も似たような本が欲しいとも言えず、しかれども我が慢まんの日々にも耐たえきれず、それならば自分で作ってやる──と決めたのが、俺がねこちゃんカメラマンを目指した最初のキッカケである。

　美少女アレルギーに、幼くして決意したねこちゃんカメラマン、そして姉の本気げんこつからの救急車……こうしていろいろと思い返してみると、幼少期・少年期の俺の人生もなかなか波は瀾らん万ばん丈じようだった気がする。

　けれども、そんな危機の連続を乗り越えてこそ、今（青年期）があるのも確かなのだ。

　俺は弱じやつ冠かん十六歳にして、人生をうまく生きていく術を完全に修得した。

　これからはもう、美少女に近づくことも絶対にないだろうし、姉の言うことだって、その大体はゲームの対戦相手なので逆らう必要もない。そして俺は平へい穏おんな環かん境きようでもって、幼い頃ころからの夢……そう、ねこちゃんカメラマンという道を一直線に歩んでいくのだ！

　──そう、思っていたのに。

「よし、そのまま……そのままだ……」

　塀へいを登り終えると、俺はすぐにカメラを構えファインダーに梵ぼん天てんを捉とらえた。

「ふふっ……これは最高の写真が期待できるぞ……」

　微び笑しようを浮うかべながら、目の前にいる真っ白でまん丸な梵天に集中する。

　塀に腹を乗せる形で体勢を取っているため、腹が圧あつ迫ぱくされて苦しくいつもより息が荒あらくなる。

「ハァ、ハァ……いくぜ、シャッター切っちゃうぜ……」

　そして、いよいよ俺がシャッターのボタンを押おそうとしたその刹せつ那な、なんともラッキーなことに、梵天がこちらに両手を広げて跳とび上あがった。俺はその瞬しゆん間かんにすかさずシャッターを切り、心の中で大きく叫さけんだ。

　あ、あれは幻の──『イカ耳ダイビングキャッチ』じゃないか！

　それからすぐに画面に目を移すと撮とった写真を確認する。

「やべぇ……これはマジでやべえ……人生で一枚、撮れるか撮れないか……」

　こちらにジャンプした梵天は目をまん丸にして、まるでアニメに登場するコミカルな猫ねこのキャラクターを思わせるポーズでもって、パシッと音が聞こえてきそうなほどダイナミックに両手を叩たたいている。しかし蝶ちよう々ちようはそれを軽やかに避よけており、そんなところもまた面白く、良い味を醸かもし出だしていた。

「これ、絶対フォトコンテスト優勝間ま違ちがいないだろ……」

　それは予想や願望ではなく、確信だった。

　俺おれは間ま違ちがいなく、ねこちゃんが見せる最強で最高の瞬しゆん間かんを激写することに成功したのだ。

　あまりの感動にしばらく画面から目を離はなせなかった。

　しかし、そこで俺はふと、画面の端はしから妙みような視線が送られてきていることに気がついた。

　よくよく見てみる。画面の中央にはこちらにジャンプしている梵ぼん天てんがいる。

　そして、その後ろには大きな窓ガラスがある。

　それから、その大きな窓ガラスの向こう側には──

「…………ッ！」

　俺はハッとして、すぐに顔を上げた。

　瞬間、写真の中とまったく同じ、驚おどろいた表情を浮うかべる人物と目が合った。

「……マジか」

　窓ガラスの向こう……そこには、もふもふとした栗くり色いろの髪かみを輝かがやかせ、大きな瞳ひとみを見開いて驚いている女の子の姿があった。しかもそれは普ふ通つうの女の子ではない。そのことは先ほどから俺の全身をびっしりと覆おおい尽つくすほどに沸わき立たっている鳥とり肌はだを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

　そう、そこにいた女の子とは、とびっきりの、まごうかたなき超絶美少女だったのだ。

　そして最悪なことに、その美少女……なんとびっくりお着替え中だったのである。

「…………」

　朝の住宅街、人の家の塀へいに登り、尻しりだけを出してカメラを構える。
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　……これはあれだ、完全に盗とう撮さつ魔まだ。

　すると、窓の向こうの美少女が我を取とり戻もどしたのか、慌あわててパクパクと口を開閉したあとすぐさま持っていた服をぎゅっと抱だきしめ、乱らん暴ぼうにカーテンを閉めた。

　俺おれは盗撮をしていたわけではない、ただねこちゃんを……梵ぼん天てんを撮とっていただけだ、と無実のジェスチャーを送ろうとしたが、きっと彼女の目には盗撮魔としか映っていないだろう。それに無実の証しよう拠ことなる梵天の姿も気がつけばどこにも見当たらない。どっか行っちまったらしい。

　それから間もなく、家の中をドタバタと駆かけ回まわる音が聞こえてくる。

　これはマジでまずい展開になってきたんじゃないか!?

　捕つかまる。現行犯逮たい捕ほされる。これはヤバイぜ向むか井い修しゆう一いち！

　途と端たん、脳裏にいろいろな思考が駆かけ巡めぐり始め、俺はとりあえずその場から逃にげ出だそうと尻をふりふりさせながら上半身を塀へいの外へずらし、地面へと着地した。

「ふぅ……」

　着地と同時にガチャリと鍵かぎの開く音が聞こえ、そのすぐあとに門もん扉ぴを乱暴に開けるようなけたたましい金属音が鳴なり響ひびく。それから住人の足音が真っ直ぐにこちらへと近づいてくるのがわかった。

　だがそのとき、一いつ瞬しゆんにして俺の大海原のような良心が働き、ちゃんと事情を説明して正直に事実を話そうかとも迷っていた。けれどもそれはかなり高いリスクを伴ともなう行動であり、一歩間ま違ちがえれば警けい察さつに連行され一生暗い人生を歩む可能性があることに気がついたため、その案は即却きやつ下かされる。なにより俺は美少女との接せつ触しよくをなんとしても避さけなければならない身の上なのだ。あの門扉を乱暴に閉める様子は決して冷静とは言えないし、そんな精神状態の相手にこちらの話を静かに黙だまって聞いてもらえる保証は毛頭ない。それに相手は俺のことを盗撮魔だと思い込んでいるに違ちがいない。きっと見つけ次第、俺の敏びん感かんな腕うでは無む慈じ悲ひにも取とり押おさえられ、そこから蕁じん麻ま疹しんを発はつ症しようし、そして向井修一は美少女との長時間接触により警察に連行される前にこの世から永久追放されてしまうのだ。

「……このままではなんの罪もない美少女を殺人犯にしてしまう！」

　自分が死ぬという最悪の結末を目前にしてもなお、美少女の明るい人生を心配するというなんとも紳しん士し的てきな己の思考回路に自分で感かん銘めいを受けつつ、そして今一度大きく深呼吸をすると、

「ぴゃ～！」

　俺はその場から、正義の名の下に脱だつ兎とのごとく逃げ出した。




　真面目に生きようと思う。

　なにかいろいろとあったような気がする。

　だけどめげずに、これからも今まで通り、真面目に生きようと思う。

　俺おれは手を合わせて、神に誓ちかった。

「……よし、罪の浄じよう化か完了」

　先ほどの悲ひ劇げきにお別れの手を振ふって、俺は新たな気持ちで新学期を迎えられることにホッと胸をなで下ろす。それと同時に、そろそろと集まってきた新しいクラスメイトたちを見て安あん堵どした。どうやらこの新しい二年のクラス、それなりにおしゃれな感じの女子はいるものの、アレルギー反応が出るほどの美少女はいないみたいだ。

　うむ、神への圧力が今年も叶かなったようでなにより。

　現在、目視で確認できる鞄かばんのかけられていない空席は真ん中辺りに二つと窓際に一つ、そして俺の目の前に一つの合計四席……残すはあと四人。このままの調子でいけば、俺の高二生活もアレルギーに悩まされることなく過ごすことができる。これで勝てる。

　頼たのむ、男子であってくれ、それでなければ普ふ通つうの女の子を……！

　それをただただひたすら願いながら、俺は窓際の一番後ろにある自分の席からじっと教室のドアを見つめた。

　するとそんな願いが届いたのか、教室に入ってきたのは男三人組だった。友人同士で一いつ緒しよに来たのだろう。席はバラバラだが、三人とも同じクラスで間ま違ちがいないようだ。

　よし、これで残るはあと一席。

　普通の女の子、普通の女の子、普通の女の子──！

「よう、元気かブラザー」

　そのとき、真横から超低音バスボイスが俺の耳を鈍にぶく殴なぐった。

　気け圧おされつつ振ふり向むくと、そこには友人である小こ平だいら拓たく海みの外国人ばりに濃こゆい顔があった。

　小平は全体的に顔の彫ほりが深く、一パーツ一パーツが己の存在をオーバーというほどまでに主張している。しかしこれでもハーフではないらしい。顔を合わせるのは一年の終業式以来か。

「おう、どうした偽にせ外国人。まさか、また一いつ緒しよのクラスか？」

　席の隣となりに立ち、教室をきょろきょろと見回している小平に尋たずねる。彼が教室に来るや、一部の女子たちの視線がこちらに集まるのがわかった。はっきりとしたハーフっぽい顔立ち、体格もよく高身長、そのうえ性格はこれでもかというほど爽さわやかなため、小平はかなりモテる。

　いわゆるイケメンとかいうやつだ。

　俺の質問に、小平は自分に向けられている女子たちの視線などお構いなしといった様子で、執しつ拗ように辺りを見回しながら答えた。

「いんや、残念ながら俺は隣のクラスだ」

「じゃあなんだ、わかっていながらも教室を間違えるという計算されたドジッ子アピールか」

「ん、まぁそんなところだ」小平はこちらに視線を一切向けることなく言った。「それにおまえの様子もちょっと気になってな」

　その適当な物言いに、俺はすぐさま言い返した。

「噓うそつけ。さっきから周りばかり見やがって、俺おれの様子を見に来たのなら、俺だけを見ろよ！」

　その言葉に小こ平だいらはなにかハッとし、ゆっくりと視線を俺に下げた。ようやく小平と目が合う。

「悪い……俺、よそ見ばかりしてたか。今までおまえのこと、ちゃんと見てやれてなかったか」

　俺は小平からサッと視線を逸そらし、そっとうなずいてみせた。

　小平の拳こぶしが堅かたく握にぎられ、それからゆっくりと解ほどける。

「そうか……俺はずっと、おまえにさみしい想いさせちまってたみたいだな」

　俺はふて腐くされたように、すこし口を尖とがらせて言った。

「……よそ見ばっかしやがって、ばかやろう。ずっと、ずっと俺は……」

「悪かった。もうそれ以上言わなくていい。もうこれからはおまえしか見ない。そう誓ちかうから」

　小平が膝ひざをつき、目線をこちらと同じ高さにした。

　ふと見せるその優しさに、俺はすがるような視線を向けた。

「ほんとう、か……？」

　寂さびしげな、しかしどこか嬉うれしそうなその問いかけに、小平はしっかりとうなずいた。

「あぁ、本当さ」

　お互たがいの視線がふたたび混じり合う。そして顔が近づき、ふたりの視界にはもう、お互いの顔しか映りこまなくなっていた。まるでこの世界には自分たちだけしかいない──そう言っているかのように。色あせかけていたふたりの世界が、今一度、色鮮あざややかな広がりを見せる。

「拓たく海み……」

　俺が彼の下の名前を呼ぶと、彼は真っ直ぐに俺を見つめて、どこか安心したように言った。

「修しゆう一いち……」

　ふたりの間にはもはや距きよ離りなどなかった。お互いの思っていることも、考えていることも、それから今なにをしたいか……そんなくすぐったい想いまで瞳ひとみを見つめるだけでわかり合える。

　それらを言葉で言ってしまってもいい。だけど、一いつ滴てきもその想いをこぼしたくない。

　果たしてこれは、欲張りだろうか。いや、欲張りではない。それは自然なことだ。それは当たり前のことだ。欲望を叶かなえてくれる相手が目の前にいたとき、人は皆みな、それをするのだ。

　ふたりはお互いを見つめた。

　そして、その熱い想いがこぼれてしまわぬように、お互いの唇くちびると唇を近づけ濃のう厚こうな──

「で、本当はなにしに来たんだ」

「いやちょっとな」

　何事もなかったかのように小平は立ち上がり、俺は制服の埃ほこりを叩たたいた。

　まったく、新学期の朝っぱらからなにをしているんだ俺たちは。

「でもあれだ、まだ来てないみたいだな」

　小こ平だいらはその場でもう一度教室を見回したあと、軽くため息をつきながら言った。

「なにが？」

　俺おれが訊きくと、小平はこちらにずいぶんと爽さわやかな笑みを向けてくる。

「な、なんだよ……」

　俺はこれでもかというほど怪け訝げんな視線を、目の前にある無言の笑みにぶつけた。

　小平は表情を一切崩くずさず、俺の肩かたをポンポンと叩たたいて口を開く。

「向むか井い、おまえは幸運だな。俺がおまえだったら、毎日が最高にハッピーだぜ」

「幸運？　ハッピー？　ちょっと言ってる意味がよくわからないんだが。宗教勧かん誘ゆうならお断りなんだが」

　俺が言うと、小平は一いつ瞬しゆんにして不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「なんだ、クラス表見てないのか」

「おう」

「……ん、まぁいい、いずれわかるさ。そのときが来たら、おまえは己の幸運を泣いて喜ぶ」

「はぁ」

「それじゃ、元気でやれよな、ブラザー！」

　そう言うと、小平はチャイムの音と共に颯さつ爽そうと教室を出て行った。

　いまいち彼の考えているところがわからなかった俺は、心をもやもやさせる。

　気がつくと、残った自分の目の前の一席を空け、教室の机は生徒で埋うまっていた。

　それから数分経ったが、結局その席の主は来ないまま、新しい担任が教室へと入ってくる。

　美人でも女でもない普ふ通つうの男の教師を見て、俺はホッと胸をなで下ろした。

　ここまではすべて順調だったため、ちょっとだけ安心をしていたが、しかしそれでも自分の目の前の席が空いている限り不安は拭ぬぐえない。

　あとはそこだけ、目の前の席が誰だれかということだけなのだ。

　俺は固かた唾ずを吞のみ、このあとに来る出欠確認で目の前の席の主が男か女かだけでも確かめることにした。ややこしい名前でなければ男女の判別くらいは容易だろう。

　頼たのむから斉さい藤とう美勇斗風琉ビユーテイフルとか、田た中なか自然最高ナチユラルハイなんてのは来ないでくれよ……。

「高たか梨なしー、橋はし本もとー、福ふく原はらー……」

　迫せまり来くる順番。そしてとうとう、空席の主の名前が呼ばれる。

「美み甘かもー」

　担任が苗みよう字じを呼ぶ。今までスムーズに返事が返ってきていた流れが止まる。

「美甘、美甘優ゆう奈な」

　担任がフルネームで呼ぶのを、俺は聞きき逃のがさなかった。途と端たん、教室がざわつく。

『美甘優奈』──なるほど、女、女か……。

　いや、だがまだ慌あわてるところではない。女だからと言って絶望してはならない。

　ここは、そうだ、とびっきりの残念な女子を望もうではないか。

「なんだ、美み甘かもは遅ち刻こくか」

「忙いそがしいんじゃないんですかねー」

　担任がそう言ったのに対して、一部のおしゃれな女子たちが答える。

　もちろん俺おれはそれを聞きき逃のがさなかった。我ながらこの情報に対しての瞬しゆん発ぱつ力りよくは惚ほれ惚ぼれする。

　だが同時に、最悪の事態が俺の脳裏を過よぎった。

　教室でも比ひ較かく的てき華はなやかな部類に属するおしゃれな女子たちが『美甘優ゆう奈な』のことについてリアクションを取ったところから見てわかるように、『美甘優奈』と彼女たちは知り合いという説が浮うかび上あがる。だがそれだけではなく、「忙しいんじゃないんですかねー」という軽い言い方からして、少なくとも彼女たちは『美甘優奈』に関してはそれなりに事情を知っていると見た。そうなると必然的に『美甘優奈』という人物はおしゃれな彼女たちと友人関係であることが立証され、高校生女子の心理的観点から含ふくまれる思想を考察する上で『美甘優奈』という女子生徒も彼女たちと同様に今風なおしゃれな女子という可能性が格段に高くなるということはもはや否定できる事こと柄がらではない。するとつまり要するに俺の目の前に来る『美甘優奈』という女子生徒は少なくともおしゃれでなおかつ最悪の場合可愛い女の子であるということも可能性としてありりりりりりりり……。

「美甘優奈だってよ」「おいおい、マジかよ」「本物かよ」

　そのとき、俺はバグりかけていた脳みそに男子たちの声が入ってくるのをキャッチした。

　こそこそと話している会話を聞き、いよいよ気が気でなくなる。同じクラスでもまずいというのに、そんな噂うわさされるほど可愛いモテカワ系女子（苦笑）が目の前の席というのは、これはもう死活問題に発展するレベルだ。考えただけで思考回路がショート寸前である。

　美少女、美少女……本当に、美少女なのか。

　逆も、あるのではないのか。

　その考えに辿たどり着ついた瞬しゆん間かん、俺の中でなにかが煌きらめいた。明日への扉とびらが開かれる音がした。

　そうだ、その可能性も考えられないこともない。おしゃれな女子だけでなく、男子たちまでもがその名を知っているほどの女子生徒だ。かなりの美少女か、それともその逆……まるで漫画の世界から飛び出してきたような奇き想そう天てん外がいな顔の女子かもしれない。

　ありうる。これは、これはありうるぞ。

　もしかしたらさよなら逆転ホームランが狙ねらえるかもしれない。

　もしそうだったら、俺は『美甘優奈』と友だちになろう。親友に……いや、大親友になろう！

「向むか井い修しゆう一いち、返事しないと欠席扱あつかいにするぞ」

　担任が俺の名前を呼んでいることに気がつき、俺は元気よく返事をした。

「はいっ！」

　そして俺おれがアホみたいにそう返事をしたとき、教室のドアから人が入ってきた。

　間ま違ちがいない、きっと彼女が奇き想そう天てん外がいな面を引っさげ漫画の世界から飛び出してきた『美み甘かも優ゆう奈な』その人だ。さあ、早くその顔を見せてくれ。俺が抱かかえる一いち抹まつの不安を、その愉ゆ快かいなお面で取り去ってくれ！

　そう思い、俺は待ちきれず、興奮のあまりにガタッと椅い子すから立ち上がってしまった。

　そして、俺と『美甘優奈』の目が合う。

　その瞬しゆん間かん、俺は紛まぎれもなくデジャヴュを感じた。

　おそらく彼女も、まったく同じことを思ったのだろう。

「あっ……」

　ふたりの声は同時に重なり、それからしばらく、時が止まった。

　高校二年、新学期──。

　遅おくれてやって来た目の前の席の主『美甘優奈』という女子生徒は、包まれたくなるような栗くり色いろもふもふロングヘアーを輝かがやかせる力強い大きな瞳ひとみの、ありえないほど可愛い……そう、つい先ほど写真に写り込んでしまったお着替えシーンの、あの超絶美少女だったのだ。




　なんだか姉の言ったことがことごとく当たっている気がする。

「もう生きていけない……」

　それから美甘優奈は、俺の顔を見て驚おどろきつつも、しかしすぐに視線を逸そらして担任に挨あい拶さつをすると、近くの女子に自分の席を教えられそしてその席へ──俺の目の前の席へと歩いてきた。

　美甘優奈が教室を一歩二歩と歩くごとに教室がざわめく。彼女の周りに花が咲くようだった。

　そして俺の目の前まで来ると、美甘優奈は周りに悟さとられないようにするためかまったく初対面のような面持ちで、しかし明らかにどこか引きつったような微び笑しようを俺に投げかけてきた。

「よ、よろしくね」

　瞬しゆん間かん、俺の全身にありえないほどの鳥とり肌はだが、ぶわぁっと立ち広がった。

　それはもう、とんでもないほど、ぶわぁっとだ。

　それからその先、数分間の出来事はあまりよく覚えていない。そのときはとにかく教室を抜ぬけ出だそうとばかり考えていて、ようやくクラス全員が揃そろったというのに気がつけば俺はひとり教室を飛び出していた。

　教室を出たあとは、とりあえずひとりになれるところを探して結局トイレに逃にげ込こんだ。

　溢あふれ出でる鼻水を拭ふくためトイレットペーパーをガラガラと騒さわがしい音をたてながら、俺はいろいろなことを考えた。きっとクラスの全員が俺を変な奴やつだと思っているに違ちがいないだとか、とうとう神の野郎が裏切りやがったなだとか、このトイレットペーパー鼻にやさしくないなだとか、とにかくいろいろなことが次から次へと頭の中をぐるぐると駆かけ巡めぐっていった。

　そして最後にはやはり、あの殺人的可愛さの美少女・美甘優奈へと流れ着く。

　どうして彼女がいるのだろうという質問には、もはや答える必要はない。

　しかし、どうして彼女が俺おれと同じクラスで、そのうえ目の前の席にいるのか。

　甚はなはだ疑問である。

「オーケー、わかった。神、さてはおまえ、俺を殺す気だな？」

　トイレの天井に向かって強がってみるものの、神からの返事があるわけもなく、俺はこれから先の展開を考えるとあまりの恐おそろしさに戦せん慄りつを禁じ得なかった。

　嗚あ呼あ、運命とはなんて無む慈じ悲ひで残ざん酷こくなのだろう。普ふ通つうに生きていくことさえ許してくれないみたいだ。マジで泣けてくる。泣けてくるが、今俺が流している涙なみだが果たして悲しみから来た涙なのか、アレルギーから来た涙なのか俺にはわからない。そんなところもまた、悲しい。

「最悪のスタートだ……」

　そう力なくつぶやいて、俺はトイレを後にする。

　始業式はすでに始まっていたため、廊ろう下かに出ると辺りは閑かん散さんとしていた。

　アレルギー症しよう状じようもようやく収まってきたが今さら始業式に出るわけにもいかず、それならいっそのことクラスの連中が戻もどってくる前にさっさと帰ってしまおうと思い立ち、俺は鞄かばんを取りに教室へと向かった。

　そして誰だれもいないはずの教室へ入ろうとした瞬しゆん間かん、俺は即座に体を翻ひるがえし、廊下側のドアに張りついた。

　だ、誰かいる……ッ！

「…………」

　もう一度、今度はゆっくりと頭だけを出して教室を覗のぞいてみる。

　すると、覗いた視線の先では栗くり色いろのもふもふロングヘアーを輝かがやかせる後ろ姿が、なにやらひとりでごそごそとやっていた。間ま違ちがいない、あれは殺人的可愛さを誇ほこる超絶美少女・美み甘かも優ゆう奈なである。しかもよくよく見てみると、なんとそこは俺の席ではないか。

　いったい俺の席でなにをやっているのだ……ハッ、もしや俺のこと……ッ！

　──などと一風変わった恋の予感を感じかけたその刹せつ那な、不意のくしゃみが鼻から飛び出す。

「くちゅんッ！」

　途と端たん、そんな可愛らしいくしゃみに驚おどろいたかのように、ガタッとその後ろ姿がこちらへ振ふり返かえるのがわかった。同時に、俺もすかさず頭を引っ込め廊下の壁かべに張りつく。

　しかしそれから息を潜ひそめ、しばらく耳を澄すまして気配を窺うかがってみても、こちらへ近づいて来るような足音は聞こえてこない。

　そのため俺はてっきりバレずに済んだのかと思い思い、ふたたび教室に顔を覗かせてみた。

「……ハァイ」

　こちらを向いて突っ立っている美甘優奈とばっちり目が合う。

「し、失礼しましたぁ……」

　言って、俺おれは何事もなかったかのように冷ひや汗あせを垂らしながら顔を引っ込めると、すぐさま方向転てん換かんをしその場から逃にげ出だそうと試みた。だがその頃ころにはもう、パタパタと軽い駆かけ足あしがこちらに迫せまってきており時すでに遅おそし。

　背後で止まった気配に対し俺の全身からは鳥とり肌はだがところ狭せましと沸わき立たち始める。背中では心地の悪い冷や汗がツゥー……と長い線を引いて落ちていき、そして俺の両足は強きよう烈れつなアレルギー物質を背にした緊きん張ちようから、とうとう動かなくなってしまった。

「どこ行くのかしら、向むか井い修しゆう一いちくん」

　心底疑問というような声音で背後にいる人物が声をかけてくる。正直に言うと、俺はこのとき振ふり返かえるのが怖こわかった。なぜなら、相手がただ後ろに立っているだけだというのに、俺の顔面はすでにあらゆる汁しるにまみれ始めていたからだ。とことん正直な俺の体。この体の反応を見ただけで背後の美少女がどれほどの可愛さを誇っているのかがわかる。

　そうだ、彼女は間ま違ちがいなく、美少女レベルマックスである！

「いや、まぁ……さすらいの男旅にでも……」

　彼女の質問にぼそりと答えて、俺はゆっくりと歩き出した。〝美少女アレルギー〟の宿命から逃のがれられない向井修一の人生において、その相手は可愛さゆえの破は壊かい力りよくを兼かね備そなえたラスボスとも言える存在であった。いや、違ちがう、ラスボスどころではない。背後に立っただけでこちらのＨＰをガリガリと削けずっていくその異い常じようさは、まさにチート的な裏ボスであろう。本来ならラスボスを倒たおしたあとでようやく戦せん闘とうが許されるような相手だというのに、ダンジョンでも天空の城でもない、こんな変へん哲てつのない場所でいきなり出会ってしまうなんて……これは明らかに俺の人生にバグが起きたとしか考えられない。そしてそんなステータスが軒のき並なみパラメーターを振ふり切きっているキューティー＆デストロイを前に、俺に残された選せん択たく肢しはただ一つ。

　ここは本格的にヤバイ展開を迎える前に一刻も早く逃げるしかなかった。逃げてばかりの人生と嘲ちよう笑しようされたって、後ろ指をさされたって、俺はもう構わない。構うものか。俺は逃げる。

　命が、命が惜しいから逃げるしかないのだ！

「あっ、ちょっと……！」

　歩き始めた俺の背後でパタッと一歩、踏ふみ出だされる足音がした。

　しかし俺は構わず逃げた。走ろう、ここは走って逃げよう。

「さらばだ！」

　その言葉を吐はき捨すて、そして俺はすぐさま走り出そうとした。

「ちょ、待ちなさいって！」

　しかしそれよりも早くがっしりと摑つかまれる俺の敏びん感かんな右みぎ腕うでちゃん。

　その途と端たん、摑まれた箇か所しよから一いつ瞬しゆんにして全身のありとあらゆる毛穴がぱっかりと大開口し、俺の身の毛が盛大に弥よ立だった。

「ひぎぃぃぃぃいいいいいいいいッ！」

　動物の醜みにくい鳴き声……否、俺おれの泣き声が口と毛穴から放出され廊ろう下かに響ひびき渡わたった。

　即座に腕うでを振ふり解ほどき、アレルギー要因へと向き直る。

「美み甘かも──あ、いや、美甘さん……」

　目の前の美少女を改めて目視した瞬しゆん間かん、相手のあまりの可愛さに全身を電でん撃げきが駆かけ抜ぬけた。

「な、なに、今の？」

　美甘が驚おどろいて一歩たじろぐ。その隙すきを狙ねらって俺は後ろへ退いた。

　しかし美甘はそのあとすぐに体勢を直すと、またしても怪け訝げんそうな顔つきで近づいてくる。

　それに対し、俺も頑がんとしてこれ以上の接近を許さなかった。触ふれられた右腕を手で押おさえ、一定の距きよ離りを保ちながら後退する。その光景はまさにアフリカだった。ヘビとマングースさながらの睨にらみ合あいだった。

「み、美甘さん……なにか俺に用でもあるのでしょうか……」

　一歩、また一歩と美甘マングースが修一ヘビへと距離を縮めてくる。

「そうね、それはあなたの胸にでも訊きいてみたら？　もしもあなたに少しでも良心の欠片かけらが残っているのなら、私がなぜこんな行動を取るのか、嫌いやでも理解できるはずよ」

　言われて、俺はとりあえず自分の胸に訊くフリを見せてから顔を上げた。

「わ、わからなかった……俺がなぜ美甘さんにここまで高圧的に迫せまられているのか……皆かい目もく見当もつかない、ハハ」

「……そう、あなたには罪の意識というものがまったくないようね」

　首を傾かたむけ、冷たいオーラを纏まといながら着実に近づいてくる美甘に対し、しかし俺はとうとう腰こしを抜ぬかしてその場に尻しりもちをついてしまった。動けない。ヘビとマング……いや違ちがうな、この状じよう況きようはまさしくヘビに睨まれたカエルだ。大きい、今の俺には美甘優ゆう奈なは大きすぎる。勝てない。こんな美少女、見たことない。いったいなんなんだ、彼女から発せられるこのハンパねえ威い圧あつ感かんは……。

「ほんと、ちょっ、美甘さん……それ以上近づくなって……マジで勘かん弁べんしてほしい……」

　それでも美甘は容よう赦しやなく近づいてくる。パタパタと彼女の上うわ履ばきが奏かなでる足音がもう死のカウントダウンにしか聞こえない！　こんな超ちよう弩ど級きゆうの美少女なんかに真っ正面から触れられたら確実に死ぬこと間ま違ちがいなし！　美少女の可愛さに殺されるとか先せん祖ぞ大だい爆ばく笑しようだろ！　俺はそんなの嫌だぞ！　く、来るな美少女！　あっちへ行け美少女！　美少女退散！　う、うわあああああああッ！

　そして遂ついに、目の前に差し伸ばされる美甘の華きや奢しやな白い手。

　俺は腕で顔を覆おおい、泣なき叫さけび、神に祈った。

「ひぃぃぃいいいッ！」

　鳥とり肌はだが全身から弾はじけ跳とんだ気がした。俺は己の短い人生にさよならの手を振った。それから最後に、自分を殺す美少女の顔がどれくらい可愛いものか、この際なのでよく拝おがんでから死のうと思い、俺おれは顔から腕うでをのけ、美み甘かものそのキューティクルフェイスを見ようと目を開けた。

　しかしそこにあったのは一台のカメラ……そう、俺の愛用しているカメラだった。

「なんで俺のカメラを……」

　そう言ったあと、先ほど彼女がなぜ俺の机にいたのかを理解する。

　と、そのときチャイムが鳴った。遠くのほうから大勢の生徒たちの話し声が聞こえてくる。

「……この意味、わかるわよね？」

　まるで万引きＧメンが立場の弱い万引き犯を諭さとすときのように、美甘はしゃがんで言った。

　彼女の顔を目の前に再び鳥とり肌はだが立つ。風か邪ぜで高熱を出したときのような、嫌いやな汗あせがじんわりと浮うかんできた。

　そして先ほどとは打って変わって、美甘はやさしそうに微ほほ笑えんでいる。

　しかし微笑んではいるが、どう見ても目がおかしい。明らかに瞳ひとみが俺を睨にらんでいる。

「いい加減、もうわかったでしょ？」

「わ、わかったってなにがだ……それより俺のカメラをどうする気だ……」

「ねえ、みんなが帰ってきちゃうから、屋上に行きましょうか」

　どうにか顔を引き、美甘から離はなれようとするも、恐きよう怖ふからなのか体が硬こう直ちよくして動けない。おまけに彼女は俺の話には耳を貸さないご様子だ。隙すきを見て逃にげるか、しかしそうすると先ほどのように腕を摑つかまれる可能性がある。

　どうすればいいのか迷っていると、次に美甘はゆっくりと立ち上がり、ポツリとこぼした。

「いろいろとお話しすることあるわよね──主に向むか井いくんの将来について」

　トーンが極きよく端たんに下がった感情の一切こもっていないその声、そしてねこちゃんスナップが大量に保存されている大事なカメラを人質に取られたこのあまりにも悲ひ劇げき的てきな状じよう況きように、もはや俺は素直に従うしかなかった。

　彼女のこぼした言葉通り、ここで断ったら俺の将来とカメラがヤバイ。

「わ、わかった。行こう、屋上……」

　俺の返事に、美甘は接着ボンドで固めたような笑顔を崩くずさないまま、うなずいてみせた。

　彼女の後ろを歩いているときも、階段をのぼっているときも、爽さわやかな屋上風を浴びたときも、俺は生きた心地がしなかった。例えるなら人質だ。俺はマフィアの人質になり、常に銃じゆうを背中に突つきつけられているＦＢＩ秘密捜そう査さ官かんだ。……漏もれそう。

「まずいな……」

　前方に目を向けると、遠くでこちらに振ふり返かえった美甘が風に髪かみをなびかせながら俺を待っていた。ふわりと風に持ち上げられた栗くり色いろの髪を輝かがやかせる彼女のその姿は、やはりどう見ても、鳥肌が立つほどの超絶美少女で間ま違ちがいない。

「そこ、座って」

　彼女の近くまで行くと、俺は一定の距きよ離りを取ってフェンス下のでっぱりに腰を下ろした。

「ところで、今始業式じゃないのか」

　その問いに美み甘かもは、俺おれのカメラを肩かたに提げ、笑顔をこちらに向けて答える。

「そうよ。でも先生に言って抜ぬけてきたの」

「どうして」

「どうしてだと思う？」

　そこで会話が途と切ぎれ、沈ちん黙もくが広がった。

　俺はなるべく彼女のほうに目を向けないようにし、ひたすら心の中で今日のお弁当の中身を考えた。おかずはなんだろう、きっと昨日の晩の残りだろうな。昨日はえっと、焼き肉だったな。ということは焼き肉弁当か、いやぁ楽しみだ。嬉うれしいな焼き肉弁当。早くお昼休みにならないかなぁ焼き肉弁当。焼き肉弁当食べたいなぁ焼き肉弁当。あと何時間後かなぁ。始業式が終わって、そのあと担任が話をして、そのまま帰りのＨＲに移行して明日の予定を確認して号令かけてはいさようならで放課後で……あれ、今日お昼休みなくね？

　……母さん、今日始業式だったよ。弁当、いらない日だったよ。

　俺は空に向かって母親にそうつぶやいた。

「向むか井い修しゆう一いち、向井修一」

　名前が呼ばれる。現実と虚きよ構こうの狭はざ間まで俺は生返事をした。

「ねえ、ちょっと聞いてるの？」

　うるさい声が俺の目の前まで移動する。瞬しゆん間かん、俺の意識がはっきりと現実世界へ戻もどってきた。

　眼前に広がるや、美少女のムッと膨ふくれた可愛らしく怒おこった顔──。

「ひぎゃあああああああああああッ！」

　喉のどが潰つぶれるほどの悲鳴と共に、俺は体勢を崩くずさず真横に緊きん急きゆう回かい避ひした。その素早さはさながら尻尾しつぽを踏ふまれた野の良ら猫ねこといったところだ。全身の毛を逆立て、敵と向かい合う俺はもはや猫になりきっている。

「にゃ～おぅ……急に近づくなよ人間！」

　俺が手の甲こうをペロリと舐なめる様子を見て、美少女・美甘優ゆう奈なは怪け訝げんな表情を浮うかべた。気がつけば彼女の顔からは笑みが消え失せている。だがそれだけじゃない、今俺に向けられている彼女の視線からは、先ほどよりもよりいっそう、軽けい蔑べつの色が垣かい間ま見みられるようになっている。

　完全にやっちまった。猫の真似とかしてる雰ふん囲い気きじゃねえ。カムバック、俺の真顔！

「……なんなのよ、ほんと」

　と、美甘は俯うつむくと、小さくこぼした。

「み、美甘さん？」

　真顔に戻った俺は彼女に声をかける。ぴくりと肩かたが動き、美甘は顔を上げる。

「意味、わかんない」

　俺を鋭するどく睨にらみ、目には気のせいかうっすらと怒いかりが浮かんでいるように見えた。

「な、なんだよ」

　恐おそる恐おそる尋たずね返かえす。

　すると美み甘かもはその美しい眉み間けんにしわを寄せ、歯を食いしばりながら俺おれに言った。

「もしかしてあなた、双ふた子ごの兄弟とかいる？」

　この美少女は突とつ然ぜんなにを言い出すんだ。

「い、いないが」

　なにかＳＦチックな話が始まろうとしている雰ふん囲い気きだったが、俺はそこで正直に否定した。

　しかしその答えが不満だったのか、美甘は不良よろしく俺にガンを飛ばしてくる。

「じゃあなんなのよ？」

「なんなのって、なんなのよ？」

「ふざけないで！」

　美少女の一いつ喝かつのあと、重なるようにして俺のくしゃみが炸さく裂れつした。

「ぶぇっくし！」

「うっさい！」

「生理現象だっくし！」

　ここに来て俺のくしゃみが止まらなくなった。なんというタイミング。

「あーもうわけわからないわよ！」

「なにがだ!?」

「なにがだ、じゃないわよ！　あなた今朝、私のこと盗とう撮さつしたでしょ！」

　やべえ、牢ろう獄ごくがもう目の前まで迫せまって来きたぜ！

「と、え、えぇ！　い、いやあれはッ──」

「とぼけないでよ、しっかりわかってるんだから！　あなたがうちの塀へいに登って、思いっきり私が着替えてるところ撮とってたじゃない。そのあとカメラ見てニヤニヤして！　住宅街の、朝っぱらから、あまりにも大だい胆たんすぎるわ！　どれだけ神経図太いのよ!?」

「あ、あれはだから……俺は、その、えっと──」

「それでも同じクラスになっちゃったから、せっかく私が穏おん便びんに事を済ませてあげようとあなたのほうから自白して謝るのを待っていたのに、いつまで経っても一向にうんともすんとも言わないじゃない！　悪びれる様子もないし、本当にあなたには罪の意識というものがないの？　どこまで神経図太いのよ！　まるで縄じよう文もん杉すぎね！」

「…………」

　そのとき、美甘の放ったその言葉に空気が固まったような気がした。

「は、ははは」

　彼女の口から突とつ如じよとして飛び出たその思いもよらぬ言葉に、果たしてそれを彼女が狙ねらって言ったのかどうかと戸と惑まどい焦あせりつつも、俺は己の素早い頭の回転で紳しん士し的てきなフォローを繰くり出だす。

「じょ、縄じよう文もん杉すぎ……ワハハハハ、ナイスジョーク、ナ、ナイスセンス。いいね、そのギャグ！　俺おれの神経、縄文杉ぃ～……ど、どうだ、ウケるかな？」

　そんな俺の渾こん身しんのフォローに、しかし美み甘かもは顔を真っ赤にして、ますます苛いら立だちを露あらわにしながらドシドシとこちらへ近づいてきた。

「へっくし、く、来るなっくしゅん！」

「さっきからずっとくしゃみで人をバカにして！」

「バカにっしゅん！　してないっしゅん！」

「してるじゃないのよぉ！」

　怒いかりなのか恥はずかしさなのか、涙なみだ目めでとうとう美甘が突つっ込こんできた。

「本当に、バカにしてないって！　いくしッ！」

「そのくしゃみがわざとにしか聞こえないの！」

　俺はどうにかなだめようと頑がん張ばってみるが、彼女にはどうも俺のくしゃみが自分をバカにしているようにしか聞こえないのだという。となると、俺にはもうどうしようもない。こればかりは、今回ばかりは……詰つんだ。

「マジで、勘かん弁べんしてくれ……本当に俺は……」

　屋上の片かた隅すみで美少女に追い詰められた俺は、鼻をひくひくさせながら背中のフェンスを握にぎりしめた。もう後ろがない。このまま向むか井い修しゆう一いちは屋上でバッドエンドを迎えてしまうのだろうか。

「美甘さん、そこで止まるんだ。頼たのむ、止まってくれ」

「ここまで来て、まだシラを切ろうとするのね」

　俺は答えず、しかしそこで固かた唾ずを吞のんでしまった。微かすかに動く俺の頭！

　もちろん美甘はその動きを肯こう定ていと捉とらえた。怒りの上に挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮うかべたお面を繕つくろう。

「盗とう撮さつを謝ろうともせず、そのうえ人をバカにするというのね、向井修一という男子は」

「だから、俺は本当に盗撮なんて……」

　必死に否定をしようとするものの、先ほど蕁じん麻ま疹しんを発はつ症しようしたところがまたかゆくなってきていることに気がつき、俺は言葉を吞み込んだ。

　黙だまった俺に、美甘は肩かたにかけていたカメラを片手で持ち上げ勝かち誇ほこったように言った。

「果たしてそんな態度を取っていていいのかしら。証しよう拠こはここにあるのよ。この事実が公になったらあなた、私のファンにボッコボコにされるわよ？」

　さも自信ありげに言い放った彼女に、俺は思わず首を傾かしげる。

「ファ、ファンって……なんだ、君はあれか、有名人かアイドルでもやってるというのか？」

　そう俺が苦笑混じりに言った途と端たん、美甘の動きがピタリと止まった。

「……え？」

　面を喰くらったような表情で美甘の顔が固まる。そのあと彼女の中のなにかがプツッと切れる音を、俺はたしかに感じた。そして一いつ瞬しゆん、絶望で顔を真っ暗にしたかと思いきや、ゆっくりと鋭するどい目つきが暗くら闇やみから浮ふ上じようしてくる。

「……今の、冗じよう談だんよね？」

　そのときの彼女の表情には、驚おどろきよりも、本気で悲しみの色が垣かい間ま見みられた。

「本当に、私のこと、知らないって言うの……？」

　俺おれはなんとかして過去の記き憶おくを漁あさってみたが、やはり美み甘かも優ゆう奈なという人物は見当たらない。

　これほどの美少女だったら覚えているだろうけれど、あいにく俺たちは正しよう真しん正しよう銘めい、今日が初対面のようだ。

　しかしそこで俺はふと、一つの可能性に賭かけてみることにした。

　ゆっくりと口を開き、大事なシーンなので途と中ちゆうでくしゃみを挟はさまないよう慎しん重ちように尋たずねる。

「もしかして、ゆみちゃん？」

　俺の生しよう涯がい忘れられない、唯ゆい一いつの美少女──「ゆみちゃん」。

　もしも美甘優奈がゆみちゃんだったらこれはかなりのミラクルであり彼女はこの途と端たんすぐデレデレになってそして俺たちは奇き跡せきの再会により永遠に結ばれ人生を共に歩くパートナ──

「誰だれよそれ」

　そんなはずありませんよね。

「いや、なんでもない」

　質問からわずか二秒のところで奇跡の存在を打うち砕くだかれた俺は、いつの間にかじりじりと近づいてきている美甘に怯おびえながら、刻一刻と迫せまり来くる死の時を待った。

　くしゃみは止まらず、目がかゆい。あと腕うでもかゆい。

　美甘は俺の目の前まで来ると、制服のスカートをなびかせながらどっしりと立ちはだかった。

「来ないでぇ……やめてぇ……」

　もはや完全敗北を目の前に、こちらも体面を気にしている場合ではない。今は命が惜しい。

　俺は超高層タワーのように立ちはだかる美少女の艶なまめかしい生足を眺ながめつつ、彼女に許しを請うため、蚊かが泥でい酔すい飛行するときのようなひどく情けない声で言った。

「来ないでくださいぃぃ……」

　苦しい。人生が、苦しい。

　するとそんな情けない男・向むか井い修しゆう一いちの行く末を案じたのか、美甘優奈はそこで一歩下がった。

「正直に言って。本当に、私のこと知らないの？」

　念を押おしてもう一度訊きいてくる彼女に対し、俺はかぶりを振ふった。

「本当に知らないんだ。本当だ、だからもうこっち来ないでください……」

　のけ反ぞったままの俺の答えを聞くと、美甘は深呼吸をし、いくらか落ち着いた様子で口を開いた。

「私の名前、『美甘優奈』って言うの。美しいと甘いで『美甘』、優しいと奈良の奈で『優奈』。美甘優奈……聞いたことない？」

「だからないって言ってるだろ……」

　しつこく訊きいてくる美み甘かもに対し、俺おれは少々疲つかれ気ぎ味みに答えた。まったく、苗みよう字じにまで〝美〟という字が入っているなんてとんでもない存在だ。まさに俺にとってアレルギーの塊かたまり。早急に事を済ませてお引き取り願いたい。

「もう、充じゆう分ぶんだろ……頼たのむから解放してくれ……あとカメラ返して」

「私は美甘優ゆう奈なよ。しっかり私の顔を見て、絶対見たことあるはずよ」

「だから、知らないって」

「美甘優奈、美甘優奈、美甘優奈！」

　彼女の病的なまでの言い草に俺はこれ以上ないほどにのけ反ぞった。

　こいつ、グイグイくるぞ。

「ドラマやＣＭにも出てるのに、雑誌にだっていっぱい出てるのに……」

　知らねぇーよ……でもそうか、だから美甘が教室に入ってきたときクラスがざわついたのか。

「モデル……なのか？」

「そうよ！」

　俺の質問に間かん髪はつ容いれずに美甘が答える。ついでにキッと睨にらまれた。かなり悔くやしそうだが、

「……その、俺あまりテレビとか見ないんだ」

　俺は正直に言った。これ以外に最善の方法が見つからない。

　美甘は俺の言葉を聞き諦あきらめると思いきや、あろうことかのけ反る俺に涙なみだ目めで突つっ込こんできた。

「ひっ──」

　思わず悲鳴が漏もれる。

「信じられない……ッ！」

　彼女の顔面が目の前にあった。なんてきれいな顔をしているのだろうか。きっとモデルの中でもずば抜ぬけて可愛いのだろう。だが時にその可愛さが凶きよう器きになりうることも忘れないでほしい。

　体がかゆくなる。目ももう限界だった。

　俺はどうすればいいのか、脳みそをぐるぐる回しながら考える。

　ここで俺が盗とう撮さつしたことを認め、しっかりと彼女に土下座で謝罪をすればどうにかなるのだろうが……しかしながら俺は実際問題、盗撮はしていないのだ。さすがにこればかりは己のプライドに賭かけて認めることは断じてできない。俺は梵ぼん天てんを撮とっただけで、そこにたまたま下着姿の美甘が勝手に写りに来ただけなのだ！　あの写真において美甘は背景の一部でしかない！

　ならば、美少女アレルギーだということをひとまずカミングアウトして、それなら仕方ないと見み逃のがしてもらうべきか……いやだけど美少女アレルギーだなんて恥はずかしくて言えない。それに信じてもらえるかもわからないし、下手をしたら怒いかりに任せて美甘が学校中に言いふらす可能性だってある。そしたら俺はどうなる。またもやみんなから奇き異いなものを見るような視線を向けられ、ヘンなあだ名で嘲ちよう笑しようされた挙げ句、とうとう晴れて『カリスマ不登校デビュー☆』を果たし、そしてアンダーグラウンドへと堕おちてゆき、ついには暗黒微び笑しようを浮うかべちゃうようなダークでファンタジーで無む駄だにグロイ闇やみの小説を黒くろ三み神かみ聖せい（仮）というハンドルネームで執筆して十年後に悶もん絶ぜつしちゃうような未来を歩むに決まっている。それは芳かんばしくない。いかん、いかんぞ～。

　考えた挙げ句、俺おれは現段階において考えられる唯ゆい一いつの最終手段に打って出ることにした。

「美み甘かも……さん」

「なによ」

「すまぬ……すまぬ……ッ！」

「えっ？」

　一言謝ったあと、俺は盛大に美少女モデル・美甘優ゆう奈なの顔面にくしゃみをぶちかました。

「ぶうぇえええええくしょん！」

　俺の唾つばと鼻水が美甘の可愛くきれいな顔に飛散する。我が慢まんしていた分、その量は凄すさまじい。

「きゃッ！　ちょっと！」

　くしゃみを浴びた美甘は後ろに退き、俺から体を離はなすとそのままぺたんと尻しりもちをついた。

　俺の鼻水で顔も制服もぐしょぐしょになっている。

「うっ……」

　そんな彼女の姿を見て焦あせった俺はなにを思ったのか、

「ごめん！　でもだいじょうぶ、風か邪ぜとかウイルスとかたぶん含ふくまれてないから！　平気だから！」

　などと言ってもう一度彼女に謝ると、すぐさまネックスプリングの要領で体を起こし、屋上から尻尾しつぽを巻いて逃にげ出だした。

「向むか井い修しゆう一いち、許さない！　許さないんだからぁ！」

　彼女の声を背に、なにか後ろめたさのようなものを抱かかえつつも、俺はようやく解放されたことに安あん堵どの息を吐はいた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊





ヘルカ＞　それでそのまま逃げてきたの？

シュウ＞　うん

ヘルカ＞　そっちのほうがまずかったんじゃないかなー（笑）

シュウ＞　でもそうするしか方法なくてさ

シュウ＞　あーだけどやっぱり、今考えるとちょっとまずかった気がする

ヘルカ＞　ちょっとかなぁ？

シュウ＞　ちょっとじゃないかも

シュウ＞　やばい、どうしよう。今ごろカメラぶっ壊こわされてるかもしれない（泣）

ヘルカ＞　うん、かなりまずいね（笑）






　屋上から逃にげ出だしたあと、俺おれは教室から鞄かばんを取り家に逃げ帰ってきた。無論、担任の許可はちゃんと取ったし、早退したことについてはなにも問題はないのだが……。

「やっぱりまずかったよな」

　今になって、俺は美み甘かも優ゆう奈なにくしゃみをぶちまけてしまったことを後こう悔かいしていた。

　それに事故とはいえ、仮にもモデルである美少女のお着替えシーンを写真に収めてしまい、おまけに向こうはこちらを盗とう撮さつ魔まだと信じて疑わないご様子……しかもその証しよう拠ことなるメモリーカードの入ったカメラは、あろうことか相手の手の内というあり様だ。

　そして極めつけは、俺が彼女の反感を二重にも三重にも買ってしまっているということ。

　俺はそんな己の行く末を案じて、帰り際、担任にどうにか明日にでも席を替えることができないかと要望してみたのだが、名めい簿ぼ順じゆんなので少なくとも各教科の先生方が生徒の名前を覚えるまでは席替えはしないらしい。

　もはや絶望しかない。俺の人生、本格的に終わったかもしれない。

　ＰＣの画面を見つめ、深くため息をつく。





シュウ＞　どうしよう






　今の俺に、相談できる相手は数年来のチャット友だちの『ヘルカ』しかいなかった。

　ヘルカは家族以外で唯ゆい一いつ、俺が〝美少女アレルギー〟であることを知っている人物だ。

　最初、ヘルカに〝美少女アレルギー〟の話を打ち明けたとき、ヘルカは何一つ疑うことなく信じてくれた。今まで誰だれにも話せなかったアレルギーの悩みにもしっかりと耳を傾かたむけ親身に聞いてくれたし、いろいろと励はげましてくれたりもした。

　たとえネットの向こうとは言え、ヘルカは俺にとってかけがえのない存在なのだ。





ヘルカ＞　ぼくはシュウくんに残された選せん択たく肢しは一つしかないと思うよ

シュウ＞　なに？

ヘルカ＞　ここは素直に謝ろう[image: かおもじ]

ヘルカ＞　食事にでも誘さそってみたらどうかな？

シュウ＞　……考えただけで鬱うつ

ヘルカ＞　がんばれシュウくん！

ヘルカ＞　相手はモデルさんだよ！

ヘルカ＞　すばらしいじゃない♪

シュウ＞　ヘルカ、なんだか俺おれには君が楽しんでいるようにしか見えない

ヘルカ＞　そんなことないよ　[image: かおもじ]






　どう見ても楽しんでいるようにしか見えなかったが、実際のところ、ヘルカもなかなか天然な性格をしているのではっきりとはわからない。もしかしたら超本気かもしれない。





ヘルカ＞　だけどね、やっぱり盗とう撮さつしてなくてもシュウくんから謝るしかないと思うんだ

シュウ＞　……そうだろうか

ヘルカ＞　それともシュウくんが美少女アレルギーだって告白する？

シュウ＞　信じてもらえないのが関の山さ

ヘルカ＞　じゃあ素直に謝って、許してもらうしかないね

シュウ＞　うむ……

ヘルカ＞　シュウくんファイトッ！　ツェンピア！　[image: かおもじ]

ヘルカ＞　ぼくも応おう援えんしてるよー






　そのあとヘルカの話を少しだけ聞き、俺はＰＣの電源を落としてベッドに横になった。

　壁かべにかけられた丸時計は正午を指している。そう言えばお腹が空いた。

　俺はゆっくり起き上がると、机の上の鞄かばんから弁当箱を取り出し、蓋ふたを開けた。

「えぇー……」

　俺の予想は外れ、弁当の中身はエビフライだった。




　それから俺がひとり、ベッドの上で衣のふやけたエビフライをもぐもぐやっていると、突とつ然ぜんなんの前まえ触ぶれもなく部屋のドアが開かれた。かと思いきや、なにかメキシコかどこかのギャングにでも追われているかのような形ぎよう相そうの姉がドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせ、

「修しゆう一いち、帰ってるか！　早くやるぞ！　来い！」

　それだけ叫さけんで、また乱暴にバタンッとドアが閉められる。

　俺はその後、一分間ドアを見つめたあと、一つ息を置いてからカメラへ目線を向けた。

「──おわかりいただけただろうか、これがいわゆるゲーム中毒者の末期症しよう状じようである」

　マイク代わりのエビフライを手に、薬物ドキュメンタリーでよくある、すこし不安をそそるようなナレーション風にそう言うと、俺は弁当箱を閉じ、部屋のドアに手をかけた。

「なお、中毒者たちを更こう生せいさせるには専門の更生施し設せつが必要であるが、現在、日本ではその数は少なく、ゲーム中毒者の存在もあまり知られていないのが現状だ」

　部屋のドアを開け、廊ろう下かに出る。

「しかし近年、彼らの苦しみを理解しようという試みが広がっており、つい先日、ゲーム中毒で苦しんでいる人々を支し援えんするＮＰＯ法人も設立された」

　途と中ちゆう、トイレに寄る。

「海外ではすでに広がりを見せつつあるゲーム中毒者への支援、しかし日本ではまだまだ知名度は低く、難題は数多く残る」

　トイレから出てそのまま姉の部屋へと入り、そして俺おれは、桃もものような尻しりをこちらに向け、ディスクを四よつん這ばいでゲーム機に入れる姉のそばに立ち、カメラ目線で行ぎよう儀ぎ良く言った。

「我々はこのようなゲーム中毒者の存在を認識し、どう向き合っていくべきかを改めて考え直す必要があります。それにはまず、家族の協力が必要となるのです。番組をご覧らんのみなさんの周りに、もしもゲーム中毒者がいたら、迷わずに手を差し伸べてください」

　俺は瞼まぶたを閉じ、そっと深呼吸をすると、ふたたびカメラに向かって真しん摯しな視線を投じた。

「彼らは、救いを待っています」

「さっきからエビフライ持って、なにわけのわかんないこと言ってんだよ」

　姉に格ゲー用のアーケードスティックを渡わたされ、俺は持っていたエビフライを丸まる吞のみしたあと、手についた油をしっかりと服で拭ぬぐい取とり、それからアーケードスティックのケーブルを本体の差し込み口に繫つないだ。

　ゲームを起動し、そこからささっと設定を済ませ、キャラ選せん択たく画面へと移行する。

[image: ]

　俺おれの横でゲーム中毒者はなにやら楽しそうに鼻歌をうたいながらカーソルを移動させていた。

「久しぶりだな、こうしてあぐらかいてやる格ゲーは」

　見れば我が姉は、学校の制服を着たままあぐらをかいてスティックを操作していた。女子高生の特権でもあるその可愛らしいスカートは扇おうぎ状じように広がりなんともいたたまれない形となってしまっている。嗚あ呼あ、見るも無む惨ざんとはこのことを言うのだろうか。このスカートも我が姉に穿はかれてしまったばかりに、普ふ段だんからは想像できないほどの、まるで相撲すもう取とりのような広がりを見せている。ごっつぁんです！

「かわいそうに……南な無む」

　俺おれは小さくつぶやき、姉のスカートに手を合わせた。

　姉はそんなことお構いなしと言った様子で「どれにしようかなぁ」とキャラを選んでいき、

「うん、修一とやるときは、やっぱりこのキャラだよな」

　と言って、ニヤニヤしながら決定ボタンを押おした。画面にはスカートを穿いたピンク髪がみのなんとも可愛らしい女の子キャラが選せん択たくされている。

　その姿を見て、俺は鼻水を垂らしながらあわてて確認した。

「おいそれパンツ見える女の子じゃないか！」

「そうだ、嬉うれしいだろ？」

　途と端たん、俺は真顔でだんまりを決め込んだ。

「相変わらずむっつりだな、おまえ」

　なんとも心外なことを言われた俺はそれを払ふつ拭しよくすべく金きん髪ぱつのハンサムなイケメンキャラを選択する。そしてようやく、美青年vs美少女の戦いが幕を開けた。

「そういやさ」

　開幕早々、姉のコンボを喰くらっている最中、俺はふと今日の出来事を思い出し、口にした。

「モデルとかやっちゃうような美少女と同じクラスになっちゃったんだけど」

　瞬しゆん間かん、俺のキャラが一いち撃げき必ひつ殺さつを喰らって死んだ。……あれ、早くね？

「へえ、よかったじゃん」

　それからすぐに、俺たちは第二ラウンドへと突とつ入にゆうした。

「俺思うに、京きよう子こが朝あんな縁えん起ぎでもないことを言ったからだと思うんだよな」

「そりゃ当てつけだ」

　操作するキャラが必殺技の演出に入ると、姉がこちらに振ふり向むいた。

「運命は最初から決まっていたんだよ」

　そのキリッとした表情に、俺はもはやなにも言えなくなる。

「まぁいいじゃん。この際だから治してもらえよ、その奇き病びよう」

「おい、奇病って言うな。俺の心はナイーブなんだぞ。せめてビューティフルガールアレルギーとか洋楽のタイトルみたいなかっこいい感じの呼び方をしてほしい！　恋こい焦こがれるあの娘こに想いを伝えられず、毎日を苦しみながら過ごす純情な男の切ない心を綴つづったハートウォーミングな歌……それが、ビューティフルガールアレル──」

「いいから早くキャラ選べ」

　言われて画面を見ると、俺おれのキャラはとっくに負けており、姉がひとりでＣＰＵと戦っていた。俺はスタートボタンで乱入し、先ほどと同じキャラを選せん択たくする。

　それにしても自分の才能が怖こわい。この歌で俺はもしかしたらミリオン狙ねらえるかもしれない。

　ああ～美しきあなた～わたしはあたなを～愛しているぅ～届かぬ想い～切なさ募つのるぅ～！

　心の中で俺はその切ないリリックに落らく涙るいしつつ、今、そこにある現実を見つめた。

「そもそも美少女に美少女アレルギーを治してもらえるとは思えん」

　俺の言葉に、姉は画面から目を逸そらさずに言った。

「そうとは限らないと思うけどな。無理やり一いつ緒しよにいたら、そのうち治るんじゃないの」

　その軽々しく適当なまでの言い草に、そこで俺は気がついた。

　そして恐おそる恐おそる、姉に問いかける。

「……今おまえ、めちゃくちゃどうでもいいって思ってるだろ」

　俺がそう言うと、姉は顔だけをこちらに向け、歯を剝むき出だしてニカッと笑った。

　テレビ画面で俺のキャラクターが打ちのめされる。

「だってもともと原因がわからないんじゃ、そのギャグみたいなアレルギーの正しい治ち療りよう法ほうなんてわかりっこないだろ。それをひたすら考えることなんて、不毛でしかないと思わないか雑ざ魚こ」

「いや、それはわかっているけどな……もうちょっとここは、こう、姉としてのやさしさかなんかでさ、かわいい弟にアドバイスをしてやるとかなんとか、いろいろあるだろ。家族的に考えて」

「えっ、おまえ、私のアドバイス欲しいの」

「いや、いらんが」

　その後、俺と姉は無言で二時間ほど格ゲーをやった。




　　　　　　　　　　　　　　　２




　新学期、二日目。

　昨日の出来事の後ろめたさで心をいっぱいに満たしながら、いつものように坂の上の学校目指してゆるやかな道を登っていると、背後から朝には少々そぐわないほどの低いバスボイスが俺の後頭部をノックした。小こ平だいらだった。

「おっすおっす」

　小平は脳みそが揺ゆれるほどの低音でそう言いながら俺の隣となりに並ぶ。

　こうして並んでみると、やはり体格も外国人ばりにたくましい。自分がもやしに見える。

「おっす、小こ平だいら。相変わらず外国のモデルみたいで何よりだ」

「おう、俺おれも最近自分が外国人にしか見えなくなってきたぜ」

「渡と米べいしちゃえよ」

「渡米しちゃうか」

　言いながら小平は自分の顔を両手でまさぐった。ほんとノリのいいイケメンだ。

「そういや向むか井い、その後はどうだよ」

「どうだよって、普ふ通つうだよ」

　俺が答えると、小平はその大きな肩かたを落としながら言った。

「……俺はおまえが羨うらやましいぜ」

「なんで？」

「なんでって……おまえ、それわざとか？　それともクールに決めちゃってる自分かっこいいとか思っちゃってるのか？」

　いや、と言って否定する。

　すると小平はふとなにか納得したようにうなずき、こちらに細目を向けて言った。

「あぁ、そうだった。そういや向井は最初から変な奴やつだった。忘れてたよ」

「なんだよ、その言い方」

「あぁーもったいねぇ！　なんでこんな性欲皆かい無むの賢けん者じやの塊かたまりみたいな奴が美み甘かも優ゆう奈なと同じクラスなんだ！　俺にしろ俺に！　神は無む慈じ悲ひだ、この世は残ざん酷こくだぜ！」

　その最後の決めゼリフを聞いて、俺は首がもげるほど全力でうなずきながら同意する。

　そんな俺の横で、小平は頭を抱かかえるゴリラのような格好でウォウウォウと存分に喚わめき散ちらすと、すぐにまたいつもの調子に戻もどって言った。

「……ということで、美甘優奈はどんな感じだ。やっぱり可愛いかそうだよな当たり前だよな」

　小平が妄もう想そうに耽ふけり始はじめる。一方、俺はと言うと、先ほどからその名前を聞いたがゆえに、本日一発目の鳥とり肌はだを立て始めていた。今朝は姉が早く学校へ行ったため、意図的な芸能ニュースを回かい避ひでき鳥肌を立てずに済んだというのに、まさか学校に着く前にその名前を聞いて鳥肌を立てるなんて。

「俺はおまえが憎にくい。毎日毎日、美甘優奈と同じ空気を吸えるラッキー空間にいるおまえが憎い」

「代われるなら代わってやりたいよ……」

「おい、前見てみろ向井！」

　俺の話なんてまったく聞かず、小平は俯うつむいていた俺の頭をガシッと持ち上げ前方へ向けた。

　見ると、そこには楽しそうに友人と談笑しながら登校する美甘優奈の姿があった。まさに噂うわさをすればなんとやらである。そして俺おれの腕うでではお約束と言わんばかりに、怒いかり狂くるったような鳥肌が暴走を始めていた。

「向むか井い、もうちょっと近くまで見に行くぞ」

「俺は遠えん慮りよ……って、えっ、あ、おいっ──」

　遠慮する間もなく、そのまま小こ平だいらの小こ脇わきに抱かかえられ、俺はそのアレルギー物質の近くまで強制連行された。

「うっわ顔ちっせ、やっぱモデルだわ。作り物みたいだよな、向井！」

　彼女たちの斜ななめ後ろまで来ると、小平はそう言って鼻息を荒あら立だてながら震ふるえていた。

　おそらく歓喜で震えているのだろう。しかし俺は恐きよう怖ふで震えている。

　近くに来ただけなのにその時点で俺の体は鳥とり肌はだと冷ひや汗あせまみれだ。条件反射とは恐おそろしい。

「コダイラ、ワルイ、ハライタイ、オレ、サキ、イク」

　まるでアホみたいにはしゃぐ小平の腕うでの中から「うんしょ、うんしょ。よいしょ、よいしょ」と抜ぬけ出だすと、俺は一刻も早くその場から立ち去ろうと試みた。

　しかし、彼に背を向け歩き出そうとしたその刹せつ那な──、

「向井、おい向井修しゆう一いち、そっちは学校じゃねえぞ！」

　小平がその響ひびきの良いバスボイスでなぜか俺のフルネームを叫さけび、肩かたを摑つかんだ。

「向井修一！　なに帰ろうとしてんだ、おまえって奴やつは！」

　地揺ゆらし、天まで届きそうなその突つき抜ぬけた低音は、自然と周りにいる人間の耳に入っていくことだろう。無論、言うまでもなくあの人物の耳にも……。

　俺は恐おそる恐おそる、その懸け念ねんを抱いだきながらそっと振ふり返かえってみる。

　案の定、小平の向こうで彼女はその名前に反応していた。そしてまたしても、それが運命なのだと言うかのようにお互たがいの目が合ってしまったのである。俺はその瞬しゆん間かん、また命の危険に脅おびやかされる──と、そう思って身構えたのだが、けれども美み甘かもは俺に一いち瞥べつをくれただけですぐにそっぽを向くと談笑に戻もどってしまった。嗚あ呼あよかった、助かった……一いつ瞬しゆん、そう思った。

　しかしそこで、俺は彼女の鞄かばんが見覚えのある形に膨ふくらんでいるのに気がついたのだ。

　よくよく見てみる。

「もしや……」

　もう一度、じっくりと観察してみる。

「あれはッ……！」

　間ま違ちがいない、その形はまさしくカメラだった。俺の……俺の人質に取られた大事なカメラ。

　やった、カメラはまだ生きている！　原型を留めているぞ！

「向井、ちゃんと学校行くぞ。俺がついてる、行けるよな？　向井は強い子だもんな」

　学校に行きたくないと帰ろうとする少年に諭さとすかのような態度で俺の両肩に手を置く小平を完全無視で払はらい退のけると、俺は鳥肌を立てながらその背中へ──美甘優奈の華きや奢しやな背中へ声をかけた。

「み、みふぁも……」

　気がつき、美み甘かもがこちらへ振ふり返かえる。その瞬しゆん間かん、

「ふぇっくしょん！」

　なんということだろう、盛大にくしゃみをぶちまけてしまいました。

「ちょ、ちょっと……！」

　まるで確信犯のようなそのタイミングに、美甘が鋭するどい目をこちらに向けてくる。

　俺おれはすぐさま両手を前に〝わざとじゃないよ〟というジェスチャーを送り、それから彼女に口を開く隙すきを与えることなく続けた。

「み、美甘さん……話があるんだ」

　すると美甘はそこで黙だまり、俺に怪け訝げんそうな視線をしばらく向けたあと、隣となりの友人に目だけで〝ごめん〟と言って、なにも言わずにさっさと歩き始めた。

「おい向むか井い、おまえ……」

　気がつくと耳元でぼそぼそと話しかけてくる小こ平だいら。彼の興奮した吐と息いきで鼓こ膜まくが熱い。

　俺はその熱い吐息を感じつつ、自分でも知らぬうちに小刻みに震ふるえていた。恐おそろしいはずの美少女に、自分から話があると誘さそってしまうなんて、そんなことをまさかやってのけるとは……驚おどろきと興奮、そして未知なる恐きよう怖ふにいろいろなものがいっぺんに漏もれてしまいそうだった。

　だが、それもこれもみんなカメラのためだ。データはすでに消されたかもしれない。

　けれどもせめて、カメラだけは取とり戻もどしたい。

「小平、悪いな……」

　言って、俺は彫ほりの深い友人の顔を脳裏にざっくりと刻み込んだ。

「なんて野郎だ……ちゃっかり、美甘優ゆう奈なと関係を築きずいていただと……」

「ほんと、悪い」

　それから俺はその場を後にし、美甘のあとを追った。




「……で、謝る気になったの？」

　彼女のあとを追って、俺が連れて来られたのは学校敷地内の端はしっこに位置する寂さびれたプールの裏側だった。この時期は水泳部も使用しないため、ここらへんに寄りつく者はまずいない。

　美少女と人ひと気けのないところでふたりっきりとは……いったい全体、俺はどこでどんな裏技を使ってしまったのだろう。俺の胸が、いや体全体が痺しびれるようにドキドキするのは……やっぱり恋ですか？

「いや、そういうわけじゃなくだな……」

　とそこで、俺がさっそく無事であるはずのカメラを返してほしいと続けようとした、瞬間、

「むーかーいーしゅーうーいーちー」

　俺おれの言葉を遮さえぎり、美み甘かもは無む駄だに声を張り上げて俺の名前を読み上げた。

「な、なんだ。俺の話はまだ──」

「むーかーいー」

「お、おい、なんだよ近づいてくるな」

「しゅーうーいーちー」

「まてまてまてまて、まってくれ！」

　俺の名前を淡たん々たんと読み上げながらじわりじわりと近づいてくる彼女に対し、俺はさっそく腰こしを抜ぬかしてその場にのけ反ぞった。デジャヴュだった。ヘビに睨にらまれたカエルの再来だった。

「どうした、どうしたというのだ！」

「どうしたじゃないわ、謝る気がないってどういうことよ。それに昨日の今日で、よくもまぁぬけぬけと私に話しかけられたものね。しかもまたくしゃみを人にかけるなんて真似まで！」

「さ、さっきのは事故だ！　それと昨日のくしゃみも、悪いと思ってる！」

　上体を起こし、土下座で彼女をなだめる。

「だから頼たのむ、それ以上はこっちに来ないでくれ！」

　そうやって必死に頭を地面にこすりつけた。そして俺はそのついでに土に鼻を押おしつける。なぜなら、こうすることでくしゃみを抑よく制せいできると思ったからだ。こんなときでさえアレルギーに対し余念がない自分に感心さえ覚える。

　そんな無様な俺を見て、美甘もようやく立ち止まった。

　そしてどこかグッと感情を堪こらえているような気配を漂ただよわせながら、おもむろに口を開く。

「謝る気がない……なら、話ってなによ」

　俺は地面に顔を押しつけたまま、彼女のほうを見ないで言った。

「あの……俺のカメラ、返してほしい」

　その要求に、美甘はしばらく黙だまっていた。遠くで始業のチャイムが聞こえ、気のせいか学校全体を静けさが包み込む。四月といっても人ひと気けのない場所に吹く風はまだまだ肌はだ寒さむく、制服の隙すき間まから入り込んだ風が肌をかすめるたび、俺は小さく震ふるえた。

　乾かわいた風に美甘の髪がなびく。そして彼女は、その小さな口をゆっくりと開いた。

「じゃあ、消して」

「……えっ？」

　顔を上げた俺にそう言うと、美甘はカメラを鞄かばんの中から取り出し、こちらに突つき出だしてきた。

「データ、私を盗撮したデータ。カメラ返してほしかったら、せめてそれだけは消して」

「あれ……まだ、消してなかったのか……」

　予想だにしていなかった展開に、俺は思わず驚おどろいた。

「だって、わからなかったんだもの……カメラなんて触さわったことないし、壊こわしたらまずいし」

　彼女から発せられたその言葉を聞き、まだこの世にあの人生最高の一枚が生存しているのだとわかって俺おれは安あん堵どした。どうやら美甘は、カメラのいじり方がわからなくて、せっかく人質を取ったはいいがデータをまだ消せていないらしい。

「だから、私の目の前でちゃんと消して。それでもう、なにもかも忘れてあげる。カメラも返してあげる」

　昨日の今日だというのに、美み甘かもは寛かん容ような態度でカメラを差し出してきた。

　これから俺が言う通りにし、例の写真のデータをちゃんと彼女の目の前で消せば、盗とう撮さつのことも、俺が彼女を知らなかったことも、そしてくしゃみをぶちまけて逃にげ帰かえってしまったことも、今までのことぜんぶ、なにもかもなかったことにしてカメラを返してくれると言う。

　俺が消せば、俺があのデータを消せば、美甘は許してくれると言っている。

　しかし──

「……で、できぬ」

　俺の口から出た、予想もつかないまさかの返答に、美甘は驚おどろきのあまり目を丸くした。

「……へっ？」

　美甘はてっきり俺がデータを消すと思っていたのだろう。

　無論、俺だってそれができるならしたいところだが。

「俺は、そのデータを消すことはできぬ、すまぬ……」

　もう一度言うと、美甘もしっかりと俺の言っている言葉の意味が理解できたのか、焦あせりが混じったような口調でカメラを持ち上げた。

「な、なに言ってるのよ！　じゃ、じゃあこのカメラごとぶっ壊こわすわよ!?」

「お、おいおいおい、それだけは勘かん弁べん願いたい！」

「なら早く消しなさいよ！」

　カメラを掲げ、こちらへと近づいてくる美甘。

「け、消せなひいぃぃぃい！」

　俺はすぐに立ち上がり、足をもたつかせながら後退した。

「早く消しなさいよ！」

「だめだ、あれは人生で一度、撮とれるか撮れないかの最高傑けつ作さくなんだ！」

　その言葉を聞いた途と端たん、美甘があんぐりと口を開け、ポカーンと固まってしまった。

「さ、最高傑作の盗撮写真って……なにそんなことを堂々と本人の目の前で発表してるのよ」

　そこで、俺は自分と相手との間に誤解が発生していることに気がついた。確かに俺はねこちゃんスナップコレクションの中での最高傑作と言ったつもりだったのだが、どうやら美甘は向むか井い修しゆう一いちが今まで撮ってきた盗撮写真の中での最高傑作だと思ってしまっているらしい。なんてひどい勘かん違ちがいだ。

　まるで俺が変態のようではないか！

「勘違いされては困るが、先ほどの最高傑作という言葉の意味は俺のねこちゃんスナップコレク──」

「もう変態自じ慢まんはいいから、と言うかそんなこといちいち聞きたくないわよ！」

「変態自慢ではない！　これは立派な俺おれの弁解であ──」

「もう、ごちゃごちゃ言ってないでさっさと消しなさいよ！」

　まったくこの美少女は人の話を聞かない。なんて押おしの強い子なのでしょう！

「そ、そもそも美み甘かもさんこそ、なんであんなところで着替えてるんだよ！」

「こ、今度は責任転てん嫁かするつもり!?　私の家なんだから、どこで着替えてたっていいでしょ！」

「だからって窓全開とか、せめてカーテンくらい閉めとけよ！　丸見えだったぞ！」

「昨日はたまたま忘れてたのよ！　それに塀へいを登って盗とう撮さつされるなんて普ふ通つう思わないわよ！」

「俺だってたまたまカーテン閉め忘れた女が着替え中だなんて思わなかったぞ！」

「なによそれ！　ほんと盗とう撮さつ魔まの言ってることは全然意味わからないわね！」

　どんどん迫せまってくる美甘にとうとう足が追いつかなくなった俺は、そこで美甘にストップしてもらうため、ふたたびその場で土下座をかました。

「と、とにかくデータは消せない！　あともうそれ以上、俺に近づかないでくれ！　俺は本当に盗撮なんてしていないんだ！　無実なんだって！」

　そう言って懇こん願がんする俺に、美甘はそこで立ち止まったものの、しかしなにか、またしても怪け訝げんそうな表情で俺に尋たずねた。

「ねえ」

「な、なんだ……」

「どうしてそこまでして否定するの？」

「……本当に、やってないからだ」

「なによ、それ」

　美甘はそう言うと、フッと口元に微び笑しようを浮うかべた。

「あなたは私を盗撮したのよ。犯罪なの、わかる？」

　そこまで言われ、俺はいっそのこと、ここは正直に自分が美少女アレルギー保持者であることを明かし、そんなアレルギーの持ち主がわざわざ美少女を盗撮するなんてありえないと断言してしまおうかと考えた。けれどもそんなファンタジー、美甘は信じてくれるだろうか。信じたとして、彼女は俺の秘密を、ちゃんと守ってくれるだろうか。

　誰だれにも言わないでいてくれるだろうか──。

　そんなことをぐだぐだと考えているうちに、美甘が先に口を開いた。

「私はモデルの仕事で忙いそがしいけど、しっかり学業と両立させてる。成績は優秀だし、性格だっておしとやかなのよ。男の子たちはみんなチヤホヤするし、女の子からだってとても慕したわれてる。事務所の社長さんも、撮さつ影えい所じよのスタッフさんも、みんな私を好きでいてくれる。可愛いって言ってくれる。私を見て、私を丁てい寧ねいに扱あつかって、私のお願いならなんだって聞いてくれる。私は売れっ子モデルの美み甘かも優ゆう奈な。そんな私を思わず盗とう撮さつしてしまった男の子がいる……まぁそれは仕方がないことなのかもしれないわ。だけどまだ大きな被ひ害がいがあったわけでもないし、あなたの人生を一度の過ちでめちゃくちゃにしようなんて、私だってそこまで鬼おにじゃない。だからそれをちゃんと謝ってデータを消してくれさえすれば、私は許してあげようと思っているの。カメラだって返してあげるって言ってるじゃない」

　そこまで一気に話すと、美甘は俺おれを見て声を張り上げ、嘆なげき叫さけんだ。

「それなのに、どうしてあなたは謝ろうとしないの。データを消そうとしないの。最初からそうすればみんな許してあげると言っているのに、どうしてそこまでして意地を張ろうとするの」

「だから俺はやってないし、それにもし謝ったらその時点で自分が盗撮をやったと認めたことになる。何度も言う、俺は盗撮なんてしていない。だから謝ろうにも謝れない」

「噓うそよ、思いっきりしていたじゃないの、私見たんだから。それに証しよう拠こだってここにあるわ」

　言って、美甘はカメラを掲げた。たしかにその中には美甘のお着替えシーンがばっちり写り込んでしまっている写真データが存在していた。

「だから、俺は……ぐっ」

　そこまで言いかけて言葉に詰つまってしまう。今までは、万が一にも俺が盗とう撮さつ魔まと疑いをかけられたとき、そのときは自ずとねこちゃんたちが俺の身の潔白を証明してくれる、そこには美少女どころか人間の姿さえない！──などと威い勢せいよく豪ごう語ごしてきたが、いかんせん状じよう況きようが状況であり、実際そこには下着姿の美少女が写り込んでしまっているのだ。ねこちゃんたちの力ではどうにもできないのが現状である。たとえねこちゃんたちの写真が百枚あろうとも、その中に盗撮とも見受けられる写真がたった一枚存在しているだけで、ねこちゃんたちはカモフラージュだとか、犯人に魔まが差したのだとか因いん縁ねんをつけられて有罪にされてしまう。

　しかし何度も言うようだが、俺は決して盗撮をしたわけではない。梵ぼん天てんを撮とっていて、そこにたまたま下着姿の美甘優奈が写り込んできただけなのである。物的証拠はあるが、しかし俺の精神は無罪なのである。なんともややこしい話だが、とにかく俺は白であり続けるために頑かたくなに否定していなければならない。絶対に負けられない戦いがここにあるのである。

「いつまで意地を張っているつもり。いい加減、認めなさいよ」

「俺は……俺は……それでも俺はやってない……」

　もはやプライドとプライドを賭かけたここ一番の勝負所だった。

　先に折れたほうがこの勝負の敗者となる。

「俺は本当に、梵天を撮っていただけなんだ！」

「えっ、ぼ、梵天……今度はなにを言い出すの……梵天って、えっ……？」

　梵天という言葉に混乱する美甘に、俺は自分の言った梵天とはなんであるかを簡潔に説明しつつ、いつの間にやらこちらへと近づいてきていた彼女から距きよ離りを取ろうと試みた。

　すぐに気づかれた。

「なに逃にげようとしてるのよ」

　ドシドシと歩んでくる美み甘かもに対し、俺おれは逃げ場をなくしてプールのフェンスによじ登った。

「そ、それは美甘さんがこっちに来るから、ひ、ひぎぃ！　く、来るな！」

「こうなったらもう逃がさないわよ、データを消すまで！」

「頼たのむ、頼むから来ないでくれぇ！　へぷしっ！」

「またそんなくしゃみで私をバカにするのね！　許せない！」

「バカにしてるわけじゃないんだっぷし！　ぶわぁっくしょん！　あと、データは消せぬッ！」

「『消せぬッ！』、じゃないわよ！　なに格好つけてるのよ！」

「すまぬッ！」

「もう！」

　不思議なことに、俺から美甘に向かったはずがいつの間にやら俺が美甘に詰つめ寄よられていた。

　昨日の悪夢、再来である。

　かくして、憤ふん怒ぬの涙なみだに暮れながら相手を襲おそおうとする被ひ害がい者しや・美甘優ゆう奈なと、アレルギー涙で頰ほおを濡ぬらし逃にげ惑まどう盗とう撮さつ魔ま（？）・向むか井い修しゆう一いちのよくわからん攻防戦は、その後お昼休みまで続いたという。




　人生にはいくら考えてもわからないことがたくさんある。

　たとえば宇宙の神秘だったり、人体の不思議だったり、奇き跡せきの確率だったり。

「そっち、まだゴミ残ってる」

「……はい」

　あと、どうして俺が美甘優奈とふたりで教室の掃そう除じをしているのかなんてのも。

「美甘さん、もうそろそろ終わりにしよう。帰りたい」

「だめ、次は黒板の掃除よ」

　あれから俺たちはお昼休みまで何時間も追いかけっこをしていた。もちろん遊びじゃなく、俺にとっては生死をかけた終わりなき鬼おにごっこのようなものだった。捕つかまったら死ぬし、だけどどこまで逃げ切ったら終わりなんて決まりもない。まさに地じ獄ごくそのものだった。

　しかしそんなことを続けていたら幸か不幸か、髪かみの密度が異い様ように高い角かく刈がりの教頭に見つかり、俺たちはふたり揃そろって生徒指導室に連行された。そしてなぜか俺だけが責められる形でこっぴどく叱しかられた。

　そのバツとして、現在俺たちは放課後の教室掃除をふたりでやっているというわけになる。

「ねえ、しっかり拭ふいてよ。手抜ぬいてるの、ちゃんとわかるんだから」

「やってるよ……」

　美甘に言われ、俺は悔くやしさと切なさと心苦しさで目を真っ赤にしながら黒板を必死にこすった。今すぐにでもこの手に持っている濡ぬれ雑ぞう巾きんで顔を拭ぬぐってしまいたい。目がかゆい。

「それよりなんでさっきから鼻にティッシュ詰つめてるのよ」

「どうでもいいだろ、そんなこと」

　答えると、美み甘かもは黒板を拭ふいていた手を止め、こちらに向き直った。

「よくない、絶対バカにしてるわ。わかってるんだから」

「してないって、花か粉ふん症しようなんだよ。もうそういうことで勘かん弁べんしてくれ」

　いちいち突つっかかってくる彼女に対し、俺おれは少々くたびれながらポケットから新しいティッシュを取り出すと、それを鼻に突っ込んでから言った。

「さっさと終わらせようぜ、へぷしっ」

　鼻に突っ込んでいたティッシュがスポォーンと抜ぬける。

　それから教室の掃そう除じを終わらせると、俺はすぐさま帰宅の途とにつくため、鞄かばんを手に後ろにある教室のドアに向かった。

　しかし──

「話はまだ終わってないわよ」

　声がしたので顔を上げる。するとそこにはドアの前で仁王立ちしている美甘の姿があった。

　反射的に一歩退き、俺は教室の前にあるドアへ向かおうと試みる。けれども距きよ離り的てきに美甘のほうが近く、動いたところで彼女のほうが早いため、結局俺はその場から動くことができずに立たち尽つくした。

「そ、そうだったな……」

　教室で美少女に出口を封ふうじられるという謎なぞのシチュエーションに陥おちいった俺は、いよいよ自分の死を意識した。このまま詰め寄られ、俺は彼女に触ふれられて死んでしまうのではないか。

　だが、目の前の美甘はこちらに近寄ってくる意思はないらしい。

　そして美甘はカメラを手に持つと、呆あきれたように口を開いた。

「私もあなたにいつまでも構っていられるほど暇ひまじゃないの。だから、これから私が言う二つの選せん択たく肢しのうち、どちらか一つを選んで。それでこの話はきれいさっぱり終わりにしてあげる」

「……俺は、謝らないぞ」

　鳥とり肌はだを全身に浮うかべながら身構える俺に、美甘は静かに言った。

「一つは、私の言うことを素直に聞いて盗とう撮さつ写真のデータを消し、穏おん便びんに事を済ませる」

「……データは消せぬ」

「もう一つは、今ここでこのカメラを床に叩たたきつけて二度と使い物にならないようにする」

「な、なんて卑ひ劣れつな……」

　どちらにせよこちらにとって最悪の結果しかない、その女子の考えることとは思えないほどのあまりの極悪非道っぷりに俺が驚きよう愕がくしていると、まるで制限時間とでも言うかのように、美甘が手に持ったカメラをゆっくりと持ち上げ始めた。

「どうするのよ、私は穏おん便びんに済ませたいのだけど」

「そ、そんなの選べるか！　どっちにしろデータがなくなってしまうじゃないか！」

「あなたが最初に盗とう撮さつしたんだもの、それくらいは当たり前よ」

　冷れい徹てつな視線で俺おれを見下す美み甘かもの腕うではとうとう上がりきり、彼女の手の中にあるカメラがいよいよ震ふるえ始はじめるのがわかった。

「さあ、どうするの」

　長年連つれ添そってきた俺のカメラが死の淵ふちに立たされている。俺がねこちゃんカメラマンを目指して以来ずっと、共にねこちゃんを追いかけてきた相棒のあいつを失ったら俺はもう立ち直れないかもしれない。床ゆかに叩たたきつけられ無む惨ざんにも壊こわれたあいつの姿なんて俺は見たくない。

　しかし、だがしかし……俺にはどうしてもあのフォトコンテスト優勝必至の『イカ耳ダイビングキャッチ』を消すことができない。あんな写真は、もう二度と撮とれないからだ。

「……答えは出たようね。それじゃあ私も気が進まないけど、今からこのカメラを何度も何度も、それこそ盗とう撮さつ魔まが一生盗撮ができないくらいに心が折れるまで床に叩きつけるわ。よく見てなさいよ。盗撮に使われたカメラがどうなるかを。カメラに罪はない。あなたがこのカメラを壊すんだからね！」

　自分で提案しておきながら、本当に気が進まない様子で美甘がカメラを両手で振ふり上あげた。

「本当に壊すからね！」

　そして美甘がカメラを振り下ろそうとした寸前、

「わ、わかった、わかったから待ってくれ！」

　俺は声を張り上げそれを阻そ止しした。

「データ、消す気になったのね？」

「……いや」

　その言葉に、美甘がさっとカメラを振り上げる。

「ち、違ちがうそうじゃないんだ……ひとまず俺の提案を聞いてくれ」

　なだめるようにそう言って美甘の両腕を下げさせると、俺はゆっくりと息を整えて言った。

「……とりあえず俺はデータを消すことはできない。そして自分のカメラが目の前で破は壊かいされる様子も見たくない。そこで、そこでだ……メモリーカードを、写真データの入ったメモリーカードを美甘さんに渡わたし、それから俺はカメラを返してもらう……というのは、どうだろうか」

　それはまさしく最後の最後で導き出された苦肉の策だった。

　そんな俺の提案に、美甘が尋たずねる。

「そのメモリーカードは、もちろん粉々にしてもいいのよね？」

「いや、それだけは勘かん弁べんしてもらいたい」

「それじゃあ──」

「だ、だけど写真のデータは美み甘かもさんの手に入るわけだし……それでどうか、ここのところは許してほしい。あのデータの命だけはどうか……頼たのみます」

　俺おれの必死の懇こん願がんに、美甘はどこか考えるふうに目を瞑つむったあと、なにか納得したような様子で口元に笑みを浮うかべて言った。

「そうね、どうしてそこまでしてあなたがあの写真にこだわるのかわからないけれど、私の手元にあれば流出する恐おそれもないし裏取引される心配もないから……いいわよ」

　あまりにもあっさりとしたその返答に、俺はホッと胸をなで下ろす。

　しかし安あん堵ども束つかの間ま、美甘はさっそくその提案に上がったメモリーカードの要求をしてきた。

「それで、メモリーカードはどうすれば出てくるの？」

　レンズの中を覗のぞき込こんだり、カメラを振ふってみたりとまったく見当違ちがいのことをおっぱじめる美甘。

「か、貸してくれ。俺が出す」

　そんな彼女に見かねて俺が手を差し伸べると、しかし美甘はカメラを自分の胸に抱だき寄よせて言った。

「ちょ、ちょっとなに言ってるのよ。そんな手になんか乗らないんだから！」

　それから美甘はカメラをむーっと眺ながめ回し始める。

「これは……ここで、えっ、わからない……どうなってるのよ……えっと……」

　いくら待っていても埒らちがあかないので、俺はメモリーカードの出し方を口で説明してやった。

　しかし説明を聞いてもなお、美甘はなかなか手こずっていたようだったが、しばらくするとようやく無事にカードを取り出すことができ、それを見ては勝かち誇ほこったような笑みを浮かべた。

「ようやく手に入れたわ」

　今すぐにでも踏ふんづけてぶっ壊こわしてやる、といった雰ふん囲い気きの彼女を見て心配になる。

「ほ、本当にデータは消さないでくれるんだよな……」

　恐おそる恐おそる尋たずねてみると、美甘は指でつまんでいるメモリーカードを見ながら適当にうなずいて言った。

「まぁ、今のところはね」

　その曖あい昧まいな返事にヒヤヒヤしつつも、俺は自身の体に限界が迫せまっていることに勘かんづいていた。

　これ以上彼女と一いつ緒しよの空間にいることにはもう無理があった。一刻も早く家に帰って風ふ呂ろに入らなければならない。さもなくば、死ぬ。

「そ、それじゃあカメラを──」

「だけどもし私のことをいやらしい目で見てきたり、また盗とう撮さつするようなそぶりを見せたらこのメモリーカードは迷わず踏みつぶすから、いいわね」

「わ、わかった……」

「それとこれは基本だけど、今後はなにかよほどのことがない限り私のそばには近寄らないこと！」

「お、おう……」

「でも安心して、私だって盗とう撮さつ魔まの変態になんか極力近づかないようにするつもりよ」

「それはありがたいことだな……」

　限界寸前の腹痛を抱かかえたときよろしく、浮うき足あし立だったように落ち着かない様子の俺おれに、美み甘かもが不信そうに「本当にわかってるの？」と眉まゆをひそめた。

「わ、わかった……わかったから早くカメラを返してくれ」

　もうこれ以上の猶ゆう予よがない俺が焦あせりながらそう言うと、美甘は「ふん」と息をつき、

「はい、カメラ」

　と、脳みそを取られたカメラをこちらによこした。

「お、おう」

　しかし渋しぶる俺。

「早く取りに来なさいよ」

　グイグイとこちらに差し出されるカメラを見て、俺は自分と彼女の中間地点の床ゆかを指さしながら言った。

「美甘さん、そのへんにカメラを置いてくれると助かる」

「……どうして？」

　いぶかしむ美甘に、俺はおかめ納なつ豆とうのおかめさんのように笑ってみせた。

「…………」

「…………」

　それから三分くらいそんな状じよう況きようが続いたあと、一向におかめフェイスを崩くずさず、そしてなぜかカメラを受け取ろうとしない俺に痺しびれを切らした美甘がもどかしそうに苛いら立だちながら、

「わかったわよ、ここに置けばいいんでしょ！」

　と、ふたりの中間地点にある床にカメラを置き、一歩下がってくれた。

「わ、悪いな……」

　俺はもうほとんど漏もらしたような感覚でもって、しかしあくまで平静を装よそおって紳しん士し的てきに、ドッシリと胸を張りながらカメラの位置まで行った。

「では、カメラは返してもらうとし──ぶうぇっくしょぉん！」

　そして盛大にお別れの一発をぶちかまし、カメラを手にした瞬しゆん間かん、

「ぴゃ～！」

　俺は教室のドアに向かって、涙なみだと鼻水と天国と地獄のＢＧＭを垂れ流しながら脱だつ兎とのごとく逃にげ出だした。




　こうしてあの日撮とってしまった一枚の写真によって俺の高校二年の生活は最悪のスタートを切った。

　俺おれにとっては最高の一枚なのに、美み甘かもにとっては最悪の一枚という、あの写真。

　そして、そんな写真によって己の人生が何度も何度も脅おびやかされるなんて、このときの俺はまだそんなこと、思ってもみなかった。

　しかしどうやらこれは、これから起こる出来事の単なるキッカケに過ぎなかったらしい。

　そんなこと、冷静になって考えてみればわかることだった。

　なぜなら、この日、このとき──

　向むか井い修しゆう一いちは美甘優ゆう奈なに、盗とう撮さつの証しよう拠こという最大の弱みを完全に握にぎられてしまったのだから。
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「おーっす」

　始業式から三日目。

　授業もようやく通常の時間割となり、部活動も本格的に始まったため、俺おれも終業式以来久しぶりに自分が部長を務める写真部『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の部室に顔を出すと、そこではひとりパイプ椅い子すに三角座りをし、膝ひざに顔を突つっ伏ぷして落ち込んでいる様子の小さ夜よ子この姿があった。

　俺は鞄かばんを長テーブルの上に置くと、さっそく小夜子の真向かいに座り、彼女に声をかける。

「……幽ゆう霊れいかと思った」

　瞬しゆん間かん、小夜子が顔を上げ、なんとも情けない表情で自分の手首に付けていたシュシュを投げつけてきた。

「修しゆう一いちくんのいじわる」

　俺はそのシュシュを避よけつつ取りつつ、自分の頭にかぶせながら彼女に尋たずねてみた。

「それで、新しいクラスでなにがあったんだ？」

　すると、小夜子はまた自分の膝に突っ伏しながら、ごにょごにょと言った。

「先生に名前、間ま違ちがえられた」

「それだけ？」

「始業式に行く前にトイレに寄ってたら私だけ置いてかれてた」

「ほかには？」

「私の分だけ、プリント足りなかった」

「まだあるな？」

「もうないよぉ！」

　またしても小夜子は顔を上げ、情けない表情で嘆なげいた。そして俺の頭を見るとすこし顔を緩め、しかしすぐに膨ふくれっ面つらをし、伸びちゃうから返して、とテーブルに前のめりになり俺の頭にかぶせてあったシュシュに手をかける。

　そのとき、俺の頭からシュバッとシュシュが飛び立ち、彼女の顔面にバシッと直ちよく撃げきした。

「うぅ……なんでぇ……」

　そのままふらふらとパイプ椅子に腰こしを落とすと、再び三角座りで顔を伏せる小夜子。

　俺は勇ゆう敢かんにも彼女の顔面に特攻をかまし、名めい誉よの墜つい落らくを遂とげたシュシュを床から拾い上げると、軽く手で埃ほこりをはたき落としてからそれを彼女の頭にぽんっと乗せた。

　俺と小夜子はもう、かれこれ三、四年の付き合いとなる。元々は俺たちの姉同士が友人で、彼女の姉がうちに来るとき、よく小夜子もそれにくっついて遊びに来ていたことが始まりだ。

　小夜子は最初にうちに来たときから、ずっと自分の姉の後ろにへばりついて離はなれようとはしない内気で地味な子だった。そのあまりの地味さに俺おれは初めて小さ夜よ子こを見たときからずっと、彼女のことを幽ゆう霊れいだと信じ込み、いよいよ俺にも見えてしまったのか、第三の目が開眼してしまったのかとプルプル震ふるえていた。

　しかしある日のこと、小夜子がいつものように姉にひっついているととうとう彼女の姉もそんな小夜子を鬱うつ陶とうしく思ったのか、それから唐とう突とつに小夜子のことを自分の体から引きはがしたかと思えば、なぜかこれから写真を撮とりに行こうとしていた俺の前に小夜子を放置し、そのあとすぐさま俺の姉と出かけて行ってしまったことがあった。

　そのとき俺は初めて、小夜子が実在しているのだとわかった。

　そして残された小夜子は姉が出ていったのをしばらく見守ったあと、なにを思ったのかゆっくりとその場に三角座りをして固まってしまう。〝おいおいおいおい、ここは帰れよ！〟と、その光景を見た俺はすかさずツッコミを入れようとしたが、けれどもなんとなくここで彼女を家から追い出すのもばつが悪く感じられたため、俺は手元のカメラに目線を落としたあと、これから写真を撮りに行くけど一いつ緒しよに行くか、と小夜子を誘さそった。小夜子はこくりとうなずいて、黙だまって俺の後ろをついてきた。

　話をしてもなお、小夜子はどこまでも地味な子だった。普ふ段だんなにをしているのかとか、なにか好きなものはないのかとか、将来はなにになりたいのかとか、いろいろと話を引き出すために俺は写真を撮ることさえおろそかにし、必死になって様々な質問をぶつけてみたのだが、彼女から返ってくる答えはいつも〝ない〟の一点張りだった。いつも親指の爪つめを嚙かみながら、不思議そうな顔で頭をふるふると振ふりその言葉を口にする彼女の姿を見て、なぜだか俺は彼女に真っ白なキャンバスを感じていた。

　それから時が経ち、俺と小夜子は同じ高校に進学する。と言っても、俺が選んだ高校に小夜子がくっついてくる形になっただけなのだが。

　高校生にもなると、ようやく小夜子にも女という意識が芽生え始めたのか、ある日突とつ然ぜん、彼女は自分がとてつもなく地味であることを気にし始めるようになった。それはもう、どうして今までまったく気にもしなかったのに、今になってどんよりと落ち込むほどに気にし始めたのか不思議なくらい、小夜子は自分が地味であることを深刻に考え始めた。ベタにも誰だれかに恋をしたのか、はたまたスポーツで全国上位の兄と勉学で有名な進学校に通う秀才の姉を持っていることに負い目を感じたのか、それとも天てん啓けいにうたれたのか、原因はよくわからない。そこらへんの理由を俺がいくら訊きいても、小夜子はぜんぜん話してくれないのだ。

　それから小夜子は自分が地味であることに気づくと、そんな自分を改善するため、俺と一緒に写真部に入ったり、女を磨みがくと言って半日で帰ってくる一人旅をしてみたりと、いろいろな努力を始めたようだった。

　けれどもこれがまた不ふ憫びんなことに、小夜子の生まれ持った地味という特性はすでに彼女の中にしっかりと根づいており、どんなことでも彼女がやるとみんな地味な感じになってしまって、己の特性をそう簡単に払ふつ拭しよくすることはできないようだった。

　そして今でも、小さ夜よ子こは自分の地味さを打うち砕くだくための努力に日々励はげんでいるのだが、やはりどう頑がん張ばってみても小夜子は小夜子で、地味は地味なままなのだ。

　影かげが薄うすいとか、モブキャラより地味だとか、その地味さゆえになにかと不ふ憫びんな境きよう遇ぐうに陥おちいってしまいいつもさんざんな目に遭あってしまうだとか、考えればいくつか同情してしまうような特とく徴ちようを作り上げることはできるのだが、しかしそんな小夜子にも一つだけ、最大の取とり柄えがある。

　それは、彼女の発する声がとてつもなく可愛らしいということ。

　本当に、これだけ地味だというのに、小夜子の声だけは地球上で一、二位を争うほど可愛いのだ。それはまるでどこからか可愛い声の声優さんが笑顔でアテレコをしているんじゃないかというくらいの可愛さを誇ほこっていて、もうほんと、冗じよう談だん抜ぬきで、声だけはまごうかたなき美少女なのである。

　俺は一度だけそのことについて本人に話してみたのだが、小夜子は「うれしくないよぉ」とこれまた世界一かわいい声でもってその最大の魅み力りよくを遠ざけてしまった。嗚あ呼あなんてもったいない！

　そんななんとも気の毒な彼女なのだが、しかし美少女が大量に溢あふれかえっているこの世界でどう頑張っても地味になってしまう小夜子という存在は、俺にとっては安らぎであり、彼女と過ごす写真部での日常は俺の人生においての癒いやしパートなのである。

　小夜子からはまったくアレルギー反応が出ない。

　本人には非常に申し訳ないが、俺は是ぜ非ひとも、小夜子にはこのままでいてほしいと願う。めちゃくちゃ地味で、けれども声がとてつもなく可愛い、そんな小夜子でいてほしいと願う。

「ま、今に始まったことじゃないんだから、そう気にすることもないんじゃないか」

　そう言うと、俺は落ち込んでいる様子の小夜子の頭にポケットから取り出したティッシュやハンカチを慎しん重ちように乗せる作業を始めた。

「名前を間ま違ちがえられたことだけでもいいじゃないか、去年は呼ばれもしなかったろ」

　ティッシュとハンカチを乗せ終えると、次に卒業した先せん輩ぱいが残していった空のフィルムケースを手に取り、それをゆっくりと重ねていく。

「それに始業式なんて別に出なくてもいい。プリントだって……まあ気にすんなよな」

　五つ目を乗せ終え、最後にポケットの中に入っていた十円玉を乗せると俺は小夜子に言った。

「小夜子よ、地味であることに誇ほこりを持つのだ」

「地味って言わないでよぉっ」

　途と端たん、小夜子が頭を上げたせいでフィルムケースタワーが崩ほう壊かいし、十円玉が落下した。チャリンっと小こ気き味みよい音が部室に広がり、俺はそれからため息と一いつ緒しよに口を開いた。

「なんでそんなに、地味なことを嫌いやがるんだよ」

　俺がそこいらに散らばったフィルムケースを集めながら訊きくと、小夜子は顔を俯うつむかせ気味にし、親指の爪つめをかみかみしながら「……だって」と、つぶやいた。

「だって、うちのお兄ちゃんもお姉ちゃんもすごいのに、私だけなにもないし……」

　やはり小さ夜よ子こは自分の兄姉に負い目を感じているらしい。

　俺おれは拾ったフィルムケースを彼女の制服のポケットに入れながら言った。

「小夜子だって写真やってるじゃないか」

「写真は、修しゆう一いちくんがやってるから始めただけだもん……そんなに上手じゃないし」

「楽しくやってれば俺はそれでいいと思うけどなぁ。あと爪嚙かむのやめろ、子どもみたいだぞ」

　言いながら、俺は小夜子の口から手を離はなさせ、首に彼女のカメラをかける。

「それに、男の子はみんな、可愛い女の子のほうが好きなんでしょ……」

　そう言って小夜子はまたもや自分の膝ひざに顔を伏ふせた。やはり好きな相手でもいるのだろうか。

　俺は自分の席に戻もどると、鞄かばんからノートとペンを取り出し、その質問に答える。

「必ずしもそうと決まっているわけでもないと思うがな」

「……ほんと？」

「あぁ、みんながみんな、可愛い女の子が好きってわけじゃない。それに好きだとしてもいろいろな理由で近づけない人間だっているしな！」

　俺はかっこよく決めるとノートを開き、さっそく新入部員勧かん誘ゆうの話に話題を変えようとした。
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「それより小さ夜よ子こ、さっそくだが新入部員のかんゆ──」

「修しゆう一いちくんは？」

　しかし、膝ひざから顔を上げた小夜子が話を遮さえぎる。

　俺おれはため息をつき、尋たずね返かえした。

「なに？」

　すると小夜子はすぐには口を開かず、しばらく顔を俯うつむかせて爪つめをかみかみしたあと、上目づかいですこし躊躇ためらい気味に言った。

「修一くんは、可愛い女の子じゃなくてもいいの？」

　……新入部員勧かん誘ゆうの話がしたい。

「さあ、どうだろう。でも俺は可愛いとか地味とかよりも、自分との、なんつーか……フィーリング？　っていうのかな。そういうのを、まぁ、大切にしていきたいよね」

　なんとなくラッパー風味に言ってみる。

　……しっかしなんだ、なんか今、俺、めちゃくちゃカッコイイこと言った気がするぞ？

　ちょうど目の前にノートもあるし、ちょっと忘れないうちに記録しておくか。

「そっか、可愛くなくてもいいんだ」

　向むか井い修一の名言を聞いた小夜子は、いくらか楽になったような表情で小さく息をつくと、それからハッとし、ガタッと椅い子すから立ち上がって言った。

「うぅん、でもやっぱり私、このままじゃいけないよね！　頑がん張ばらないといけないよね！」

　小夜子のやる気パラメーターがグーンと伸びた。

　俺のやる気パラメーターがガクンと下がった。

　仕方ない、ここはもう一度名言を聞かせて納得してもらいさっさと部員確保の会議に移ろう。

「小夜子、やっぱりなんつーか、俺は可愛いとか地味かっていうより、フィーリング？　っつーのが、ソウルメイトとしては大切だと思うっつーか？」

「修一くん、私決めたよ！　私、絶対に可愛くなる！」

「フィーリング？　っつーのは、やっぱり基本っつーか……」

「修一くん！」

「っつーかＳＡＹＯＫＯ人の話聞けＹＯ！」

　ダメだ、まったく聞く気ねえ。フィーリングも何もあったもんじゃねえ。

　もういい加減、新入部員の確保を考えよ、ね？

「小夜子、とりあえず今は新入部員の勧誘をしないと廃はい部ぶになるから、それを考えようぜ」

　俺が張り切る彼女の肩かたに手を乗せそう言うと、

「えっ、あっ、うん……そ、そうだね」

　と、小夜子は素直に従った。こういう素直なところが小夜子の良いところであり、ますます彼女を地味に仕立て上げてしまう確固たる要因でもあるのだな、と俺はしみじみと実感した。

　けど今はそんなこと言わない。言ったらますます話が進まなくなるからな！

「やっぱり、人数集まらなかったら廃はい部ぶになっちゃうの？」

　小さ夜よ子こは律りち儀ぎにも自分のノートと筆記用具を取り出し、それを広げて心配そうに尋たずねてきた。

「集まらなかったら……たぶん」

　俺おれはゆっくりと気分を沈しずめていく。

　うちの学校の規則では、部活動を維い持じするために必要な部員数は最低五名となっている。しかし現在、『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の部員は小夜子と俺の二人だけしかいない。去年までは幽ゆう霊れい部員と化した三年の先せん輩ぱいのおかげでその首が繫つながっていたのだが、今年になってその先輩たちも蒸じよう発はつしてしまったため、『一撃必撮』の部員は規定人数以下となり、まさに俺たちは廃部の危機に陥おちいっている。だからなんとしても、あと最低三人は部員を集めなければならない。

　しかしこう言うのもなんだが、写真部とは他の部と比べても地味で影かげが薄うすく、まったくもって小夜子みたいであることは明確。一人でも集めるのに苦労しそうなのに、三人となるとより困難を極めそうなことは否めなかった。

　どうにかしなければならない。

「どうすれば部員、集まるかな？」

　ペンの尻しりを指にこつこつと当てながら、小夜子は考えた。

　俺はそんな小夜子のことを眺ながめながら、ふと思いついたことを口にしてみる。

「なにか目立つようなことをすればいいのかもしれない」

「目立つこと？」

　その単語に、小夜子が反応する。そしてすこし考える様子を見せたあと、何かいいことでも思いついたのかじわじわと笑みを浮うかべ、その可愛い声を大いに昂たかぶらせて言った。

「修しゆう一いちくん、いいアイデアかも！」

　それから俺たちは、まず部員である自分たちが目立たなければいけない、というなんとも小夜子寄りの結論に辿たどり着つき、さっそく小夜子の地味改善計画も兼かねて、いろいろと試し行こう錯さく誤ごを始めることにした。

「やっぱりインパクトが大事じゃないかな！」

　ということで、まずは小夜子の髪かみ型がたを変えることから始まった。

　俺は小夜子から髪留めのゴムを何本かもらい、手始めに彼女の髪を左右一束ずつゴムで留めてツインテールにしてみた。

　ツインテールになった小夜子が、なんだか照てれ臭くさそうにして上目づかいで尋たずねてくる。

「ど、どうかな？」

　俺はじっくりと見て、判定を下した。

「地味！」

「そ、そんなぁ！」

　容よう赦しやない判定に、小さ夜よ子こが半べそをかく。

「よし、次いってみよう！」

　しかしここは心を鬼おににしなければいけない。俺おれは爪つめをかみかみしながらなにかひとりでぐずぐずと言っている小夜子に構わず、彼女の髪かみ型がたを次々と変えていった。三つ編み、ポニーテール、リボン、お団子、果てはちょんまげなんかも試してみたが、小夜子にかかればみんな地味になってしまった。恐おそるべし地味特性！　そして俺のヘアスタイリングスキルがヤバイ。

「ぐふっ……もはやアレを試してみるしかないというのか……」

　俺はどんな髪型をも地味にしてしまう小夜子の地味地味オーラの前に跪ひざまずいて言った。

「修しゆう一いちくん、アレってなに？」

　ちょんまげ頭のまま、小夜子が首を傾かしげる。

　俺は奈な落らくの底から這はい上あがるように長テーブルに手をかけ、ゆっくりと立ち上がって言った。

「あまりにも独創的すぎて、もはや一いつ般ぱん人じんには扱あつかえないものとされる、芸術域に達した禁断の奥おう義ぎ……その名も『メガ盛りヘア』。それを成功させることができれば、たとえ小夜子だろうと嫌いやでも目立つ……はず」

「ほ、ほんと？」

「あぁ、やってみる価値はある」

「わかったよ修一くん。私、やってみるよ！」

　そして俺たちは、小夜子の決意を胸にパソコン室に行くと、ネット上に無数に存在しているメガ盛りヘアの情報をかき集め、近くのコンビニでスタイリング剤ざいを購こう入にゆうし、さっそく部室にて自分たちオリジナルのメガ盛りヘアの制作に取りかかった。

　俺の脳内で、あのＢＧＭとナレーションが流れ出す。

　ポーン……。

《地味フェッショナル・メガ盛りの流りゆう儀ぎ　～メガ盛りに命をかけた男～》

『──この日、廃はい部ぶ間近の写真部『一いち撃げき必ひつ撮さつ』で、その危機を救うためにひとりの男が立ち上がった。写真部部長──向むか井い修一、ねこちゃんカメラマンを目指す、駆かけ出だしメガ盛りスタイリストだ。向井がスタイリストを始めてから、まだ一時間しか経っていない。そんな向井が、オリジナルのメガ盛りを生みだそうとすることは、無む謀ぼうな挑ちよう戦せんとも言えた──』

　俺はヘアスプレーで小夜子の髪を逆立てながら、脳内で流れるＢＧＭに乗せて、ひとりでセリフを加えた。

「やるしかなかったんですよ……俺がやらなきゃって言うより、俺しかいないってそのとき思って……最初は不安だったんですけどね。まあ初めてのことで戸と惑まどったりなんかも……フフッ……でも、そこで恐れてはいけない、留まってはいけない……とにかく前に進まないとって……人生って、そういうところから動き始めると思うんですよ……ええ……」

『メガ盛りと写真の融ゆう合ごう、廃部間近の『一撃必撮』を救った、知られざる奮ふん闘とうの記録──』

　流れ出す主題歌。真しん剣けんな眼差しの俺おれが、お茶の間のテレビに流されるのが見えた。

「ずっと探していた～、理想のメガ盛り～」

　最後に俺は歴代の先せん輩ぱいたちが部室の隅すみにたくさん置き残していったカメラのレンズを小さ夜よ子この頭にいくつか刺さし、『一いち撃げき必ひつ撮さつ』オリジナルのメガ盛りヘアを完成させた。

「こ、こいつはすげえぜ……」

　逆立てられた髪かみにカメラのレンズをぶっ刺し、下ろされた髪にはロッドのようにフィルムケースを巻き付けた……そんな写真部特有の、カメラをモチーフにしたメガ盛りヘアー。

　そう、その名も『激写！　君のハートにワンショット・ワンキル☆盛り』。外に向かって飛び出してるレンズが大たい砲ほうに見え、なんだか要よう塞さいみたいで最高にイカれたグルービーなヘアースタイルだぜ。

「今何時だ」

　俺は壁かべにかけられた時計を見て、時刻を確認した。

「五時か……よし、まだ間に合う。この格好で外へ撮さつ影えいに行けば、ちょうど体験入部や見学をしている新入生たちの注目を集めることができるぞ！」

「ええ、そうかな……私、目立つかな？」

　自分の頭がどうなっているのかわかっていないどこか期待に満ちた小夜子に俺は答えた。

「目立つ目立つ、ほらカメラ持って急ぐんだ！」

　そうして、俺たちが外へと飛び出そうとした──そのときだった。

「しゅ、修しゆう一いちくんまってよぉ！」

　そう言って小夜子が席を立った瞬しゆん間かん、彼女の頭の上で悲劇は起こったのだ。

「きゃあ！」

　その悲鳴に気づき、俺はすぐにその場で振ふり返かえった。しかし小夜子の頭ではすでに『激写！　君のハートにワンショット・ワンキル☆盛り』が自然分解を始めていたのだ。要塞が崩ほう壊かいしていく光景がスローモーションで映る。やはり素人の作りじゃ甘かったようだ。しっかりと固定されていなかったらしい。

「させるかぁッ！」

　崩くずれ落おちるスローモーションの最中で、なぜか壮大なクラシック音楽と共に俺は落下するレンズを回収するため、咄とつ嗟さに小夜子の真下へ仰あお向むけヘッドスライディングを決め込んだ。レンズたちが俺の顔面とあばら骨と鳩みぞ尾おちめがけて直ちよく撃げきする。小夜子のスカートの中で純白を見たような気がする。そして、焦あせってしゃがみ込んだ小夜子の膝ひざが俺の鼻をぐしゃっと押おし潰つぶし、俺の鼻から「みーっ！」という小動物のような悲鳴が上がった。この間、およそ五秒。

　五秒のうちに、俺たちの汗あせと涙なみだと夢の結晶は無む惨ざんにも崩ほう落らくしていった。

　そしてそのとき、俺はようやっと気づいたのだ。

　嗚あ呼あ、俺たちはなんてバカなことをしているのだろう……と。




「慣れないことはするもんじゃないな」

　目立って注目を浴び、知名度を上げて新入部員を確保する──という作戦は、要よう塞さいの敵前崩ほう壊かいによってものの見事に失敗し、結局俺おれたちはあれから小さ夜よ子この髪かみを洗ったあと、『写真部』というなんとも平へい凡ぼんなゼッケンの付いた赤いジャージを着て、普ふ通つうに外へと活動しに行った。

「それにしても桜とねこちゃんか……いいね、いい日本の風景だ」

　俺はそうつぶやくと、桜の木の近くでうろうろしているねこちゃんにレンズを向けた。

〝桜と三み毛け猫ねこ〟という絵は、やっぱり日本の良き風景だ。こたつに入って眺ながめたい一枚である。

　しかし木に登ってゆっくりしてくれたらいいものの、先ほどからどうにも落ち着かない様子で忙せわしなく動き回るおかげで、なかなかうまく撮とることができない。

「じっとしていてくれれば、可愛く撮れるのになぁ……おまけにカメラ目線でポーズなんかもとってくれたりしたら……」

　しかし俺の願いは伝わらなかったようで、ねこちゃんはそれから桜の木の周りをうろちょろしたあと、ぴゅーっとどこかへすっ飛んで行ってしまった。

　嗚あ呼あ、猫語が話したい。

「小夜子ちゃぁ～ん」

　シャッターチャンスを逃のがした俺は、いつの間にか消えてしまっていた小夜子の姿を探した。

　すると小夜子は花か壇だんの前でしゃがみ込み、真しん剣けんにカメラでなにかを撮っているようだった。

　お花でも撮っているのだろうか。しかしまた、それもなんだか地味だなぁ……と、思いつつも小夜子に声をかける。

「なに撮ってるんだ？」

　すると小夜子は言った。

「アリだよ」

　…………地味！　お花より地味！

「地味！」

　思わず言ってしまったその言葉に、小夜子があわてて弁解する。

「あっ、ち、違ちがうの、アリじゃなくて……えっと、石！　石撮ってるの！」

　すかさずレンズを石に向ける小夜子。

「いや、もっと地味になってるぞ！　戻もどせ、アリに戻すんだ小夜子！」

「う、うぅ……」

　小夜子がどうすることもできずに、カメラを下ろして親指の爪つめをかみかみし始めた。

　気を抜ぬくとすぐに地味になってしまう。

「しかし、なんでよりにもよってアリなんだ」

「だって、もうアリさんが出てきてるんだなあって思ってつい……」

　またしても女子力を低下させ、地味力を上じよう昇しようさせてしまった小夜子はガクリと肩かたを落とした。

「いい、いいんだ小さ夜よ子こ。俺おれはそういう、人が気づかないような小さなことに気づける気持ち、すごく大事だと思うぞ。だから小夜子、その気持ち、これからも忘れずに大切にしていこうな」

　俺は小夜子に親指を立て、ニカッと笑ってみせた。

「小さな春、小夜子が一番乗りだ」

　まったくもって意味不明だが、ここはフィーリングで感じ取ってほしいポイントである。

「そうかなぁ……」

　そう言って、小夜子は撮とった写真を画面で確認していく。俺はそれを後ろから覗のぞき込こんだ。やはり彼女が撮る写真は雑草やらバッタやらで、どれもこれも被写体が圧あつ倒とう的てきに地味なものばかりだった。

　しかし、どれもよく撮れている。

「今地味って思った？」

　俺が後ろから覗き込んでいることに気がつき、小夜子が不安げな顔で尋たずねてくる。

「まあな」

　そう言うと、小夜子はしょんぼりしたような顔をしてからすっくと立ち上がり、俺の首にかけられているカメラを勝手にいじり始めた。

「修しゆう一いちくんは、またねこちゃん？」

　俺の体の横へするりと器用に入っては、画面を覗き込む小夜子。

「ああ、でもあまりうまく撮れなかった」

「修一くんは、ねこちゃんにしか興味ないの？」

「写真で？」

　訊きくと、小夜子は「えっ、あ、うん」と、戸と惑まどったような曖あい昧まいな返事をした。

「そうだな、写真に撮るのはねこちゃんしか興味ないな。なにせ俺のカメラはねこちゃんしか撮らない。人間は絶対に撮らない。昔からそう決めてやってきた。それが俺のポリシーですから」

　胸を張って答える。

「じゃあ修一くんは、猫ねこっぽい女の子とか、好き？」

　小夜子が体を離はなし、手を後ろに小首を傾かしげる。

「なんだよ、いきなり」

　すると小夜子はなにを思ったのか、突とつ然ぜん両手を丸めると猫のポーズをしてみせた。

「にゃ～ん。はい、撮っていいよ」

「意味わからん、撮らん」

「えぇ～、せっかくうまく撮れなかった修一くんのために私がねこちゃんになってあげたのに」

　丸めていた両手を下ろし、抗こう議ぎするように小さ夜よ子こがぷんすか怒おこった。

　俺おれはそんな彼女の後ろにある遠くの空を真顔で見つめたあと、サッと振ふり返かえり歩き出した。

「くだらないことやってないで、そろそろ着替えて帰るとしよう」

「うぅ、修しゆう一いちくんのためにやったのにぃ！」

　部室へ向かう俺の後ろを、小夜子がいつものようについてくる。

「修一くん、今度ね、新しく植物園ができたんだって」

　今の今まで文句を垂れていたのに、ずいぶんと切り替えの速い奴やつだ。

「修一くんは、行ってみたいと思う？」

「さあ、どうだろ」

　俺は答えると、隣となりにいる小夜子の存在を感じながら、これからのことについて考えた。

「そっかぁ」

　こんなふうに、彼女と平和に楽しく過ごせる部活の存在はやっぱり俺には大きいものだった。

　そしてそれを守るためには、どうにかして廃はい部ぶを免まぬかれなければいけないのだが、しかしそう簡単に良い案が浮うかぶはずもなく、どうしたものかと行いき詰づまってしまう。

　それから俺は、なかなか浮かばない良い案に頭を悩ませながら、小夜子と一いつ緒しよに夕暮れ色に染まって、ふたりならんで『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の部室へと戻もどっていった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊





シュウ＞　人生がうまくいかない






　その日の夜、俺は今日撮さつ影えいしたねこちゃん写真を自分が運営する写真サイト『シュウのねこニャンＣＡＴ』にアップロードしたあと、ヘルカにチャットを飛ばした。

　十分後、ようやくメッセージが返ってくる。





ヘルカ＞　ごめんごめん、シャワー浴びてた

ヘルカ＞　そんなことよりシュウくん、どうしたのさ！

ヘルカ＞　サッパリした気持ちのぼくでいいなら、相談のるよ！






　もはやこの時点で俺とヘルカの温度差はかなり開いていたが、どういうわけかヘルカに相談をする前に、俺の心はずいぶん穏おだやかになっていた。恐おそるべしヘルカパワー。

　ヘルカと話していれば俺の悩みなんてどこかへ吹っ飛んでいきそうな気さえしてくる。





ヘルカ＞　シュウくん、どうしたの？

ヘルカ＞　あの写真のこと、まだ諦あきらめきれない？

シュウ＞　ああ、それもあるけど今の悩みは部活の

ヘルカ＞　あっ、ねこニャンＣＡＴ更こう新しんされてる！　わあ、桜とねこちゃんだ！

ヘルカ＞　ちょっとブレてるけど、いいね！　すてき！






　更新された俺おれのサイトを見て、ヘルカが次々と興奮気味にメッセージを飛ばしてくる。

　その後、五つほど立て続けにメッセージが飛んできたあと、最後にヘルカが慌あわてて謝ってきた。





ヘルカ＞　あっ、わっ、ごごご、ごめんシュウくん！






　ヘルカ天然すぎるだろ……。





シュウ＞　いいよ、ヘルカ

ヘルカ＞　シュウくん、やさしい、好き！　[image: かおもじ]

ヘルカ＞　それでそれで、どうしたの、なにがあったの！

シュウ＞　それが実は……






　そこで俺はヘルカに、新入部員をどう獲かく得とくすればいいか、という相談を持ちかけた。

　このままだと部員不足で廃はい部ぶは確実。かと言っていい案があるわけもない。刻々と期限だけが迫せまってくる。べつに写真なんてものは個人でも撮とれるし、部がなくなったとしても俺と小さ夜よ子この関係になにか深刻な支し障しようを来すというわけでもない。

　だけどもやはり、それだとなにか違ちがう気がして、俺はどうしても『一いち撃げき必ひつ撮さつ』を廃部にはしたくなかった。





シュウ＞　新入生をひとりひとりスカウトするか

ヘルカ＞　でもそれだと時間かかって大変になっちゃうね

シュウ＞　そうなんだよな……マジでどうするべきか

ヘルカ＞　じゃあ、ぼくが入る！　シュウくんと部活したい！

シュウ＞　うーん

ヘルカ＞　あっ

シュウ＞　どうした？

ヘルカ＞　ううん、なんでもないよ！

シュウ＞　なんだよ、気になるな

ヘルカ＞　えっへっへ、まだ内ない緒しよだよー！

ヘルカ＞　でも今度話すから、楽しみにしておいて！　シュウくん！

シュウ＞　えっ、ああ、うん






　俺おれはＰＣの前でひとり、首を傾かしげる。なんの話だろう。





ヘルカ＞　ねえ、じゃあさ、シュウくんが撮とった写真を展示するっていうのは？

ヘルカ＞　ぼく、シュウくんの撮った写真なら人集まると思うよ！

ヘルカ＞　シュウくんの写真、すてきだもの！

シュウ＞　ありがとう、ヘルカ。考えてみるよ

ヘルカ＞　うん！

シュウ＞　でもやっぱり、ヘルカにあの写真、見せてあげたかったな

ヘルカ＞　ぼくも見たかったよ　[image: かおもじ]






　画面の向こうで、ヘルカがしゅんと肩かたを落としているような気がした。

　ヘルカは俺が『シュウのねこニャンＣＡＴ』を立ち上げたとき、最初に遊びに来てくれた訪問者でもある。

　それ以来ずっと、ヘルカは俺の写真を好きだ好きだと言い続けてくれている。

　だからあの日、俺が人生の最高傑けつ作さくを撮ったとき、俺はまず一番にヘルカに見せようと思っていた。しかしそこにはあの人物が写り込んでしまっていて、そして写真のデータが入ったメモリーカードを取り上げられてしまって……結局あの写真をヘルカに見せることは叶かなわなかった。だが、まだ写真のデータはこの世に存在している。ヘルカに見せることが完全に不可能になったわけではないのも事実……やはり、どうにかしてあの写真をヘルカに見せたい。

　そして俺はあの写真で、プロへの一歩を歩み出したい──。





シュウ＞　うおおおおおおおおおおおッ！

ヘルカ＞　うおおおおおおおおおおおッ！　シュウくんどうしたうおおおおおおッ！

シュウ＞　ヘルカ、やっぱり俺、あの写真取り返してヘルカに見せたい！

シュウ＞　それでフォトコンテストで入賞して、プロへの第一歩を踏ふみ出だしたいんだ！

ヘルカ＞　シュウくん、なんだかぼく、ドキドキしてきた！

ヘルカ＞　ツェンピア！　シュウくん！　ツェンピア！　[image: かおもじ]

ヘルカ＞　シュウくんんんんんんんん！






　昂たかぶる俺おれとヘルカ。しかしそうは言ったものの、俺は美み甘かもからメモリーカードを取り返すいい案なんてなに一つ持ち合わせてはいない。その場しのぎで提案した苦肉の策でひとまずデータの延命を図ることはできたが、そうしたところでその先の策はない。どうにかしてあの写真は取り返さないといけないのだが、いかんせん俺は美甘に近づくことすらできない。

　いったいどうすればいいのだろうか。返してくれと言っても返してくれるわけがないし、無理やり奪うばおうものなら美少女アレルギーを発はつ症しようして死んでしまう。

　どれだけ頭を捻ひねって考えたところで、どうすることもできないのだ。

「……なんということだ、始まる前から終わってただなんて」

　ひとり項うな垂だれる俺に、ヘルカからメッセージが飛んでくる。





ヘルカ＞　それよりシュウくん、部活のほうはどうするの？

シュウ＞　すっかり忘れてたぜ☆






　あまりにも人生がハードモードすぎて俺は泣いた。

　廃はい部ぶの危機を救い、メモリーカードを取り返す。

　目の前に立ちはだかる二つの壁かべはあまりにも高すぎた。

　俺は頭を抱かかえたままヘルカとのチャットを終え、ＰＣの電源を切ると布団に入った。

　手て詰づまりと言わんばかりの現状に、だんだん思考が鈍にぶくなってくる。考えなければ案は絶対に出てこないのだが、けれども考えたところで案が出てくる見込みもない。時間が経てば出てくるかもしれない。しかしそんな猶ゆう予よも今は残されていない。

「どうするかな……」

　つぶやきは宙に消え、俺は未来を放ほう棄きするかのように考えるのをやめて目を閉じた。

　打つ手がないとはこのことだった。

　しかし幸か不幸か、そんな俺の悩みを一気に解決してしまう、まさしく一石二鳥とも言えるようなイベントが、まさかこのあとに俺を待ち構えていようなんて……このときはまだ、思いもしなかった。

　無論、地じ獄ごくへ続く大口を開けて──だったが。




　　　　　　　　　　　　　　　２




　あの日のことがあってから、俺と美甘はなんとも微び妙みような距きよ離りを保っていた。

　同じクラスでなおかつ前後席の関係ゆえ、周りの人間を毎回すごい勢いでドン引きさせてしまうくしゃみ三十連発や、そのあとにくる小川のせせらぎを彷ほう彿ふつとさせるような鼻水の常時垂れ流しは仕方ないにしても、それでも俺は美甘になるべく近づかないようにするため机を可能な限り離はなしてみたり、前席の美み甘かもから回されてくるプリントも手ではなくピンセットでつまみ上げてみたり、ほかにも教室のドア付近ですれ違ちがいそうになろうものならば、それを洗練されたクイックターンでもって見事に回かい避ひしてみたりと、着実に美少女回避術を身につけつつ、日常を平へい穏おんに送れるよう慎つつましい努力に励はげんでいた。

　しかしそれでも毎日の中には己の回避術では避さけることのできない場面が多々待ち構えており、そんな場面にぶち当たるたび、俺おれはいつもその未熟さを痛つう感かんし自身の肝きもを冷やすはめになった。それもこれも、いくら俺が最善を尽つくしたところでやはり席が近いというシチュエーションは最大のネックとなるのだ。たとえば英語の授業で前後の席同士華か麗れいな英会話を繰くり広ひろげなければならなくなったときや、近くの席同士が何人かで集まってグループワークをしないといけなくなったときなんかも、席の近い俺と美甘は必ずと言っていいほど同じグループに分けられることが多かった。しかも生徒たちが早くクラスに慣れるための教師たちなりの配はい慮りよなのか、そのグループワークの頻ひん度どは通常の約三倍くらいのペースで組み込まれることになっていた。ありがた迷めい惑わくここに極まれり。もう誰だれかがわざとやって俺を笑っているようにしか思えない。やめてください死んでしまいます。

　そして美甘はと言うと、俺がすこしでも怪あやしい行動を取ったり、ここ最近ではちょっとでも目が合ったり彼女のいる方角に俺が顔を向けたりしただけで、一いつ緒しよにいる友人たちにバレないよう絶ぜつ妙みような角度から実に冷たい目つきでもって、メモリーカードを踏ふみつぶすジェスチャーをこちらに見せてくる。もはや別の意味で苦しい。そして俺はそういった破は壊かいをほのめかす行動を取られるたびに気が気でなくなり、なんと言うかそれは自分の心臓を……カメラマン人生の未来を握にぎられている感じがして落ち着かないのだ。

　もちろん俺もいつまでもそんな日々には耐たえられないので、早いうちになんとしても人質になっているメモリーカードを守りきって無事にデータを救出するつもりではいるが、いかんせん相手が美少女なため、事をそう簡単に運べそうもないのが現状である。

　しかし、この冷戦状態とも言える状じよう況きようが必ずしもこちらにとって不都合というわけでもなかった。なぜならこの緊きん張ちよう状態の間、俺はメモリーカードを奪だつ還かんするための作戦を立てることができるからだ。時折、こちらが相手の神経を逆なでしてしまい、相手に核かく発射ボタンを押おされそうになる危機もあったりはするものの、今のところ押されてはいないので、これからも慎しん重ちように行動をしていけばだいじょうぶだと思う。

　とにかく俺は、この緊張状態が維い持じできている間になんとしても奪還作戦を考え出し、そしてそれを実行に移さねばならなかった……のだが、しかし俺がその作戦を思いつく前に、時は来てしまったようだった。

　運命の歯車が、ふたたび動き出す。

　それは放課後、俺が集まらない新入部員に頭を悩ませつつ、いつものように部室へ向かおうと背中を丸めて廊ろう下かを歩いているときのことだった。ふと周囲に耳を向けると、校内放送で自分の名前が呼ばれていることに気がつく。これはいよいよ廃はい部ぶの宣告をされるのだと怯おびえながらも、しかし無視するわけにもいかず、俺おれは重い足取りで職員室へと進路を変えた。

　職員室の前に着き、一つ息をついてからその重いドアをスライドさせる。

「失礼します」

　一歩足を踏ふみ入いれると、書類と煙草たばこの匂におい、それと数十年にわたって蓄ちく積せきされた古めかしい職員室独特の空気が体を包み込んだ。

　俺はすぐに写真部の顧問である古こ場ば先生のもとへ行くと、その背中に声をかけた。

「おぉ、来たな」

　声に気がつき、メガネをかけた白はく髪はつのやさしそうな人相がこちらに振ふり返かえる。

「待ってたぞ、向むか井い」

　俺は己の中でチキンハートがプルプル震ふるえていることを自覚したあと、トドメを刺さすなら早く刺してくれと言わんばかりにさっそく本題の切り込みに出た。

「あの、話ってなんでしょうか。やっぱり、廃部についてですか」

　俺の問いかけに、先生はその言葉を聞いて初めて思い出したかのような口ぶりで言った。

「そう言えばまだ新入部員、集まってなかったか」

　切り込み隊長・向井修しゆう一いち、完全に墓ぼ穴けつを掘ほった瞬しゆん間かんである。

　どうやら呼び出された理由は他にあったらしい。ちくしょう、やっちまったぜ！

「……あ、あのそれで話ってなんでしょうか」

　強引に軌き道どう修正に入る。頼たのむ、古場先生、今の俺の言葉はすべて忘れてくれ！

「えっとだな……とりあえずこれを見てくれ」

　そう言って、古場先生は一枚のプリントを俺に手て渡わたした。見るとそこには、学校のＰＲポスターを制作します、といった内容の連れん絡らく事じ項こうが記き載さいされている。どうやらこれは教職員向けに配られたプリントらしい。しかし、なぜそんなものを俺に？

　疑問が浮うかびそのことを尋たずねてみると、先生は俺の肩かたをがっしりと摑つかみにこやかに言った。

「向井、おまえ、ポスター作ってみる気ないか」

「ポスター？」

「そう、そこに書いてある通り、学校のＰＲポスターだ」

　言われて、俺はもう一度プリントに目を落とした。

「ねこちゃんポスターでもいいのですか！」

　瞬しゆん間かん、俺の顔を見ていた古場先生はものすごく嫌いやそうな顔をして静かに腰こしを下ろした。

　花の香かおりを運ぶ春のそよ風のようにスルーされたそのニャンダフルジョークに、俺は心の中で必死にニャーニャー抗こう議ぎしてくるねこちゃんたちに頭を下げつつ話を戻もどす。

「……でも、なんでいきなりそんなことを俺に？」

　事情が飲み込めず、戸と惑まどって訊きいてみると、

「いや、それがな……」

　と、古こ場ば先生はこうなった経けい緯いを詳くわしく説明してくれた。

　先生の話によると、このポスター制作、本来はちゃんとしたプロのカメラマンに依い頼らいをしていたらしいのだが、一昨日になって急にそのカメラマンから撮さつ影えいできなくなったと連れん絡らくが入り、すぐに代わりのカメラマンを探してみたが見つからず、そして追おい詰つめられた校長がとうとう「生徒だけに作らせてみよう！」という教頭も顔面蒼そう白はくな提案をしたことから、まず初めに写真部の部長であるこの俺おれに話が舞まい込こんできたのだという。

「生徒に作らせるというのは今どき珍めずらしくもないらしいし、そういったポスターのコンテストもあるから、それを目標にしてやらせてみようって昨日の職員会議で決まってな」

「でも、どうしてそんなに焦あせる必要があるんですか？　代わりのプロのカメラマンが見つかるまで待つという選せん択たく肢しもあると思うのですが……」

　俺がプリントを先生に返しながら言うと、先生は窓の向こうに視線を移して言った。

「桜が咲いてるのは、今しかないからなぁ」

　その言葉を聞いて、ようやく事を理解する。

「あぁ、生徒募ぼ集しゆうとか、そっち系のポスターですか」

　俺の言葉に先生は深くうなずき、そしてもう一度尋たずねてきた。

「向むか井い、ポスター制作、やってみないか？」

「そうですねぇ……」

　そこで俺は考えた。そういうポスターを作ることに関しては特に問題は見当たらなかったのだが……しかしどういうことか、先ほどから己の野生の勘かんが必死に囁ささやいているのだ。

　この手の話には乗らないほうがいい──と。

　もうなんというか、悪い予感しかしなかった。

「んー、でもなんと言うか自分にはこういう写真は向いてないって言うか」

　そして俺が己の勘を信じ、そうやってポスター制作の話を断ろうとしたとき、いつも温厚でやさしいはずの古場先生の口から信じられない言葉が出てきたのだ。

「廃はい部ぶのこともあるしな……」

　そ、そんな……ひどいッ！　古場先生、俺はあなたを信じていたのに！　こんな脅きよう迫はくじみたやり方で、生徒を地じ獄ごくに突つき落おとそうとするなんて……ッ！　あ、あんまりだ！

「断ったら、廃部ですか……」

「いや、まぁ……それはまだわからんが……しかし部員数もろくに確保できていない写真部の部長が、学校からの依い頼らいを断ったらどうなるかくらいわかるだろ向井。学校には不必要と見なされて、廃部まっしぐらという可能性も否めなくはない。だが逆に考えてみれば、今回の依頼を快く引き受けて、もしもいいポスターを作ることができたら？　たとえ部員数が規定に満たなくとも、学校に貢こう献けんした写真部と見なされ廃部くらいは免まぬかれるかもしれないなぁ。それにポスターをうまく作ることができたら知名度も上がるだろうし、それを見た生徒が写真部に次々とやって来るかもしれないぞ？　なんだ、冷静に考えてみればいいことずくめ、願ったり叶かなったりじゃないか……どうだ向むか井い、やってみないか？」

　まるで悪役のように諭さとしてくる先生に、もはや俺おれは〝ＮＯ〟と言えるはずもなく、

「……はい、やりましょう。喜んで」

　と、目の前の悪に弱みを摑つかまれ罪に身を投じるしかなくなってしまった、本当は妹想いの心やさしい青年役の心境でもって首を縦たてに振ふった。

「それじゃ、よろしく頼たのんだぞ」

　人生から懸け念ねんが一つ消え去り、上じよう機き嫌げんになった先生が俺の肩かたをポンポンと叩たたく。

　しかし俺はまだ希望を捨てたわけではなかった。なにか他に逃にげ道みちがあるはずだと信じて疑わなかった。それに今俺の考えている嫌いやな予感というものが、単なる自身の杞き憂ゆうに過ぎないという可能性だって残されていた。そうだ、いつの日かこのときのことを思い出し、やはりあれは杞憂に過ぎなかったと笑える日が来るはずなのだ。俺はそのために希望を捨てたりはしない。嫌な予感というものを、俺はここで自ら断ち切ってみせる。

　そして俺は光ひかり輝かがやく未来を切り開くべく、その魂たましいの質問を先生に投げつけた。

「ところで、ポスターって言っても単に学校の外観だけを写したものとか、生徒の日常風景を写した物とかいろいろありますけど、いったいどのようなものを作ればいいんですか？」

　俺の質問に先生は笑顔で答える。

「もちろん、モデルさんを使った見栄えのいいポスターだ」

「モデル、さん」……だと？

「ああ、なんてったって、うちには最高のモデルさんがいることだしな」

　そのとき、俺の中に渦うず巻まいていた嫌な予感はあっさり確信へと変わったのだった。




「先生、私こんなの納得いきません」

「しかしだな美み甘かも、もうプロのカメラマンを探す時間もないし、もうすぐ桜の季節も終わってしまうんだよ。そうなったら来年まで待たないといけなくなる……学校としては、やはり桜が散る前にどうしても撮とりたいんだ」

「だけど、だからって、なんで代わりのカメラマンが向井……くん……なんですかっ！」

「ひゃぁーっくし！」

　美甘がキッとこちらへ鋭するどい視線を投げつけてくる。

　俺はくしゃみで飛び出したティッシュを鼻に詰つめ込こみ、借りてきた猫ねこのように広い広い会議室の端すみっこでこのまま壁かべの木目に紛まぎれて消えてしまいたいと願いながら、古こ場ば先生と美甘優ゆう奈なの両者一歩もゆずらない言い争いに怯おびえていた。

　なんかもうこうなると、自分で自分のことがあまりにも不ふ憫びんでかわいそうになってくる。

「美み甘かも、そんなに向むか井いがイヤか？」

　先生の質問に、美甘が黙だまり込こむ。しかし鋭するどい視線は俺おれに向けられたままで、こちらを睨にらむ彼女の瞳ひとみからは、『あいつは盗とう撮さつ魔ま、あいつは盗撮魔、あいつは盗撮魔』という憎ぞう悪おの念がありありと滲にじみ出でていた。

「向井、おまえ美甘になにか嫌きらわれるようなことしたのか？」

　あまりにも鋭い視線を投げつけられている俺に、先生が呆あきれたように問いかけてくる。

　その問いかけに対し俺は、とんでもない！　といった様子でふるふると頭を振ふった。

　瞬しゆん間かん、美甘の目つきがいっそう鋭くなる。こわやこわや。

「美甘はプロだから、素人の向井に下手に撮とられるのが嫌いやなんだろうが、向井だってそこまで下手なわけじゃないと思うんだ。なあ向井、そうだろ？」

　こくこくとうなずく。

「だけど……」

　そう言って美甘は顔を逸そらした。

　こうして美甘が渋しぶり始はじめてから、かれこれ二十分ほど経過したにも関わらず、やはり納得いかないのか彼女はなかなか首を縦たてに振ろうとはしなかった。

　そして俺はと言うと、そんな彼女の様子を会議室の端はしっこから鼻にティッシュを詰つめたまま心配そうな面持ちで眺ながめつつ、しかし内心では全力でサンバなんかを踊おどっちゃいながら応おう援えんしちゃっているのである。美甘が渋れば渋るほど、俺は脳内でくねくねとサンバダンスを踊りながらノリノリでケツを振りまくっていた。もはや俺から断ることなどできないこの状じよう況きよう、あとは彼女に希望を託たくすしかないのだ。

「美甘、学校のためだと思って協力してくれないか？」

「…………」

　美甘が渋って俺がケツ振る。ここまで来れば、あとはもう時間の問題だろう。古こ場ば先生も売れっ子モデルの美甘に無理やり撮さつ影えいを押おしつけるわけにもいかないし、ここは学校側が折れるしかないと思いますね、はい。

　それにしてもまさか美甘を応援することになろうとは思わなかったが、まあ勝ち馬に乗れるのなら俺はべつに構わない。あとは古場先生が折れるのを待つだけだ。勝ちが見えている戦いほど優越感に浸ひたれるものはない。

　俺は全速力でケツを振った。

「美甘、どうしてもダメか」

「…………」

　いい加減諦あきらめればいいのにと、余よ裕ゆう綽しやく々しやくでふたりのせめぎ合いを眺めていると、不意に古場先生がこちらに振り向いた。

「向井だって、美甘のこと撮りたいよな？」

「…………えっ？」

　先生のその言葉に、美み甘かもがこちらにサッと顔を向ける。

「向むか井い、撮とりたいよな？」

　なぜか古こ場ば先生が二回も問とい詰つめてくる。

「えっ……えっと、その……へくしっ！」

　今まで高速でケツを振ふりながらノリノリで傍ぼう観かんを決め込んできた俺おれに、なぜかこの先を左右してしまうような重要な選せん択たく肢しがいきなり手て渡わたされてしまった。もしもここで俺が〝ＹＥＳ〟と言ってしまえば、俺は美甘からより深刻な変態認定をされ、しかし〝ＮＯ〟とでも言おうものなら間ま違ちがいなく『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の廃はい部ぶは確定である。

　やべえ……どうしよう。これは非常にまずい展開になってきたでございますなあ？

「向井、どうなんだ」

　古場先生の暗あん黙もくの脅きよう迫はくと、今にも軽けい蔑べつが解き放たれそうな美甘からの鋭するどい視線。

　そんなふたりからの圧あつ倒とう的てきな圧力に気け圧おされ、俺はどうすることもできずその場に足から崩くずれ落おち、そして項うな垂だれるとぼそりと口を開いた。

「先生、俺は高二になってから毎日約四リットルの水分を体外に流してしまっているのです」

「向井、私はどうなんだと訊きいているのだ。いきなり関係のない話を始めるな」

「多い日はその倍、ひどい日にはその三倍の水分を、俺は無意味に体外へと垂れ流してしまっている……」

「向井、質問に答えるんだ。おまえの水分の話なんてあとでいくらでも聞く」

「人間は毎日二リットル、多い日には三リットルの水分を排はい出しゆつすると言われていますね。だけど俺はその倍の水分を垂れ流しているのです……無意味に。だから健康オタクでもないのに、俺は毎日、夜な夜な四リットルの水分を泣きながら補ほ給きゆうしている。どうして俺が、どうして俺がと嘆なげきながら……でもそうしないと生きていけないんです、そうしないと俺はすぐにでもしおしおになってしまう。乾かん物ぶつ人間になってしまう……。人間の体の水分は二週間くらいですべて入れ替わると言われていますが、俺はそれを三、四日でやってのける……だから俺の体は超清潔、皮肉なことに超クリーンなのです」

「向井……いい加減、質問の答えを」

「──そんな俺が！　……そんな俺がこれ以上水分を失ったら……どうなると思いますか……」

「ど、どうなるんだ」

　そこで俺は悲劇的なヒロインよろしく、しおらしい声こわ音ねでポツリと言ってみせた。

「……砂になってしまう」

　俺の言葉を最後に、会議室に沈ちん黙もくが広がった。

　……なんだろう、この時間。

「……もう、わかりました」

　すると沈ちん黙もくにとうとう耐たえきれなくなったのか、美み甘かもが口を開いた。

「先生、私、最初の約束通りポスターのモデル引き受けます。それでいいんですよね？」

「ほ、ほんとうか！」

　古こ場ば先生が聞き返すと、美甘は疲つかれたように、しかしはっきりとうなずいてみせた。

「ポスターのモデルの話を最初に引き受けたのは私だし……カメラマンが変わったのは納得いかないけど、学校側にはいつも仕事のことで融ゆう通ずう利かせてもらってるから……」

　と、美甘は仕方なさそうに話した。

「そ、そうか。それじゃあ美甘、向むか井い、あとはよろしく頼たのんだぞ」

　それから古場先生は、どのような写真が何枚必要かということ、そして校舎や施し設せつなど、いわゆる学校の特とく徴ちようが問題なく写っていればあとはどんな写真を撮とってもよいことなどを超大おお雑ざつ把ぱに伝え、会議室を去って行った。

　これまで俺おれはてっきりポスターの写真一枚だけを撮ればいいと思っていたのだが、どうやらそれ以外にもパンフレットに使う写真やホームページに使う写真など、様々な環かん境きようを写したものが必要となるみたいだった。

　古場先生って、案外ひどい人よね……。

「ふぅ……」

　まんまと騙だまされた俺は軽くため息をつくと、どこかぐったりとした様子の美甘を横目で見た。

「学校のためとは言え、どうしてこの私がよりにもよって盗とう撮さつ魔まなんかに撮られなくちゃいけないのよ……」

　こちらに振ふり向むいた美甘と目が合い、俺は思わずくしゃみをする。

「へぷちっ」

「そうやって、可愛いくしゃみでまた人をバカにして」

「バカにしてるつもりはないんだがな」

「そもそも、どうしてこうなるわけ」

　美甘は上体を起こし、テーブルに両手をついて言った。

「それは俺だって知りたい」

　俺は制服のポケットから新しいティッシュを取り出すと、それを鼻に詰つめ込こむ。

「あなた、最初から私がポスターのモデルだって知っててカメラマンになったんでしょ」

「いや、知らなかった。と言うかこっちだって強制的にやらされるハメになったんだよ」

　まあ、なんとなくこの話が来たときからポスターのモデルが美甘優ゆう奈なになるんだろうなと嫌いやな予感はあったのだが。

「また私のこと盗撮する気なんでしょ」

　そう言うと、美甘は怯おびえるような目をしてササッと自分の体を抱だきしめた。

　そのふざけた仕し草ぐさを見て、俺おれは負けじと言い返す。

「勘かん違ちがいされては困るから言っておくが、いいか、俺のカメラはねこちゃんしか撮とらない！」

　ビシィッと決まる俺のセリフに対し、美み甘かもはすっかり呆あきれた様子でふんっと視線を逸そらした。

「なによ、盗とう撮さつ魔まのくせして。今さらそんなこと言ったって説得力の欠片かけらもないんだから。それに、鼻にティッシュ詰つめたまま言うとものすごくマヌケに見えるからやめて」

「うっ……」

　とうとう言われてしまったその一言。

　しかし俺はめげない。

「と、とにかく俺のカメラはねこちゃんしか撮らない」

「ならどうやってポスターの写真を撮るつもりなのよ」

「無論、使い捨てカメラでに決まっておろう」

「つ、使い捨て……ッ!?」

　俺の口から出たその不ぶ躾しつけな単語に、美甘が驚おどろきのあまり顔を引きつらせる。

「ほんと、あなたっていい度胸してるわよね……」

「俺の神経は縄じよう文もん杉すぎ並みだからな」

「ええ、ほんと、そうみたいね……！」

　途と端たん、美甘が椅い子すから立ち上がった。ガタガタッという音に、俺は身構える。

「向むか井い修しゆう一いち……メモリーカードのこと、もちろんまだ覚えているわよね？」

　そう言いながら、美甘は会議室の端はしっこにいる俺へゆっくりと近づいてくる。

「あ、あぁ……覚えているともさ、もちろんだろう！」

　一いつ瞬しゆん忘れてた。でも、このことは秘密にしておこうと思う。今思い出したから、セーフだ。

　俺は壁かべに背中を張り付け、美甘の動きを見守った。

「あのメモリーカードは私が持っているのよ。今はあなたがひどく頼たのんでくるから、とりあえず壊こわさないであげているだけなの。だけど忘れないで、その気になれば私はいつでもあのメモリーカードを破は壊かいすることができる。跡あと形かたもなく粉々にすることができる。警察に持っていくことだってできる。あなたの人生は私の手の内。それを常々、心に留めておくことね」

「美甘さん、あまり恐こわいことを言ってくれるな……俺たち、クラスメートじゃないか」

　しかし美甘は俺の言葉には答えず、じりじりとこちらに近づいてくるばかりだ。

　いつしか俺たちは会議室の中央にある大きなテーブルを挟はさんで向かい合っていた。

　……なんなんだよこの状じよう況きよう。

「……美甘さん、あのメモリーカードがふたたび俺の手に戻もどってくる可能性はズバリあるか？」

「あるはずないじゃない」

　さらっと言ってしまう美甘に、しかし俺は負けじと訊きいてみる。

「天地がひっくり返っても、地球が真っ二つに割れても、宇宙人が攻めてきてもないのか？」

　そのありえない質問に対しても、美み甘かもはきっぱりと答えた。

「ないわね」

　その返事を聞いて、俺おれは空気が抜ぬけていくようにその場でしぼんでしまった。

　それから美甘は、もう一度テーブルにバンッと手をつくと、

「とにかく、こうなっちゃったものはもう仕方がないと思うから、本当はすっごくイヤだけど、あなたに私を撮とらせてあげる」

　言って、俺に人差し指を向けた。そして、

「だからしっかりと、あなたがいつも使っているちゃんとしたカメラで私のことを可愛くきれいに撮りなさい。もちろんいやらしい目なんて向けたらその瞬しゆん間かんにあれは踏ふみつぶすからね」

　と言いながら会議室のドアへと歩いていく。

　俺はそんな彼女の後ろ姿に言った。

「じゃあもし俺が美甘さんのことを可愛くきれいに撮れたら……そのときは俺にメモリーカードを返すことも考えて……いや、メモリーカードを返してほしい！」

　無む謀ぼうなその要求に、しかし美甘はドアノブに手をかけ、少し考えたあと振ふり返かえらずに答えた。

「私を満足させるものが撮れたらね。ま、あなたにそんなもの撮れるはずないでしょうけど」

　パタンッとドアが閉まり、俺は静まり返った会議室にひとり残された。

　外からは生徒たちの掛かけ声ごえが聞こえる。廊ろう下かで、誰だれかの名前が呼ばれた。

　やがて、授業開始のチャイムが鳴り、俺はそんな、遠くからやって来るこもった喧けん騒そうに包まれながらひとりその場に立たち尽つくした。

「…………」

　なにこの月９みたいなノリ……私を満足させる写真が撮れたら認めてやる的な。

　しかも美甘のやつ、あいつもあいつで、最後のほう、ちょっとノリノリだったろ……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊





ヘルカ＞　シュウくんすごいよ！　プロのモデルさんを撮さつ影えいできちゃうなんて！

ヘルカ＞　内心うれしいんじゃないの？

シュウ＞　そりゃもう毎日毎日、涙なみだが止まらないくらいにな

ヘルカ＞　それでそれで、本当のところ好きなんでしょ、その子のこと

シュウ＞　好きとか以前に近づけないからな、俺は！

シュウ＞　美少女アレルギーのおかげで今日の俺もピュア男子☆

ヘルカ＞　普ふ通つうの女の子と付き合えばいいのに

シュウ＞　それもできないピュア男子 orz

ヘルカ＞　世の中って不思議だねえ

シュウ＞　世界は不思議に満ちている！　探しに行こうぜ！　トゥギャザナウ！

ヘルカ＞　あっ、シュウくんも美少女アレルギーっていう不思議の塊かたまりじゃん！

シュウ＞　[image: かおもじ]






　休日の朝、俺おれは身み支じ度たくを整えながらヘルカとチャットをしていた。

　本当は今日、寝ねぐせすら直さず、こうなったらヤケクソでお気に入りのねこちゃんパジャマのまま行ってやろうかとも思ったのだが、後々そんな俺のナメくさったような姿を見て美み甘かもが怒おこる様子がまざまざと目に浮うかんだのでやめた。

　持っている服の中から適当なものを選び、卓たく上じよう鏡かがみで寝ぐせがないかをチェックする。それから美甘のご機き嫌げんを取るための笑顔の練習をした。傍はたから見ると、そんなふうに鏡の前で笑顔の練習をしている光景は、まさしく女の子との初デートに胸を弾はずませるピュア男子そのものだった。





ヘルカ＞　どう、今日のシュウくんはイケてるかい？






　まるで俺が鏡を覗のぞいているのを見み透すかしているかのようにヘルカからメッセージが飛んでくる。





シュウ＞　やっべ俺マジで向むか井い修しゆう一いちに似てるどうしようやっべ

ヘルカ＞　うそうそうそー、あの向井修一？　すごいじゃんシュウくん！

ヘルカ＞　キャーすてきー結婚してー（笑）

ヘルカ＞　向井修一にそっくりな人がいると聞いて

シュウ＞　……ヘルカのやさしさに泣いた






　ヘルカのノリの良さに感かん涙るいにむせびつつ、部屋の時計を見る。もうそろそろ家を出る時間だ。

　俺はカタカタとキーボードを鳴らすと、ヘルカに告げる。





シュウ＞　そろそろ行ってくる。生きてたらまたここで

ヘルカ＞　わぁー行ってらっしゃい！　がんばれシュウくん　[image: かおもじ]






　ヘルカの言葉に勇気をもらい、俺はＰＣの電源を落とすとすぐに家を出た。

　気持ちの良い朝。ほがらかな春の陽気。

　爽さわやかな風はさらりと頰ほおをなで去り、ほのかに感じる桜の匂においが鼻をくすぐる。

　俺は道の途と中ちゆうで立ち止まると、やさしい日差しの中、大きく深呼吸をした。

「死ーにたーくないよぉー、おかーさぁーん！」

　俺おれ、向むか井い修しゆう一いちは本日、超人気モデル美み甘かも優ゆう奈な様の撮さつ影えい現場へおでかけに参ります。




　本格的に学校のＰＲポスターを制作することが決まったその日の放課後、俺が何気なく机の中に手を突つっ込こむと、そこにはなにやら可愛らしい封ふう筒とうに包まれた手紙のようなものが入っていた。それを発見した俺は一いつ瞬しゆんドキリと胸を弾はずませ、そして誰だれにも見られないようそっと鞄かばんの中にブツを滑すべり込こませると、そそくさと席を立ちトイレの個室に籠こもった。

　個室のドアに背を預け、それから一度深呼吸をすると鞄から例のブツを取り出す。どことなく良い香りが漂ただよってきそうなその可愛らしいレース柄がらの封筒を見て、俺は素敵な恋の予感をひしひしと感じざるを得なかった。こ、これは間ま違ちがいない。これは、いつの世の男子たち皆みなが泣いて欲しがったという、あの青春の超ハッピーラッキーアイテム──ラブレターというやつじゃないか!?

　興奮と緊きん張ちようではち切れそうな心臓を何度も何度も呼吸で落ち着かせ、俺はガタガタと震ふるえる手で目をつむりながらその中身を手に取り出すと、今一度大きく深呼吸をしてからゆっくりと瞼まぶたを上げた。

　そこには女子の可愛らしい文字で一言、こう書かれてあった。

『私を可愛くきれいに撮とるため、まずは撮影現場の見学に来なさい』

　瞬しゆん間かん、俺は迷子になって行き場を失くしてしまった自分の恋心をぎゅっと胸に抱だきしめ、トイレの個室でひとり嗚お咽えつを漏もらした。つらすぎる。こんな仕打ち惨むごすぎると、あまりの不条理にその場で泣なき崩くずれた。それからこんな惨い真似をされてもなお、自分は目の前の手紙からは逃のがれられないと悟さとり、俺は誰にも気づかれることなく、声を押おし殺ころしてしくしくと泣いた。

　そんな悲しい出来事があり、しかし逆らうこともできない向井修一はせっかくの休日にも関わらず、律りち儀ぎにも危険へとダイブしに、美甘優奈様の撮影現場へと向かっている所存である。

「帰ろうかな」

　思わず心の声が飛び出してきてしまった口を慌あわてて閉じつつ、あの手紙と同どう封ふうされていた、もう一枚の地図の描かかれた便びん箋せんを見て場所を確認する。どうも撮影は近くにある自然公園内のどこかでやっているらしい。それほど美甘の手書き地図は実に曖あい昧まいだった。そのくせラクガキは多い。可愛いキャラクターと、そしてその隙すき間まにはなんだかよくわからない不気味な物体が描かれている……それにしてもなんだろう、これ。まったく絵のタッチが違ちがうが。

「まあ、いいや」

　俺は最高にイカしているそのファンシーなキャラクターたちが描かれた地図をポケットに押し込むと、近場では一番大きい自然公園を目指して歩いていき、そのまま中に入っては目的の撮影現場を探し始めた。

　それから三分ほど歩いたところで人だかりを発見する。

　案の定、そこで美み甘かも優ゆう奈なの撮さつ影えいが行われていた。

「マジでモデルだったぜ……」

　やわらかな春色のワンピースを着て、大きな池をバックに様々なポーズを決める美甘優奈。

　俺おれはその様子を遠くからひとりベンチに腰こし掛かけて眺ながめることにした。鳥とり肌はだが立ち始める。

　それにしてもこうやってプロのカメラマンや、他にも関係者っぽい大人たちに囲まれて撮影をしている美甘を見ると、やっぱり彼女が本物のモデルなのだと実感してしまう。周りを野次馬に囲まれているにも関わらず平気な顔をしてカメラマンの前でポーズを決めている、そんな美甘を見ていると、なんだかすこしだけ大きな存在に見えてしまう。それと同時に自分とは違ちがう、別の世界の人間とも思えてくる。

　学校で俺が見ている美甘優奈とは大違いだ。

「見ているだけなのに鼻水が止まらなくなってきたしな……へっくし！」

　そう言って鼻をかみながらぼけーっと眺めていると、突とつ然ぜん、背後から声をかけられた。

「あぁー、かふんしょうですか？」

　振ふり返かえると、そこにはあろうことかメガネをかけた美少女が陽だまりのような微ほほ笑えみを浮うかべて立っていた。

　鼻水の原因はこの子かッ！

　俺はまるでネズミに尻しりを嚙かまれた猫ねこのようにベンチから飛とび跳はねると、美少女に向き直りその容姿を確認した。白いロングスカートに白いブラウス、その上にスカイブルーのカーディガンを羽は織おった長い黒くろ髪かみの女の子。流れるようなその黒髪は後ろで一束分だけ結ばれており、あとは下に垂らしてある。そんな服装と髪型でおまけにメガネをかけている彼女からは、しかし落ち着いているというよりもどこかぽぉーっとした、のんびりとしている印象を受ける。

　顔に関しては、俺の全身に立ちひしめく鳥肌を見ればわかるだろう。

　うむ、間ま違ちがいなく美少女だ。ついでにボインだ。

「あの、えっと、そのぉ……となりに座っても、いいですか？」

　言葉のひとつひとつを確かめるように句切りながら、そう尋たずねてきた黒髪の美少女に俺はうなずいてみせる。

「ど、どうぞ」

　すると美少女はにっこりと微笑み、手でスカートを押おさえながらゆっくりとした動作でベンチに腰こしを下ろした。

　けれどもそのすぐあと、いつまでもその場に立ったまま一向に動こうとしないヘンな男に見かねたのか、美少女がのんびりと、その男──俺に声をかけた。

「あの、ここに、座らないんですか？」

　その心ここ地ち好よいしっとりとした声に体をびくつかせつつも、俺は平静を装って答えた。

「いえ、自分、足あし腰こしを鍛きたえたいので……」

「え、なんですかぁ？　座らないん、ですかぁ？」

　聞こえてなかったのか、美少女がベンチに手をついてこちらを覗のぞいてくる。

　俺おれは彼女のほんわかと幸せそうな微ほほ笑えみの下にある胸元から覗くその未知なる谷間に冷ひや汗あせを流したあと、すぐにそこから視線を逸そらし、じりじりと近づいてくる美少女に言った。

「す、座ります！」

　ここで逃にげ出だしたらなんだかまたやっかいなことが起きそうな予感がしたので、今度こそ、俺は言われた通り美少女に従い、ベンチにそっと腰こしを下ろす。

　前回の失敗から学ぶ、それが俺、向むか井い修しゆう一いちなのである。

　だがしかし、美少女の横に座ることもアレルギー的な問題があり無理なので、俺はこれでもかというくらい彼女から離はなれ、ベンチの端はしっこに腰を下ろした。尻しり半分の面積が宙にはみ出しているけど気にしてはいけない。これが今の俺にできる精せい一いつ杯ぱいの努力。

「すごい人気ですよねえ」

　俺と同じ方向……美み甘かも優ゆう奈なのほうに目を向けていた黒髪の美少女が微笑みながら言った。

「そうですね」

　あくまで自然に、俺も紳しん士し的てきに振ふる舞まおうとする。無論、鼻水と涙なみだは常時流れっぱなしで。

　どうしてこんなところに野生の美少女がいるんだ。

「ファン……の女の子たちも可愛いですし」

「ふぁん？」

　俺の何気ない一言に美少女がこちらへぽけぇーっと振り向く。あわてて俺はそのファンの子たちがいる方向を指さした。カメラマンの後ろで、三人くらいの女の子たちが固まって美甘の撮さつ影えいを眺ながめている。茶ちや髪ぱつの子が二人に、ハーフっぽい銀ぎん髪ぱつの子が一人。

「いやあの、その……野次馬よりもっと近くで見てる子がいるじゃないですか。三人くらい」

　すると美少女はメガネを直して覗き、なにか納得したように言った。

「あぁ～！　あの子たちはけんがくの子で、えっと、えっとぉ……あっ、そうだ、モデルのたまごさんみたいな子たちなんですよ」

　メガネの美少女は言葉をいちいち確認するようにのぉ～んびりと話す。

「モデルの卵？」

　俺が聞き返すと、美少女はまたにっこりと微ほほ笑えんだ。

「そうですよ～。みんなさいしょはあんなふうに、センパイモデルさんのさつえいに、ついていって、それで、それで、いっぱい、いーっぱい、おべんきょうしてるんです」

「へえ……」

「紗さ雪ゆきや、優奈ちゃんも、ちゅうがくせいのときに、あんなふうに、センパイのモデルさんたちについていって、いっぱい、いーっぱいおべんきょうしました！」

「へえ……」

　言って、俺おれは違い和わ感かんを覚えた。

「え？」

　──優ゆう奈なちゃん？

　恐おそる恐おそる美少女のほうを見る。黒くろ髪かみの美少女は俺の顔をぽぉーっと見ながらしばらくにこにこしていたが、しかし突とつ然ぜんなにかを思い出したかのように「あっ」と小さく飛とび跳はねると、メガネを外して体をこちらに向けた。

「あ、あのぉ、えっと、あの……わたしのなまえは、佐さ倉くら紗さ雪ゆきっていいます。佐倉って、呼んでください！」

　ペコリ、と頭を下げる。

「……君も、モデル？」

　訊きくと、彼女はまたにこにこと陽だまりのような笑顔でうなずいた。

「はいっ！」

「へえ、すごいなぁ……」

　視線を落とし、自分の腕うでを見る。なんてすごい、すごい鳥とり肌はだなんだろうなぁ。

「モデル、ね」

　俺は感心するふりをして、自然に彼女から視線を逸そらして伸びをすると、そのまま立ち上がりゆっくりと歩き出した。あくまで紳しん士し的てきに、あくまで自然に、その場から逃にげる。
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「へぇ、モデルかぁ……モデルねぇ……モデルとくるかぁ……」

　汗あせが尋じん常じようじゃないほど噴ふき出だしてくる。鳥とり肌はだのイボイボも笑えるくらいデコボコしている。

　俺おれは佐さ倉くら紗さ雪ゆきと名乗るのんびりとした美少女を背に、ひとりでモデルモデルと連呼しながら自然公園の出口を目指した。汗と涙なみだで前が見えない。鼻水がしょっぱい。

　帰りたい、おうちに帰りたいよぉ……。

「あぁ～！　まってくださいぃ！　向むか井い修しゆう一いちさんなんですよね？　あの、優ゆう奈なちゃんから、きょう来るって、きょう来るって、きいていましたので！」

　しかし公園の出口を目前にしたところで、俺は背後からしっとりと落ち着いた声に捕とらえられてしまった。早足で複雑な経路を辿たどって出口まで来たはずなのだが、どうやらヘンゼルとグレーテルさながら、汗と涙と鼻水で自分の足あし跡あとを残してきてしまったらしい。

「そ、そうですか……では俺はこれで」

　言って、出口へ一歩近づく。

「と、とまってくださいぃ」

　ズザッと地面の砂をこする足音がして、背後で呼び止められる。

　命の危険を感じた俺はすぐさま振ふり返かえり、面と向かってぎこちない笑顔を作った。

「な、なにか用が？」

　こんなときに朝した笑顔の練習が役に立つとは思わなかった。

　そして案の定、佐倉は泣きそうな顔でこちらに手を伸ばそうとしていた。やはり俺の腕うでを摑つかんで止めようとしていたみたいだ。ナイス緊きん急きゆう回かい避ひ、ようやく人生の歩み方が身についてきたな、修一！

「もぉ、どこへ行くんですかっ」

「どこへって……」訊きかれて、正直に答える。「家だけど」

「えぇ、だって、だけど、見ていかないんですか、優奈ちゃんのさつえい」

「いや、もうじゅうぶん見たし……」

　うぅ～、とすこし寂さびしそうに彼女が顔を伏ふせた。

「そ、それじゃ俺はこれで……」

　そう言ってさっさと退散しようとする。だがまたしても佐倉に声をかけられる。

「ま、まだなにか？」

「あの、訊くんですけど、えっと、その、向井さんって、あの、ほんとうに、へんたいさんなんですか？」

「……へ？」

　不意に出てきたその質問に、思わず俺は素すっ頓とん狂きような声を出してしまった。

「へんたいさん、なんですか？」

「……俺が変態さんに見えますか？」

「はいっ！」

　彼女は俺おれの顔を見つめてから、自信ありげにうなずいた。

　初対面の美少女に真っ向から変態と言われるとか……なんだか俺、すごいショックなんですけど。

「残念だが、たぶん俺は変態さんじゃないと思う……うん」

　俺が落ち込み気味に言うと、佐さ倉くらはうるうるした瞳ひとみでじりじりとこちらに近づいてくる。

「でも紗さ雪ゆき、優ゆう奈なちゃんから、向むか井いさんのこと、きいてるんですよっ」

「俺のこと……なんて？」

「とーさつまって、優奈ちゃん、言ってましたっ！」

「いや、だからそれは……美み甘かもさんの誤解で……」

「でも、でも、む、向井さんは、優奈ちゃんのお着替えしてるとこ、撮とったんですよね！」

「あぅ……」

　俺が否定できないところを確認すると、彼女は大きく一歩前に踏ふみ出だして顔を近づけてきた。

「わあ、やっぱり……！」

　獲え物ものを捕とらえんばかりに瞳ひとみをまん丸く見開き、眉まゆを逆八の字にした佐倉の顔が眼前に広がる。黒くろ髪かみに収まる小顔は雪のような白で、すこし戸と惑まどって興奮しているのか、彼女のほっぺたはほんのりと朱しゆ色いろに染まっていた。それがまた、とんでもなく可愛いのだ。

「たしかに彼女のお着替えシーンは写り込んでしまったかもしれないが……俺は決してそんなつもりはなくだな……」

「もぉ、なんで優奈ちゃんの、お着替えしてるとこ、撮ったんですか！　もぉ！」

　ぐいぐいと近づいてくる彼女に対し、俺はやはりのけ反ぞるしかできない。胸の膨ふくらみがある分いつもより余計に。

「だから、俺は……」

　そこまで言うものの、その続きがなかなか出てこなかった。どう言い訳したところで、やはり美甘のお着替えシーンは写ってしまっているのだ。

「えっと……」

　俺が言い出せずに言葉を濁にごしていると、ようやく佐倉のほうから顔を離はなしてくれた。

　途と端たん、我が慢まんしていたくしゃみが連発して出てくる。十回くらい止まらなかった。

「でも本当に俺は……そんなつもりはなく──」

　と連発したくしゃみのあと、どこまでも純白そうな彼女に俺が自分の身の潔白を信じてもらおうとしたそのとき、突とつ然ぜん佐倉は「あっ、そっか……」となにかに納得すると、次に一歩下がってこちらに頭を下げた。

「うぅ、ごめんなさい。紗雪、なんか、たくさんかんちがいしていたかもしれなかったです」

　そう言うと顔を上げ、佐倉はつぶらな瞳で俺を見つめた。今にも泣き出しそうな顔で申し訳なさそうに微ほほ笑えみ、そしてガッツポーズを作って一言、

「とーさつはまは、いけないですけど……でも、がんばってください！」

　なぜかわからないうちに応おう援えんされた俺おれは、どう返事をしていいのかわからず、ただただ笑うしかなかった。どうも彼女の中で俺が美み甘かもを盗とう撮さつしてしまった理由が自己解決されてしまったらしい。それがどういう見解なのかはわからないが、ひとまず助かった。

「それじゃ、自分はこれで……」

　事態がおさまり、ようやく俺が自宅へ続く生せい還かんの一いつ途とを辿たどれるのかと思ったその矢先、今度は佐さ倉くらではない別の人物に呼び止められた。

「ちゃんと来たのね、向むか井い修しゆう一いち」

　恐おそる恐おそる振ふり返かえる。物語は、終わらない。

「や、やぁ美甘さん……ごきげんよう」

　某ぼう栄養ドリンクの看板（昭和）に描かかれたあのおじさんばりの笑顔で美甘に手を挙げて応えると、俺はその場で直立不動になり動けなくなった。不覚にもそこで、美甘優ゆう奈なに佐倉紗さ雪ゆきというとびっきりの美少女ふたりと、そして美少女アレルギーを持つ青年・向井修一による夢のコラボレーションが実現されてしまったのだ。瞬しゆん間かん、佐倉によって立っていた鳥とり肌はだの上にさらに美甘によって立った鳥肌が上乗せされ、鼻水は締しめの甘い蛇じや口ぐちから流れ落ちる水のように途と切ぎれることなくちょろちょろと流れ始めた。

　どうやら完全にこの自然公園というステージから逃にげるタイミングを逃してしまったらしい。こんなときハツラツしてほしい元気も、もはや恐きよう怖ふを目の前にどこかへ行ってしまった。頼たのむから俺も連れて行ってくれ。

「紗雪、向井修一にへんなことされなかった？」

　美甘はやわらかそうな佐倉の体に抱だきつくと、彼女の大きな胸に顔をうずめて幸せそうな顔をした。

「ハァン……それにしても紗雪の胸はいつもふかふか、枕まくらにしたいくらい」

「あぅ、優奈ちゃん、くすぐったいぃ……紗雪は、まくらじゃないよぉ……」

　見れば、美甘の可愛らしい顔が佐倉の特大ましゅまろに包まれて見事な甘いスイーツが出来上がっているではないか。しかし、くそやろう……こんなときばかり俺の元気は戻もどってくるのだ。主に下半身をハツラツさせに来やがるのだ。

　嗚あ呼あ、混ざりたい。俺も男の子だもん。一度でいいから混ざってふかふかもふもふしてみたいのです。

「なにいやらしい目で見てるのよ」

「い、いや……そんなつもりは……」

　……すいませんでした。こちらを鋭するどく睨にらむ美甘に、俺は心の中で土下座した。

「あの、あのね、向井さんがね、優奈ちゃんのこと、とーさつしたのはね、ちゃんと、りゆうがあるんだよ」

　もぞもぞと自分の胸に顔を埋うめ込こんでいく美み甘かもに対し、佐さ倉くらが一いつ生しよう懸けん命めいになにかを伝えようとあたふたと口を動かした。

「理由って？」

「あの、それは、言えないけど、でもね、優ゆう奈なちゃんよかったねって、紗さ雪ゆき、おもったの」

　すると美甘の動きが止まる。佐倉の胸に顔を埋めたまま、籠こもった声を出した。

「向むか井い修しゆう一いち、あなた紗雪になに言ったの……」

　そう訊きかれてもまったく心当たりのない俺おれは、先ほどから目の前で繰くり広ひろげられてきた光景に搔かき立たてられるリビドーを抑おさえつつ、こちらに向けられる美甘の視線に対し、誠実さで溢あふれているような、なんとも凜り々りしい顔つきでもって答えてみせた。

「オゥ、ソーリー……アイドンノウ」

　気分はウォール街のできるビジネスマンといったところか。

「ほら、またあんなこと言って人をバカにする。紗雪、あの男の言うことなんてぜったいに信じちゃだめよ」

　美甘は相変わらず佐倉の胸に顔を埋めながら、ぶすーっとした様子で佐倉に言った。

　すると佐倉も、ぷーっとした表情をこちらに向けてくる。しかしこれがまた、まったく迫はく力りよく皆かい無むなので泣けてくる。

「ところで美甘さん、撮影はもう終わったのか」

　膨ふくれっ面つらの美少女ふたりを目の前に荒あれ狂くるいそうな心の内を隠かくし、俺が彼女たちから目を逸そらしてそう尋たずねると、美甘は「うん」と答えて佐倉の胸から顔を上げた。

「今日の撮影は終わり」

「優奈ちゃん、おつかれさまですッ！」

　そう言ってなぜかビシッと敬礼をする佐倉。やだなにこの子かわいい。

「ありがと紗雪、それじゃ行こっか」

　そんなチャーミングな彼女の腕うでに抱だきつきながら、美甘がこちらに近づいてきた。

　美少女ふたりの接近に俺は一歩ずつ下がる。

　ふたりが近づき、俺が下がる。ふたりが近づき、俺が下がる。

　まるでタンゴのような足並みでそうこうしているうちに、いつの間にか俺は公園の外へ出ていた。なんというミラクル。例えるなら瀕ひん死し状態でダンジョンの中をボスから逃にげ回まわっているうちに、偶ぐう然ぜんダンジョンの入口までやって来ていたため間かん一いつ髪ぱつのところで逃げ切れた、といった状じよう況きようだ。

　そうだ、俺は助かったのだ。

「それじゃ美甘さん、俺はこれでおいとましますぜ」

　公園の外から、公園内にいる美甘に俺は得意げに告げた。なにを思ったのか、このとき俺は完全に逃にげ切きれると思っていた。彼女たちは公園というダンジョンから、この目の前にある出口という名の境界線から出られないのだとばかり考えていた。プログラム上そうなっていると信じて疑わなかった。

　本当に、アレルギーのあまり頭がどうかしていたのだと思う。

「なに言ってるのよ、これからお昼食べながら撮さつ影えいの件でミーティングするんでしょ」

　そう言って彼女たちが平気な顔をして公園から出てきたとき、俺おれは本気でこのゲームバグったぞと思った。マジで怖こわかった。町に逃げ込んでも、宿屋に逃げ込んでも、セーブポイントに逃げ込んでも延々と追ってくるんじゃないかと本気で戦せん慄りつした。

　しかしこれは、現実だった。

「……そういやそんなことも手紙に書いてあったような気がする」

　目を覚ました俺は、しかしやはり戦慄するしかなかった。




「ご注文は？」

　駅前のファミレスに入りボックス席に腰こしを下ろすと、俺たちはさっそく注文をした。

「私はふわふわ卵のスーパーグラウンドオムライスをお願いします」

「かしこまりました」

　真向かいに座る美み甘かもが注文を終えると、店員のおねえさんがその横の佐さ倉くらに顔を向ける。

「紗さ雪ゆきは、紗雪は、えっと……」

　メニューを見てあちこち迷っている佐倉を待たず、俺は自分のものを先に注文した。

「この、海かい鮮せんアボカドデミグラスパスタを」

「かしこまりました」

　俺が注文すると、佐倉はいよいよ追おい詰つめられたように、目をぐるぐる回しながら忙いそがしくメニューをめくった。美甘も店員のおねえさんもそんな彼女の姿をにこにこと微ほほ笑えましく眺ながめているが、当の本人の気持ちを考えるといたたまれなくなってくる。がんばれ、佐倉。

「あ、あのあの、あの、あの」

「ご注文、お決まりですか？」

「あのあのの、あののののこれくださいっ」

　佐倉がメニューを指さす。全員の注目がそこに集まった。それを見て、店員のおねえさんは一いつ瞬しゆん迷った様子を見せたが、もう一度佐倉を見ると注文を繰くり返かえす。

「お子さまランチＡ、でございますね」

　女子高校生・佐倉紗雪（16）──頼たのんだメニュー『お子さまランチＡ』。

「おもちゃのほうは、どうなさいますか？」

「く、くださいっ！」

　女子高校生・佐倉紗雪（16）──おもちゃ、いります。

「かしこまりました。それではおもちゃのほう、あちらのレジにありますので、お会計の際、お選びください」

「は、ははははい！　よろしくおねがいします！」

　全員の注文を繰くり返かえし、店員のおねえさんは店の奥おくへと引っ込んでいった。

　注文を終え、リラックスモードに入る佐さ倉くら。

　お冷やを一口飲み、ふぅと息をつく美み甘かも。

　俺おれもふたりと同じようにして、一息ついてから背もたれに寄りかかった。

「…………」

　そして俺は、ようやく気がついたのだ。このファミレスのボックス席の落とし穴に！

　いくらなんでも美少女と隣となり同士で座っているわけじゃないんだからそれほど悲観することはないのでは……そう思われるかもしれない。だがしかし……だがしかし侮あなどるなかれ。いくら隣同士で肩かたと肩の接せつ触しよくがなく、おまけにテーブルという名の心強い防ぼう御ぎよ壁へきを挟はさんでいるからといって、そこで安心するのは圧あつ倒とう的てきに素人。俺くらいの玄人くろうとにもなれば、このステージ最大の落とし穴に気づけてしまう。そう、ズバリその落とし穴とは……テーブルの下！

　まったくやってくれるぜ。一見テーブルを心強い味方だと思わせておいて、その実、下はまったくの空くう洞どうになっていやがる……とんだハリボテ……ひどいペテン……下の空洞では簡単に向こうとこちらの足と足の接触が起こってしまう、そんなところを狙ねらってくるとは……とんでもない初見殺し。俺じゃなかったら死んでた。

「あぶないところだったぜ……」

　俺はテーブルの下できれいに揃そろえられているふたりの足を覗のぞきつつ、額の汗あせを拭ぬぐった。

　さすがにモデルをやっているだけあって、この二人の足はとても長くすらっとしている。

　これから俺はファミレス脱だつ出しゆつまで全神経をテーブルの下に注──おわぁっ！

　そのとき、さっそく佐倉の足がテーブルの下で微かすかに動いた。

「あっ、優奈ちゃん、これ、このまえのやつ、もってきたの！」

　不意の行動に俺が肝きもを冷やしていると、佐倉は自分の鞄かばんから雑誌を取り出しそれを美甘に渡わたした。表紙を見てみると、なにやら女の子向けのファッション雑誌のようだった。

「このまえ、優奈ちゃんといっしょに、さつえいしたやつだよ」

　美甘が佐倉に顔を近づけ、一いつ緒しよに雑誌を眺ながめる。テーブルの下を見てみれば、ふたりの両足は爪つま先さきを上に向けピーンと伸ばされていた。そして俺の足はと言えば、これまた見事にその場から逃にげ遅おくれ、彼女たちのすらっと伸びたきれいな足に包囲されている。完全に油断した。なんだこのイライラ棒ぼうのような状じよう況きよう……ちょっとでも動いたら接触してしまうぞ。

「なによ、なんでよりによってこの写真使ってるのよ」

　美甘が不満そうに言うのと同時に、テーブルの下でも彼女の足が動く。

「……ヒィッ！」

「でも、でも、優ゆう奈なちゃん、かわいく、う、うつってるよ」

　佐さ倉くらの言葉とともに、彼女の足もまたテーブルの下でパタパタと交こう互ごに動いた。

「……ォワッ！」

　俺おれはそれらの動きに合わせて、自分の足をゆっくりと慎しん重ちように彼女たちの足と一いつ緒しよに動かした。

　……緊きん張ちよう感かんはんぱねえ！

「ダメ、もっといいのあったはずだもん。ぜんぜん私の魅み力りよくがわかってないじゃない」

「うぅ、おちこまないで、優奈ちゃんぅ」

　俺がテーブルの下で必死の回かい避ひ戦せんを繰くり広ひろげていると、ぷぅーっと膨ふくれっ面つらを作っていた美み甘かもが不意にこちらに目を向けた。

「さっきから俯うつむいて、なにやってるのよ？」

　俺は怪あやしまれないようにすぐさま顔を上げるが、しかしテーブルの下で佐倉の足が動いたのを感じ、思わずテーブルの下に視線を向けてしまった。その一いつ瞬しゆんを美甘も見み逃のがさなかった。

「なるほど、そういうこと」

　美甘はなにかわかったように納得すると、俺をキッと睨にらんだ。

「さっきから私たちの足を見ていやらしいこと考えてたんでしょ」

「い、いや……ちがっ」

「わあ、向むか井いさん、とーさつまです！」

　とんでもない言いがかりをつけられてしまった。あまり大声で言わないでほしい。

「次テーブルの下に目を向けたら、メモリーカードは粉々よ」

　そう言って美甘は蔑さげすむような視線を向けつつ、再び雑誌に目を戻もどした。

　くそ、テーブルの下を確認できないとか、これじゃ目め隠かくしプレイだ。難易度が上がっちまった。いったいどうすればいい……考えろ……考えるんだ修しゆう一いち……と、両人差し指をこめかみに当てて考えること三十秒。

　俺はふとあることに気がつくとすぐに靴くつを脱ぬぎ、そしてソファの上に正座した。

「この手があったか……」

　そうだ、なにもテーブルの下に足を伸ばさなければいい話だったのだ。

　もお～！　向井修一のドジッ子さん☆　ぷんぷん☆

　そんなふうにして、鼻水を垂らしながら己の頭脳明めい晰せきさにひとり勝かち誇ほこる俺の向かいで、自分の納得のいく写真が雑誌に載のっていないと膨ふくれる美甘が佐倉の胸にぽふんっと顔を乗せた。栗くり色いろもふもふヘアーに包まれた美甘の小さな顔が微かすかにバウンドする。

　俺はそのあまりの弾だん力りよく感かんを前に、佐倉の胸は本当はクッションでできているのではないかという想いを巡めぐらせつつ、ファミレスに入ってから通算二十枚目の紙ナプキンを取ろうと手を伸ばした。

　しかし今まであった場所に、どういうわけか紙ナプキンの姿が見当たらない。

「さっきから鼻かみすぎ。もっと地球のこと考えなさいよ」

　視線を移動させると、美み甘かもが紙ナプキンを胸に抱かかえ、ジトッとした目でこちらを見ている。

「へぷしゅんっ……いや、そんなこと言われても」

　生理現象ですし……。

「と言うか、ミーティングしに来たんだろ。始めるならとっとと始めちゃおうぜ」

　俺おれは相変わらずちょろちょろと垂れてくる鼻水を指でちょいちょいやりながら、早く帰りたい一心で美甘に言った。ポスター制作のミーティングをするためにここにやって来たというのに、目の前の美少女たちは俺そっちのけでモデルズトークを始める始末だ。このままじゃ一向に本題に入る気配がなく俺の身が保たない。それどころか無む駄だに地球の資源を消費してしまう気がする。俺の鼻水で森林伐ばつ採さいが加速したらそれこそ大変である。地球を守れ！

「それもそうね……。じゃあまずこれに目を通して」

　美甘はそう言うと、自分の鞄かばんからイラストの描かかれた紙を束で取り出し、机の上を滑すべらせてこちらによこした。

「これは……？」

　言いながら、俺はなんとなくそれらを一目で見ることができるようテーブルの上に並べた。

「とりあえず必要なカットとそのイメージを起こしてみたの。学校と桜が写っていればどんな写真でもいいって言ってたから、きのう紗さ雪ゆきと一いつ緒しよに校内で桜がある場所探してね、いろいろなカットを考えたのよ」

「うん、きのう、優奈ちゃんと、紗雪で、いっぱい、かいたんだもんねえ」

　嬉うれしそうな佐さ倉くらから、俺はテーブルいっぱいに広げた何枚ものラフ絵に視線を落とす。

「へえ……ふぇ……ふぇっくしょおおおおおん！」

　瞬しゆん間かん、堪こらえきれず大きなくしゃみを盛大にぶちかまし、せっかくきれいに並べたラフ絵を自分で吹き飛ばしてしまった。

「わあ！」

「ちょっと！」

「悪い悪い」

　ひらひらと舞まい落おちるラフ絵を拾い、もう一度テーブルに並べ直していく。一枚ずつ見ていくと、ラフにはポスターのデザインや、その他にもパンフレットなどに載のせる写真のカットが事細かに描き込まれていた。下見をしてきたぶん、もう美甘の中ではすっかり具体的なイメージが固まっているらしい。

　とそこで、俺は拾い上げたラフ絵の中に、何枚か異様なムードを放っているものを見つけてしまった。束の中からつまみ上げ、そこに描かれたものを見てみる。

　そして俺がそれに気づくと、佐倉が待ってましたと言わんばかりに目を輝かがやかせた。

「それ、紗雪が、かいたんですっ」

「ほ、ほう……」

　絵から佐さ倉くらに、佐倉から絵にと交こう互ごに視線を動かしているうちに、俺おれの顔面は見事なアルカイックスマイルを完成させて硬こう直ちよくした。見ればそこには、なにやら魔ま界かいからおいでなすったようなアバンギャルドな絵が禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを醸かもし出だして広がっている。

「ほ、本当にこれは佐倉の絵なのか」

　わからなかった。こんな可愛らしいまったりとした美少女が、こんな拭ぬぐいきれないほど深い怨おん念ねんのこもったようなおぞましい絵を描かくなんて、俺にはまったく想像ができなかった。なんの因果でこのような絵が完成されてしまうというのだ。そして彼女はいったい、どのような顔をしてこの絵を描いてるのだろうか。

　俺はもう、ひとりで怖こわくなり、ほとんどすがるような眼差しで美み甘かもに視線を向ける。

　しかしその瞬しゆん間かん、美甘がささっと俺から顔を逸そらす。あっ、逸らしやがったな！

「向むか井いさん、紗さ雪ゆきも、ポスターのイメージ、がんばって、かんがえたんです！」

　佐倉が中ちゆう腰ごしで前のめりになり、俺の手元にある──見つめただけで呪のろわれそうな──絵の説明を嬉き々きとして始めた。

「これが、優ゆう奈なちゃんで──」

　と、佐倉は辛かろうじて人物だとわかる箇か所しよに指を当てながら、『紗雪の考えたすごいポスター』の解説をしてくれる。そこでは時空の歪ひずみに巻き込まれたようなぐんにゃりとした世界で、美甘──だと佐倉は言った──が桜の木──俺には謎なぞの融ゆう解かいしている物体にしか見えない──の前で物思いに空を仰あおいでいる絵が描かれていた。

　そして佐倉は一通り説明を終えると、にこにこと微ほほ笑えみながら、

「向井さん、あの、わかりましたか？」

　と、どこか期待したような顔で尋たずねてくる。

「えっ、なにが？」

　と、俺はもはや最初からなにがなんだかわからなかったが、一応訊きいてみる。

　すると佐倉は、やんちゃそうな子どもっぽい目つきでもって俺に言った。

「このなかに、向井さんと紗雪も、ちゃんと隠かくれているんですよっ」

「ほぉ、なるほど……どれどれ……」

　それを聞き、俺はもう一度視線を落とし、そこに隠れているらしい自分と彼女の姿を探す。

「…………」

　絵の中に隠れている、自分と佐倉の姿を探す。

「…………」

　自分と佐倉の姿を探す。

「…………」

　……ダメだ、わからねえ。

「わかりましたか？」

　……いや、もう、ほんと……わからねえや。

　正直に言うと、俺おれはもう最初からなにがどうなってんだかわからなかった。美み甘かもや桜の木も一つ一つ説明されたけどみんな同化しちまってるし、そもそもどっちが上でどっちが下かすらもわからない。もはや理解するしないとかの問題じゃなくて感じるか感じられないかの世界。

　いや、そういったアーティスティックな絵があってもいい。きっと俺の知らない世界で評価され、もしかしたら佐さ倉くらの絵が数年後に高値で売買される時代が来るかもしれない……そんな考えに陥おちいり、しかし俺は頭を振ふった。これは生徒募集用の学校のポスターに使われるものなんだと。そうなると、こうなんと言うか、あまりにも場ば違ちがいと言うか……。もうＰＲポスターの域じゃないね。俺は苦笑する。こんなんじゃ人間は絶対に集まらないね。そうやって、苦笑する。しかも驚おどろいたことにこの絵の中には俺と佐倉が隠かくれてるっていう、そういう隠しギミック……必要だっただろうか、そういうやつ。佐倉はどうして隠そうと思ったのだろう。どうしてこの絵にさらなる難解さを与えてしまったのだろう。

　佐倉は、どんな想いでこの絵を描いたんだろうか……。

「ごふっ……！」

　この世界を理解したとき、自分が自分でなくなる気がして俺は恐おそろしくなりテーブルに突つっ伏ぷした。

　なんて、なんてポスターを作ってくれたんだ。もう見たくない、こわいよぉ……。

「せーかいは、紗さ雪ゆきがここで、向むか井いさんが、ここでしたっ！」

　そう言うと、佐倉は指を当てて正解の位置を教えてくれた。

「紗雪は、くさむらのかげにいて、向井さんは、木のかげから、優ゆう奈なちゃんをとーさつしてますっ」

　俺は佐倉が俺だと指した箇所に目を向ける。

「なるほど……佐倉には俺がこう見えているというのか……」

　佐倉が指さした場所。そこにいたのは、形を成していないバケモンと化した俺だった。

　それにしても、バケモンになっても盗とう撮さつする俺って……。

「ちょっと、ちゃんと真面目にやりなさいよ」

　佐倉の絵をまた元の場所に戻もどし、美甘が別のラフを寄こしながら言った。

「へっくし……うー……。ところで美甘さん、こんなにたくさん、ぜんぶ撮とるっていうのか？」

　俺はおっさん臭くさいくしゃみのあと美甘からラフ絵を受け取り、中身をザッと見てから言った。

　目の前にあるラフ絵は、ファミレスの四人がけテーブルいっぱいに広げても溢あふれそうなほどあった。ざっと数えて二十枚以上はあるだろう。

「当たり前よ。ただでさえ必要な写真が多いのに、そのうえ変態素人カメラマンが撮るんだもの。いざ撮さつ影えいしたものを見たら使える写真が一枚もないっていう最悪な事態を避さけるために、とにかくたくさん撮とっておかないといけないの」

　なんだかすごいディスられてる気がするけど、それをいちいちピックアップするのも面めん倒どうなのでスルーしておこう、スルー。

「向むか井いさんは、へんたいで、しろうとですか？」

　佐さ倉くらから向けられる純じゆん粋すいな眼差しに、俺おれは無言で頭を振ふった。

「それで、イメージとしてはこんな感じね」

　そう言うと美み甘かもは、いつの間にかテーブルに積まれていた雑誌の一つを手に取り、パラパラと中身をめくると付ふ箋せんの付けられたページを開いてこちらに見せた。

「こんな感じに撮るの」

　目の前で開かれたページには、制服を着た美少女モデルが可愛らしいポーズで立っている。

「これってファッション雑誌だよな……俺たち、学校の真面目なポスター撮るんじゃなかったっけ」

　気がつけば自分の周りに雑誌の中で微ほほ笑えむ可愛らしい美少女たちの写真がたくさん並んでいることに、俺はぞくぞくと鳥とり肌はだを立てながら言った。

　美甘は心外な、と言わんばかりの面持ちで雑誌のページを自分に向けた。

「べつに、そんな……不真面目ってわけじゃないわよね？」

　美甘がどこか不安げな様子で隣となりの佐倉に問いかける。

　佐倉は、「紗さ雪ゆきにも、見せてくださいぃっ」と、俺のところにあったラフ絵をそろそろ～っと自分の手元へ寄せた。

「佐倉はどう思う？」

　俺の問いかけに、佐倉はふむふむとラフ絵と美甘が開いているページを見比べる。

「紗雪は、かわいいと、おもいます！」

　率直な意見ありがとう。

「条件さえ満たしていれば好きな写真撮っていいって言ってたんだから、これでいいのよ！」

「そういうもんなのか？」

「そういうものよ！　ね、紗雪」

　美甘が言うと、佐倉はビシィッと敬礼を決めて言った。

「優ゆう奈なちゃんは、かわいい！」

　……？

「それよりあなたは、私のことを可愛く撮ることだけを考えていればいいのよ」

「ああ、そうだな……」

「でも紗雪、向井さんなら、優奈ちゃんを、すっごぉーくかわいく、とれるとおもいます！」

「果たしてそうかしら」

「そう！　だって向井さんは、優奈ちゃんのこと──ハッ！」

　そこまで言うと、佐さ倉くらは〝しまった！〟といったそぶりで、目をまん丸にして自分の口を両手で押おさえた。なにこの可愛らしい動き。

「どうしたの、紗さ雪ゆき」

「う、うぅん、なんでもないよ。でも、でもね、優ゆう奈なちゃん」

　なぁに？　と美み甘かもが首を傾かしげる。

「向むか井いさんは、ちゃんと、優奈ちゃんのこと、かわいくとってくれるから、へーきだよ」

　美甘がよくわからないと言ったふうに、こちらへ向き直る。

　そのあと、佐倉が俺おれに〝しーっ〟という仕草をしてウインクをした。

　やべえ、この子なに考えてるのかまったくわからねえ。

　と、そこでようやく注文した品が運ばれてくる。

　美甘はオムライス、佐倉はお子さまランチ、そして俺はアボカドのパスタ。

　三人で手分けしてテーブルの上を空けると、店員のおねえさんは注文の品をそれぞれの前に置いていった。ライスに国旗の立ったお子さまランチを前に、なぜか佐倉がどや顔を決め込む。

　俺も目の前に置かれたパスタのでき具合を見た。

　すると美甘が、「なにその女子みたいなチョイス」と言って俺のパスタを鼻で笑った。

「男にもそういう日はある」

　言いつつ、俺はアボカドを口に入れる。うむ、鼻が詰つまっているせいで味がしない。
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「なにそれ、意味わかんない」

　それに対し、美み甘かもはスプーンに乗ったふんわり卵をやわらかそうな唇くちびるでふーふーしながらそう言った。その横では、お子さまランチの小さなハンバーグをせっせと切り始める佐さ倉くら。彼女はそれを切り終えるとフォークの上にそっと乗せ、それを美甘のオムライスの上にぽてんっと乗っけた。

「優ゆう奈なちゃん、ハンバーグ、はんぶんこあげるね」

　まるで幼稚園児のお昼の時間を再現してしまっている佐倉に、美甘も幸せそうな微ほほ笑えみを浮うかべる。

「ありがと、紗さ雪ゆき。私のオムライスも食べていいわよ」

「わあ、うれしい！　おいしいねえ」

「うん。あっ、紗雪ほら、口にソースついてる」

「えへへ」

　美甘が佐倉の口の端はしについたソースを拭ふき取とる。

　俺おれはそんな光景を見ながら、全身に鳥とり肌はだを立てた。いや、それだけではない。先ほどからずっと美少女たちと一いつ緒しよにいるせいか冗じよう談だんじゃないほど目がかゆい。フォークでくり抜ぬきたいくらいかゆい。あと鼻水もなんかヤバイ。粘ねばりけがない。春先の雪解け水になってる。ミネラルウォーターみたいにさらさら……これは、もうそろそろリミットが近づいてきている雰ふん囲い気きだ。

「……これを食べたら帰らなければ。俺のアレルギータイマーが作動している」

　それにしても、なんだかまずいぜ。いや、パスタがまずいのではなく、この展開がだ。

　美少女ふたりとファミレスランチ？　人気モデル美甘優奈の写真撮さつ影えい？

　……なんだかどんどん、泥どろ沼ぬまに足を踏ふみ入いれているような気がするのは、どうなんだろう。

　普ふ通つうの男ならここは喜ぶべきなのかもしれないが、いかんせん俺は普通ではない。このままいけば俺は確実にアレルギーで苦しむだろうし、下手をしたら死ぬことだってありうる。

「う～む……」

　俺は悩んだ。アボカドを嚙かみ砕くだき、パスタをバキュームよろしくズゾゾゾォと吸い込み、そして吸い込んだ途と端たんくしゃみとともにパスタが鼻の穴からこんにちはしそうなのを堪こらえながら必死に考えた。しかしいいやり過ごし方なんて浮うかぶはずがない。かと言って今さら逃にげ出だすこともできない。

　これはすこし事態を甘く見すぎていたかもしれない。

　それから食事が終わり即座にこのファミレスから脱だつ出しゆつしようと立ち上がった瞬しゆん間かん、俺の期待をまんまと裏切るようにして美少女ふたりは食後のデザートを頼たのみ、このあと数時間、またしても俺の体から無意味に水分が垂れ流されるのであった。




　携けい帯たい電話はすばらしい！

　相手の顔を見ることもなく、声か文面だけでお話ができてしまうというではないか。

　ならば携けい帯たい電話は、まさに最高のラッキーアイテムだ。

「ヒャッホウ！」

　あれからファミレスでのミーティングを終え、駅で美少女ふたりと別れたあと俺おれはすぐに帰宅し、風ふ呂ろで頭を洗いながら携帯電話のすばらしさについて思考を駆かけ巡めぐらせていた。それはもう、携帯電話を神のように崇あがめる俺はまさに変態そのものだった。携帯電話さんには今後の展開によって頭が上がらなくなるやもしれない。

　そもそもなぜ俺がこれほどまでに携帯電話にお熱しているのかと言うと……それは、そう、つまり向むか井い修しゆう一いちはとうとう、誰だれもが憧あこがれる美少女たちの携帯番号を手に入れてしまったというわけなのだ。

　もちろん相手は美み甘かも優ゆう奈なに佐さ倉くら紗さ雪ゆきという、自分にとっては害でしかないアレルギーの塊かたまりではあるが、しかし侮あなどるなかれ、携帯電話を使えばそんな俺でも彼女たちと普ふ通つうにお話しできてしまうというから驚おどろきだ。

「ヒャッホウ！」

　風呂から上がり超ノリノリで全身を拭ふき終おわった俺は全ぜん裸らのまま部屋に向かうと、すぐさま机の上で横になられている携帯電話さんを手に取り中身を確認した。その光景はまるでクリスマスの朝にプレゼントを開ける子どものそれとよく似ていた。俺の年ねん齢れいは十七歳である。

「そんなことは気にしない！　はしゃぎたいときはしゃぐべき！」

　俺は風呂場からのテンションを落とすことなく、ラップ調で自作した即そつ興きようの歌をこれまた超イケイケで歌いながら携帯電話を開ける！

「着信ゼィロ！　新着ゼィロ！」

　俺は携帯電話を投げつけた。

「なんという黒歴史を作ってしまったんだ……ばかやろう……」

　こうして俺の携帯電話崇すう拝はいはわずか数十分という短い時間で幕を下ろしたのであった。




　その日の夜。珍めずらしく母親と姉の三人で夕飯を食べていると、ふとテレビＣＭに美甘が出てきた。瞬しゆん間かん、俺の口からワカメスープが盛大に吹き出される。姉の顔にワカメが張り付き、そのあと俺はタコ殴なぐりにされた。

「次やったら許さないからな」

　思いっきりボコボコにしたあと、姉はそう言い残し風呂場へ去っていく。母親はと言うとテーブルに降り注いだワカメスープを一いつ所しよ懸けん命めいに拭いていた。

　俺はもうとてもじゃないがいたたまれなくなり、残りのご飯を急いで口にかきこむと自分の部屋へ逃にげ込こんだ。ＰＣの電源を入れ、ネットを開く。検けん索さくバーに『美甘優奈』と入力し、エンターキーを勢いよく叩たたいた。

　今日、モデルの仕事をしている現場を見て、俺おれは確実に美み甘かもを意識するようになった。今までテレビでも見ていたのかもしれないが、おそらく気づかなかったか、無意識に体が避さけていたのかもしれない。

　けれどもさっきのように、ふとテレビＣＭで美甘を認識したということは、やはりそういうことなのだろう。

　検索結果が表示され、俺はすぐにその一番上にあるインターネット百科事典を開いた。

　見ればそこには、美甘優奈についての情報が事細かに記き載さいされていた。

　なんでも、中学生の頃ころにスカウトされ高校生でモデルデビュー。その後じわじわと人気を集め、去年の暮れあたりから中高生の間で一気にブレイクしたらしい。今では雑誌、ＣＭ、ドラマはもちろん、歌手としてＣＤまで出してしまうほどの人気高校生モデルだという。

　ページを一通り読み終わって、俺はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。そして、頭を抱かかえて震ふるえた。

　とんでもないことになった。高校二年、俺はよりにもよってそんな女と同じクラスになってしまったのだ。雑誌にも載のって、テレビにも出て、歌までうたっちゃうような美少女と同じクラス……前後席……いや、なんだかへんてこりんな関係になってしまっている。「ゆみちゃん」どころの騒さわぎではない。

　ここに来て本気で命の危険を感じた俺は、早急にチャットを開いてこのことをヘルカに報告した。震える指でキーボードを打つ。





シュウ＞　逃にげたほうがいいだろうか

ヘルカ＞　シュウくん、すごいよ！

シュウ＞　今回ばかりは真面目に頼たのむ……（泣）

ヘルカ＞　あははは、でもぼくはそこまで悲観することないと思うけどなぁ

シュウ＞　そりゃそうだけどさ。アレルギーがある限り命がヤバイのも事実なんだ

ヘルカ＞　んー、まえにも訊きいたけど、他のアレルギーって可能性はないんだよね？

ヘルカ＞　たとえば、女の子がつける香水アレルギーとか

シュウ＞　その可能性は極めて低い

シュウ＞　それにもしそうだったら、美少女以外にも反応してるはずだからなぁ

ヘルカ＞　そっかー

シュウ＞　マジで美少女にしかアレルギーでないとか笑えてくる（泣）

ヘルカ＞　シュウくん、泣いてる泣いてる（笑）






　そのとき、部屋に携けい帯たい電話の着信音が響ひびき渡わたった。あわてて携帯電話を探すと、ベッドの下で震えているのを発見する。電話ではなく、メールだった。佐さ倉くら紗さ雪ゆきからだ。

『きょおはなにかへんなかんちがいをしてしまってすいませんでした。だけどもうかんちがいもしないのでだいじょうぶです！　向むか井いさんが優ゆう奈なちゃんをとーさつするりゆー、紗さ雪ゆきはいけないことだとおもうけど、男の子ならしかたありませんね。紗雪、向井さんのことおーえんしています。がんばってください！』

　俺おれは頭を捻ひねりどうにかこのメールの内容を理解しようとしたが、これがまたなかなか難しかった。いったい全体、彼女はどんな理由でもって俺が盗とう撮さつしたと思っているのだろうか。

『俺が美み甘かもを盗撮した理由って？』

　気になってしまったので尋たずねてみる。するとすぐに返事が返ってきた。

　そしてそこには短文で、『優奈ちゃんのこと、好きだから撮とったんですよね！』とだけ書かれていた。語尾には笑っている顔の絵文字とキラキラした星までついている。

　まったく彼女の乙女思考にはたいへん驚おどろかされてしまったが、ここで下手に否定をするとまたややこしくなってしまいそうだったため、俺は沈ちん黙もくを決め込んだ。俺が美甘のことを好きだから盗撮してしまったという銀河系をも超越しそうなぶっとんだ理由は、やはり佐さ倉くらの中だけで留まっていたほうがいい。こればかりは表に出てきてはいけない。





ヘルカ＞　やっぱり最初から、詳くわしく話すしかないと思うよ

シュウ＞　美少女アレルギーのことを？

ヘルカ＞　うん、ちゃんと発はつ症しようした理由からなにまで全部。もちろんゆみちゃんのことも！

シュウ＞　は、恥はずかしいよぉ……///

ヘルカ＞　じゃあぼくがシュウくんの代わりに話してあげる！

シュウ＞　やったー、ありがとうヘルカ！






　言いつつ、俺はそれが無理なことだとわかっていた。と言うのも、俺はヘルカに一度も会ったことがなければそもそもヘルカ自身、日本に住んでいないのだ。

　ヘルカがいるのは外国、それもフィンランドだ。





ヘルカ＞　シュウくん信じてないでしょ

シュウ＞　フィンランドは遠いからな

ヘルカ＞　えっへっへ、それがねそれがね

ヘルカ＞　シュウくん！

シュウ＞　ん？

ヘルカ＞　ぼく、また日本に住むことになったんだ！

シュウ＞　マジか。もしかしてこれが前に言ってた話か？

ヘルカ＞　うん、そうだよ！

シュウ＞　おぉ

ヘルカ＞　だからチャットはしばらくできなくなるけど、そっちに行ったらよろしくね！

シュウ＞　ウェルカームヤパーニ






　それから俺おれたちは、ヘルカが日本に来たらふたりで会おうという約束をし、その後どこへ行くかとか、なにをするかなんて話でついつい深夜まで盛り上がってしまった。結局こっちの近場で会うということに落ち着き、その日はヘルカとのチャットを終えた。

　部屋の時計を見るとすでに四時をまわっている。遠くのほうから新聞配達のバイクの音が聞こえてきた。

　まだまだ先のことではあったが、俺はヘルカと会うのが楽しみで自分のことなんかすっかり忘れていた。しかしベッドに入って撮さつ影えいのことを考え出すと、急に恐きよう怖ふで体が震ふるえた。

　四月の夜は、まだまだ寒い。
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　授業には積極的に参加し、成績は学年上位に入るほど優秀。運動系の部に入っているわけでもないのにスポーツは得意で、体育の授業もそつなくこなす。先生からの評判もかなり良く、彼女がいるだけで周りに人が集まり、その場は華はなやかに彩いろどられる。おまけに顔は狂くるおしいほどに可愛くキュートで、スタイルもそこそこと来れば、男子からの視線も独り占め……そんなよく見る美少女の典型的な例をこれでもかというほど貫つらぬく女──それが、美み甘かも優ゆう奈なである。

　そして俺は今、そんな完かん璧ぺきとも言える美少女・美甘優奈の後ろを、まるで鎖くさりに繫つながれた囚しゆう人じんのごとく、背を丸くしてトボトボと歩いている。

「さゆきぃー！」

　昼休み。

　とある教室の前まで来ると、美甘はドアの内側に顔を突つっ込こんで可愛らしくきゃっきゃと仲間を呼んだ。

　学校指定のセーラー服に身を包まれた純白の天使がきょろきょろと声の主を探したあと、ようやくこちらに気がつく。美甘がこっちこっちと手を振ふり、それを見た佐さ倉くらはまるで覚えたての歩き方で向かってくる三歳児のように、美甘を見つめたままとてもあどけない笑みを浮うかべ、そのままトテトテとこちらへやって来た。

　驚おどろいたことに、なんと佐倉も同じ学校に通っていたのだ。まあ、それに関しては別に問題はないのだが、しかし一つだけ、こう言っちゃ悪いが、いったい全体、彼女がどうやって俺たちと同じ入学試験を受け、そしてそれらをクリアし入学してきたのか、それがべらぼうに疑問である。

　佐倉の入学……その謎なぞを解いたとき、宇宙の神秘も解明されるかもしれない！

「優ゆう奈なちゃん、向むか井いさんっ」

　なぜかほんのりと上気している佐さ倉くらの顔を見て、俺おれはその一いつ瞬しゆん、ふらりとめまいをおぼえた。長い黒くろ髪かみをさらっと下ろし、両手で前にお弁当箱を提げてちょこんと立っているその姿は……そうだ、まるで九十年代の少年漫画に出てくるような、最高のヒロイン像そのものなのだ。それを彼女は地で具現化してしまっている。しかもなんだ、胸があまりにも大きいせいでセーラー服の裾すそが浮うき上あがっているじゃあないか。下から覗のぞいたら見えるぞ、これ。うむむぅ！

「へーっくし！」

　本日数百回目のくしゃみが飛び出る。

「紗さ雪ゆき、今日お弁当？」

　美み甘かもが尋たずねると、佐倉は元気よく手を挙げた。

「はーい、そうだよぉ！」

　佐倉の無む邪じや気きさ、無限大。

「じゃあどこかで食べましょ」

「優奈ちゃんと、向井さんが、なかよしこよしで、紗雪うれしい！」

「撮さつ影えいまでもう時間がないからね。カメラマンがモデルの可愛さを理解していないといい写真も撮とれない、これは基本よ。だからこれから撮影が終わるまでは、極力行動を共にして過ごさないといけないの。そうよね、向井修しゆう一いちくん？」

「……はい」

　俺はしょんぼりしながら、ふたりのあとをついていく。

　彼女たちと一いつ緒しよにいると、俺は食の楽しさを失う。なんと言うか、味がわからなくなるのだ。

　今日は俺の好きな焼き肉弁当、母さんも奮発して良い肉を入れてくれたみたいだ。そんなお弁当を俺は、できれば美味しくいただきたかった。

　でもごめんよ母さん……俺は母さんの愛情を、一ミリも味わうことができないんだ。

　そしてごめんよ牛さん……せっかくのおいしいお肉、味わえなくてごめん。

　涙なみだをちょちょ切らしながら、俺は弁当に詰つまっているであろうすべての食材に謝った。

「紗雪、おなかすいちゃって、授業中、おなかなっちゃった」

　佐倉が可愛らしく照れながら、えへへと笑う。

「ちゃんと朝ごはん食べたの？」

「たべたよ。でも、なっちゃったの」

　美甘が微ほほ笑えみながら、佐倉のおなかをポンポン叩たたいた。

　まぁ、育ち盛りだからな、仕方ないよな……と、俺は彼女の胸を眺ながめる。

「しかし……」

　先ほどから感じてはいたが、廊ろう下かですれ違ちがう生徒たちが皆みな、美甘と佐倉に注目し、そのあと俺に目を向け、いったいこの集団はなんなのかと疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべている。美少女ふたりを侍はべらせ、学校の廊ろう下かを歩くというシチュエーションはハーレム学園モノのようで、なんとなく優越感に浸ひたれそうになるのだが……だが、残念ながら俺おれはもはや喜べる立場を通り越してしまっている。これからはもう、生き延びることだけに全ベクトルを向けなければいけない。

　しかし俺は現在、前には〝メモリーカード〟、後ろには〝『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の廃はい部ぶ〟という人質と脅おどしの狭はざ間まで、四し肢しと首を頑がん丈じような鎖くさりで繫つながれてしまっている状態なのだ。鎖の外し方がわかりません誰だれか助けてください死んでしまいます。

「しくしく……」

　静かに涙なみだをこぼしながら彼女たちの後ろを歩いていると、いきなり背後からがっしりと首を固定された。一いつ瞬しゆん驚おどろくが、しかし俺はすぐさまその匂においで正体を突つき止とめる。

　間ま違ちがいない、この香かおり高きアメリカ洗せん剤ざいのにほひ……おまえは──

「小こ平だいらだな」

　俺が言うと、小平が首から腕うでを放した。

「おい向むか井い、おまえに言われてアメリカ洗剤を使っているが一向に英語がしゃべれるようにならんぞ、どういうことか説明しろ」

「小平、俺はアメリカ洗剤を使えば英語が話せるようになると言ったな」

「あぁ……」

「あれは噓うそだ」

「なに!?　じゃあどうすれば英語をしゃべれるようになるのか、教えてくれ！　もうこれ以上、街で外国人に道を訊きかれたときノースピークイングリッシュと言うのは嫌いやなんだ。おまえ英語しゃべれないのにそんな顔してんの？　と言われているような冷め切った視線をぶつけられるのは、もうこりごりなんだよ！」

　小平はがっくりとその場に膝ひざをつき、生まれ持った宿命を嘆なげき散ちらした。

　俺はゆっくりとしゃがみ、そんな彼の肩かたにやさしく手をかける。

　小平はすがるように顔を上げ、俺を見つめてきた。

「小平、チェリーパイだ。チェリーパイを食べろ」

「……チェリー……パイ……」

「それと、誕生日には絵の具を塗ぬりたくったようなケーキを食べろ。あの四角くて色しき彩さいがはちゃめちゃなやつだ」

　小平はうなずくと立ち上がった。

「それか、それだけで英語がしゃべれるようになるのか」

「小平、俺を信じろ。向井式英会話術は英語をしゃべりたいあなたを応おう援えんします」

　小平の頰ほおに一筋の涙が線を引く。感極まったように、小平が俺を抱だきしめた。

「テンキュゥ！　テンキュゥ！」

「礼は百万ドルで勘かん弁べんしてやる」

「……ところで、なんでおまえ、あのふたりと一いつ緒しよにいるんだよ」

　抱だきしめたまま小こ平だいらが耳元でささやきかけた。籠こもった低音バスボイスが体全体に振しん動どうする。

「いや……なんか、俺おれもよくわからん」

　小平の抱ほう擁ようが解け、俺は制服を直しながら言った。

「成り行きでこうなってる」

「おい、よくわからないって、成り行きってどういうことだ向むか井い！」

「いやだから……なんか……その、だな……」

「向井、おまえって奴やつは！　おまえって奴はぁ！」

「向井修しゆう一いち、置いていくわよ！」

　そのとき、廊下の曲がり角で美み甘かもが声をあげた。

　俺は手を挙げ返事をすると、ふといいことがひらめき、小平の目を見た。

「小平、親友として頼たのみがある」

「な、なんだ……」

　一歩引き、汗あせを垂らす小平。『俺はこれから美少女たちとイチャイチャするぜフゥ！　おまえはフゥ！　邪じや魔まだフゥ！　さっさと失せなベイビィー！』──そんな言葉が俺から出てくるのではないかと恐おそれるような面持ちで。

　そして俺は生なま唾つばをごくりと飲み込み、口を開いた。

「俺と一緒に来てくれ！」

　一いつ瞬しゆんにして彼の顔から不安が消え去り、次に小平は親指を立てニッと爽さわやかに笑ってみせた。

「イェアー、マイフレンッ！」

　イケメンの極上の笑みを俺は独り占めした。




　食堂、中庭のベンチ、教室──どこもかしこも人でいっぱいだった。

「やっぱりまだちょっと寒いわね」

　結局俺たちが行き着いた場所は、まだ肌はだ寒さむい風が走はしり抜ぬける屋上だった。

　四人で円になって座り、それぞれにお弁当を開ける。そんな中、小平だけ購こう買ばいのパンだった。

「小平くんは、いつも購買なの？」

　美甘がものすごくおしとやかな微ほほ笑えみを浮うかべながら小平に尋たずねた。その様子からはもう、どこか遠い国から来た上品なお姫様の印象が窺うかがえる。そのやさしそうな美び貌ぼうは、いつもとは大おお違ちがいだ。

「えっ、あぁ、そうだね。昔は弁当を作ってたんだけど、最近めんどくさくなっちゃってさ」

　小平が照てれ臭くさそうにポリポリと頭を搔かく。

「へえ、すごい！　小平くん、お弁当作れちゃうんだ！」

「まぁ、簡単なもの限定だけどね。美甘ちゃんや佐さ倉くらちゃんみたいな手の込んだ可愛いお弁当は、やっぱり女の子しか作れないよ」

　なんともイケメンな出立ちでイケメンな言葉を並べながらイケメンにパンを食べる小こ平だいら。

「でも、料理できる男の子ってやっぱり素敵だと思うわ」

　それに負けず劣おとらず、美少女な出立ちで美少女な言葉を並べ美少女にお弁当を食べる美み甘かも。

「そうかな、ありがとう。だけど、まだまだレパートリーが少なくてね。よかったら今度、男でも簡単にできそうなもの教えてよ」

「私もそんなになんでも作れるってわけじゃないけど、うん、いいわ。今度ね」

　この自然な会話の運び方。お互たがい爽さわやかな微ほほ笑えみを崩くずすことなく繰くり広ひろげられる言葉のキャッチボール。もしここが屋上ではなくおしゃれなカフェかレストランだったら、それはそれはこのふたりの会話はすばらしい絵になったのだろう。嗚あ呼あなんとも眩まぶしい美男美女の世界なのだろうか。

　俺おれはそんなことを思いつつ、自分の弁当箱に視線を落とした。すると、いつの間にやら白飯の上でタコさんウインナーがこちらを見ている。「はて、きみはどこから来たのだ？　妖よう精せいさんかい？」「そうだよ、ぼく、タコさんウインナーの妖精だよ！」「へえ、日本には八や百お万よろずの神がいるとは聞くが、妖精さんもいろんな種類がいるんだねえ。ところで、どうして俺のお弁当に現れたんだい？」「うふふ、それはね、それはね……おまえのウインナーもタコさんにするために現れたのさぁヒャーッハッハッハッハッハ！」「キャーやめてー！」「おらぁ、動くと花咲かせんぞゴルァ！」「ぎゃああああああああああッ！」──などという脳内会話をつぶらな瞳ひとみのタコさんウインナーとしていると、ふと左ひだり隣どなりから視線を感じる。

　顔を上げ、そちらへ向いた。佐さ倉くらと目が合い、それから彼女は潤うるんだ瞳ひとみでうなずいた。

「向むか井いさん、ファイト、ファイトですっ」

　なんか励はげまされたけど……どうしたんだろう、なんで励まされてるんだろう、俺。

「佐倉、俺、なんか励まされる感じだったか？　励まされたいオーラ出してたか？」

　それともタコさんウインナーで変な脳内会話を繰くり広ひろげてしまう俺の残念な脳みそを見み透すかしたのか？

　俺がいくつものはてなマークを頭に浮うかべていると、佐倉は目だけを動かし、俺に美甘と小平のほうへ向くよう促うながした。指示通り向いてみる。

　するとそこで──楽しそうに話している美甘と小平。それを眺ながめる俺。そんな俺にエールを送る佐倉──という構図が出来上がってしまった。そして俺は気がつく。

　嗚あ呼あ、そうか。そういや佐倉は俺が美甘にぞっこんラブだと思い込んでいるんだっけ。

「なに？」

　と、俺の視線に気がついたのか、小平と話していた美甘がこちらへ顔を向けた。

「ぷしっ……いや、べつに」

　俺の言葉と同時に、四人の間をすこし強めの風が吹ふき抜ぬけた。

　流れるようになびく美み甘かもと佐さ倉くらの長くきれいな髪かみ。そして俺おれの鼻水。

　美甘は髪を押おさえながら、不満げに言った。

「ミーティングするって言って、会議室、借りればよかったかしら……」

　すかさず反応する小こ平だいら。

「なに、美甘ちゃんたち、なにか新しい部活でも始めたの？」

　そうか、それで向むか井いはいつも美少女と一いつ緒しよにいるのか──という目つきが俺に向けられた。

「部活じゃなくて、その、今度学校のＰＲポスターを作ることになったの」

　それを聞くと、さすがイケメンと言うべきか、小平は湧わき上あがる美少女好きの本性を笑顔の下にグッと押さえ込み、爽さわやかな調子で言った。

「へえ、俺も手伝いたいな♪」

　ふーん、代わってやりたいな♪

「でも俺はアメフトで忙いそがしいからなぁ。だけど、なんだか楽しそうでいいね」

　苦しいんだなこれが。

「この三人だけで作るの？」

「うん」

「となると……カメラマンは向井か。それでモデルは美甘ちゃんと佐倉ちゃん？」

「紗さ雪ゆきは、おてつだいさんですっ！」

　お弁当を食べていた佐倉が急に張り切った様子でビシィっと手を挙げた。

「でもパンフレット用の写真には一緒に写るのよね」

「うんっ！」

　嬉うれしそうに佐倉ははしゃいだ。

「へえ、向井、おまえやるときゃやるじゃねえか！」

　小平にバシバシと背中を叩たたかれる。

「で、向井は自分からカメラマンに志願したのか？」

「いや、それが古こ場ば先生に──」

「はいっ！」

　えぇー!?　マジで!?

「向井さんは、優ゆう奈なちゃんを、とりたいそうです！」

　そのとき、なぜか佐倉が俺の代わりに口を開いた。

「向井さんは、優奈ちゃんを、かわいくとるんです！」

　俺の過去が佐倉の乙女回路によって改変される。

「そうか自分からか。なら向井、可愛く撮とれなかったら美甘ちゃんに怒おこられるな？」

「いや小平これは違ちが──」

「へーきですっ、向井さんは、ちゃんとかわいく、優奈ちゃんをとります！」

　佐さ倉くらが張り切り、美み甘かもがジト目になり、小こ平だいらが俺おれを見る。どうやら俺の過去はすっかり塗ぬり替かえられてしまったらしい。……それにしても佐倉、なにも三回も同じようなこと言わなくてもいいんじゃないか。そんなに何度も念ねん押おしするように言うと、俺が美甘のこと超大好きで撮とりたくて撮りたくて仕方がない！　みたいな雰ふん囲い気きになっちゃうじゃないか。と言うかもうなってるし小平信じちゃってるしもう弁解できないよどうすんだよこれ。

　小平が俺の肩かたをぐわっと抱かかえ込こみ、顔を近づけて文句を垂れてくる。

「む、向むか井いおまえ、一年の頃ころあれっだけ俺が美甘優ゆう奈なの話をしてもぜんっぜん興味示さなかったくせに……なんだよ自分からカメラマンになったとか……おまえ、マジでむっつりか」

「小平、違ちがうんだよこれは──」

「そうやって否定しようとするところがむっつりなんだよ、おまえは」

　しかし俺は諦あきらめず、小平の誤解を解くため、ちゃんとした真実を話そうと美甘のほうへ振ふり返かえった。すると美甘もこちらを見ている。だが彼女はこの〝自分があまりにも美少女すぎて向井が自らやってきた〟という己の美少女的価値を高める状じよう況きようを歓迎しているのか、俺と目が合うとすぐこちらに向かってメモリーカードを破は壊かいするジェスチャーを見せてきた。そういやさっき佐倉が俺の過去を改変したとき、美甘が否定してこなかったことを思い出す。

「向井、本当は美甘ちゃんのこと大好きだったんだろ？　認めちゃえよ、楽になろうぜ」

　俺はすこし考えてから、そっと口を開いた。

「……嗚あ呼あ、うん」

　ここで俺が下手なこと言ったら、データ、危ないんだろうなあ……。

「向井……？」

　そして俺は立ち上がり、大きく深呼吸をしたあと、胸を張って答えた。

「そうだ、俺は美甘優奈を撮とりたくて自らカメラマンに志願した！」

　これが、カメラマンたる俺の信念の表れだとでも言うように、大声で宣言する。

　美甘が変態を見るような目つきでこちらを見てきた。

　佐倉はなにやら一いつ瞬しゆん驚おどろいたあと、またあどけない笑顔で幸せそうに笑った。

「そうか」

　そう言って立ち上がると、小平はガシッと俺の肩を摑つかむ。

「おまえ、なかなかやるじゃねえか！　見直したぞ！」

　……あんまりうれしくねえな！




　昼休みが終わり、俺たちは着替えて体育館へと向かった。その道中、小平はいやに上じよう機き嫌げんで「こいつ、今度美甘優奈のカメラマンやる俺の親友なんだ」と周りに言いふらしていた。

　おかげで学校中に向井修しゆう一いちが実は美甘優奈の熱狂的な大ファンであり、その欲望を抑おさえきれずとうとう彼女に土下座をしてまでカメラマンを志願したという、これでもかというほど長い尾おひれの付いた噂うわさが広まってしまったのは言うまでもない。もはや弁解の余地はなかった。

「ま、いいんじゃないか」

　元気を失い、どんよりと沈ちん黙もくしている俺おれの肩かたを抱だいて小こ平だいらが言った。

「どんな理由があれ、おまえが嫌いやじゃなきゃ、それでいいじゃないか」

　そんなふうに励はげましの言葉をかけてくれる親友。嗚あ呼あこれが爽さわやかな男の友情なのだと、俺はそんなふうに男同士の青春を感じたいのだが……どう考えても完全におまえのせいだろ小平。

「いやぁ、それにしてもあの美み甘かも優ゆう奈なと一いつ緒しよにお昼食べちゃえるとはなぁ、なんかすげえよ。いやぁ、すげぇ。ほんとすげえ」

「よかったな、これでおまえも故郷でスーパーヒーローだ。あの美甘優奈と飯を共にしたって自じ慢まんしてやれ」

「ＨＡＨＡＨＡ、イエースイエース！」

　小平は上じよう機き嫌げんだった。バレーボールの試合が始まってからもう三回も──誰だれかが意図的にやっているのではないかと思えるほど──彼の顔面には超高速スピンするストレートが直ちよく撃げきしているが、それでも小平は上機嫌だった。彼の顔はストレートを喰くらってもイケメンだった。

　そして、本来なら俺もこんなふうに喜んでいたのだろうか……と、考えてしまう。

　実際問題、美甘や佐さ倉くらのような美少女と一緒にいて嬉うれしくないことはない。ただやはり俺には〝美少女アレルギー〟という妙みようちくりんな体質がつきまとうのだ。素直に喜べないのもまた事実。俺は平和に生きたい。だから美少女から離はなれたい。

「ったくテンション低いな。ぽんぽん痛いのか？」

　小平がボコボコになった顔で言ってくる。

　妙に説得力のあるその顔面に、俺はうたかたの笑みを浮うかべて言った。

「俺の青春って、なんなんだろうな」

「おい……冗じよう談だんにしては重すぎるぞ……」

　テンション大フィーバー中だった小平を若干引かせてしまった。

　それでも自分の運命を直視する俺は、小平にこんな話をふってみる。

「例えばさ、動物園でな。なんらかの手て違ちがいで事務所の鍵かぎが猛もう獣じゆうの檻おりに入ってしまったとする」

「なんだ、藪やぶから棒ぼうに」

　そう言って俺のほうに向いた途と端たん、彼の横顔に超高速ストレートがぶち当たり、一いつ瞬しゆんその顔が細かくブレた。さっきからボールぶつかりまくってるけど、だいじょうぶか？

「……で、その鍵がないと事務所に入れない。おまけに鍵を檻に入れてしまったことがバレて、それを取り出せなかったら動物園をクビにされてしまう。もちろんクビは怖こわいし、鍵は取り返さないといけないから、飼し育いく係がかりは猛獣に近づこうとする。だけど猛獣も猛獣という名だから、そりゃ凶きよう暴ぼうなわけで、自分の檻に入ってこようとする飼育係を狙ねらいに来る。飼育係はそれをわかっていながらも、鍵を取りに行かないといけない。命がけである」

「いや、おかしくね。そうなったら普ふ通つうは安全を確保してから行くだろ」

　そう言われ、俺おれは飼し育いく係がかりの設定を付け足す。

「じゃあ、命知らずのセガールっぽい飼育係っていう体ていで」

「まてまて、セガールなら猛もう獣じゆう一ひねりじゃないのか」

「……いちいちそこはこだわるなよ」

「今一想像できんからな」

　じゃあ……と言って、新しい設定に変える。

「猛獣大好きっ子で手て荒あらな真似はしたくないと思っている飼育係っていう体で」

　すると小こ平だいらはピンと来たらしく、

「なるほど、トモコさんか。おう、それで？」

　と話を促うながした。誰だれだよ、トモコさんって。

　……まぁいいや。

「それで、いよいよ猛獣と同じ空間に入るんだけど、当然猛獣は近寄ってくるだろ」

「まあな」

「飼育係もできる限り安全に事を済ませたいから、猛獣の機き嫌げんを取りつつ、穏おん便びんに鍵かぎを取れるよう頑がん張ばる。だけどやっぱり喰くわれるのが怖こわいから逃にげてしまう。でも、飼育係はその鍵を取り返さないといけない、檻おりから出ようものならクビ。まさに板いた挟ばさみ的てきに追おい詰つめられている状じよう況きようなんだよ。そこで、どうしたらその飼育係は喰われることなく、安全にその猛獣から鍵を取り返すことができるかっていう話。どうすればいいと思う？」

　俺が尋たずねると、小平はすぐに答えを出した。

「そりゃおまえ、逃げなければいい話だろ」

「でも逃げなきゃ喰われるんだぜ」

「バカ、ちげぇよ。逃げるから猛獣は追いかけてくるんだろ。だったら、逃げないで向かい合うんだよ。真心を持ってトモコさんのように接すれば、きっと指一本でわかり合えるはず」

「……さっきから誰だよトモコさんって。あと指一本ってなんだよ怖こぇよ」

　そんなふうに言うものの、小平の話を聞いてもやはりそうするしか方法はないということだけはわかった。たしかにその通りだ。逃げたり、相手を刺し激げきするような行動をするからいけないのかもしれない。お互たがいわかり合うには、まずはこちらから真心を持って近寄っていかなければ、猛獣ともわかり合えないだろう。多少、命の危険は伴うが、鍵を取り返すためにはそれは仕方のないことだ。

「ありがとう小平、なんか俺わかった気がする」

　お礼を言うと、小平は不思議そうな顔をして頭を傾かしげた。

「しかしなんだおまえ、カメラマンじゃなくて飼育係にでもなるつもりなのか。それとも動物王国でも建てるつもりか」

「いや、ちょっとな。ただのたとえ話だよ」

　そこで、ふと彼の顔の異変に気づく。

「あれ、小こ平だいら……」

「どうした？」

　俺おれは小平の顔を正面から見み据すえて、それから恐おそる恐おそる言った。

「……鼻、曲がってね？」

　ようやく小平は保健室へと走って行った。




「修しゆう一いちくん、あのね、今週末なんだけどね……予定とか空いてるかな？」

　放課後、久しぶりに部室に顔を出すと、小さ夜よ子こは開口一番そんなことを口にした。

　俺はパイプ椅い子すに腰こしを下ろし、鞄かばんからノートを取り出しながら頭に予定を思おもい浮うかべる。

「今週末か……今週末はちょっと空いてないな」

　今週末は美み甘かもたちとのポスター撮さつ影えいがあった。考えただけで鳥とり肌はだがふつふつと立ち始める。

「どうかしたのか」

　訊きくと、小夜子は「うぅん、なんでもないよ」と言って、いつの間にか制服のポケットに突つっ込こんでいた手を外に出し、俺から視線を逸そらすと、目の前に広げてあるファッション誌に目を向けた。

　俺はパイプ椅子の上で三角座りをし、親指の爪つめをかみかみしている小夜子をしばらく見つめたあと、手元のノートに視線を落とす。すると、視界の端すみで小夜子がチラチラと目だけを動かしてこちらの様子を窺うかがっているのがわかった。なにか話があるのだろうか。けれどもこの沈ちん黙もくの中で待ち続けるのは少々落ち着かなかったため、俺は頃ころ合あいを見計らって口を開いた。

「あ、あのな小夜──」

「修一くん、最近あまり部室に来ないね」

　タイミング悪く、ふたりの言葉が重なった。

　言いかけだったこちらが途と中ちゆうで折れ、俺は小夜子の話題に乗ることにした。

「そうか？」

「うん。私ずっと部室にいるのに、修一くん最近ぜんぜん来ないんだよ」

「ふむ」

　たしかに言われてみれば、最近は美甘とのことでなかなか部活に行くことができない日が続いたような気がする。……と言ってもそんな何週間もではなく、三日、四日くらいなのだが。

「ちょっといろいろ立て込んでてな」

　俺はノートから顔を上げ、小夜子を見た。

「そんなに忙いそがしいの？」

　小夜子は顔を上げず、パイプ椅子の上で三角座りをしたまま、親指の爪をかみかみしながら尋たずねてきた。爪つめを嚙かんでいるというより、もう親指をしゃぶっているようにしか見えない。

「忙いそがしい……まぁ、忙しいっちゃ忙しいかもしれん」

　特に顔周辺の水回りと、身体全体のイボイボが。

「部活にも来られないくらいなの？」

「そこまでじゃないが」

　そう言うと小さ夜よ子こは、じゃあなんで来ないの、と言わんばかりの眼差しを向けてきた。しかし実際にその言葉を口に出すことはなく、「ふーん」と一言だけ漏もらすと、ふたたび手元の雑誌に視線を落とした。なにをしているのとか、なんで忙しいのとか、そういう質問は一切してこなかった。

　なんだか今日の小夜子はいつもと雰ふん囲い気きが違ちがうように感じられる。それに、俺おれが来てからというものの、小夜子はずっと爪を嚙みっぱなしなのだ。なにかあったのだろうか。

「小夜子」

　雑誌のページをめくる小夜子に、俺は声をかける。

「なにか、嫌いやなことでもあったのか」

　尋たずねてみると、小夜子はページをめくる手を止め、そっと顔を上げて言った。

「どうして？」

　そう答える小夜子は、声の高さも、しゃべりのテンポも、口調の雰囲気もいつもと変わらない様子だった。けれどもやはり、なにか引っかかりを感じる。先ほどから俺の様子を窺うかがっているような、こちらの隙すきを狙ねらっているような……そして、小夜子が内に秘めたものを隠かくすために仮面を繕つくろっているような気がしてならない。気のせいだろうか。

「いや、ちょっとな……」

　俺はそう言って、再びノートに視線を落とした。小夜子がまたチラチラとこちらに視線を向けてくる。

　それからしばらく沈ちん黙もくが続いたあと、小夜子が思い出したように口を開く。

「修しゆう一いちくん、そう言えばさっきなにか言おうとしてなかった？」

　そう言われ、俺も先ほど自分が小夜子に言おうとしていたことを思い出した。

「あぁ、その実はな、廃はい部ぶのことなんだけど……もしかしたら免まぬかれるかもしれないんだ」

　まだ確証を得られたわけではないため、あくまでも可能性だけを示し唆さする。

　それを聞いた小夜子は、「ほんとっ？」と言って口から親指を離はなした。

「もしかして、それで最近忙しかったんだ」

「お、おう」

　まあ噓うそではない。部のために奔ほん走そうしていたと言っても、ここはいいだろう。

「でもどうして？」

　しかしそう訊きかれ、急に俺は二にの句くが継つげなくなってしまった。いずれはバレてしまうとは言え、小さ夜よ子こには今までさんざん〝俺おれのカメラは人間は撮とらない〟と宣言してきたこともあり、やはりプライドかなにかが邪じや魔まをして彼女に美み甘かもたちとのことを話すのはどうも躊躇ためらわれた。それに今ここで小夜子に変な誤解を与えてしまったらますます面めん倒どうな事態も予想されたため、それだけは避さけたいと、俺は冷静な判断でもって、小夜子にはすべてが終わってからゆっくり説明しようと考えた。

　たぶん今の俺は誤解に関して神経質になっていたのだと思う。他の人からはべつに誤解されたままでも構わなかったが、小夜子にまで変な目で見られるのは、さすがにそれだけは避さけたかった。

　そんな黙だまりこくってしまった俺の様子を見て、小夜子は視線を逸そらした。

　しかしここはなにか言わないといけない。そう思った俺が、理由はあとで話す、と口を開きかけようとした瞬しゆん間かん、小夜子は「あっ」と言って突とつ然ぜんパイプ椅い子すから立ち上がると、自分の鞄かばんを手に取り、どこか逃にげるような感じで、

「ごめんね修しゆう一いちくん、今日お姉ちゃんとの約束あったこと忘れてたよ！」

　と言い残し、部室から出て行ってしまった。

「小夜……子……」

　俺は中ちゆう途と半はん端ぱにパイプ椅子から腰こしを上げたまま、バタンと閉まるドアを見つめた。

　そのとき、心なしか、どこか冷たさを纏まとった空気が俺の背に張りついたような気がした。







[image: 第三章　美少女は夢を運び去る。心までも。]
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　ポジティブに考えようと思う。

　こうなってしまったことを今さら悔くやんでも仕方がないので、ポジティブに考えようと思う。

「ポジティブ、ポジティブ……」

　むしろこれはチャンスなのではないか。俺おれがこの試練を乗り越えるだけで、メモリーカードの奪だつ還かんと、もれなく『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の廃はい部ぶさえ免まぬかれてしまうというではないか。

「なるほど、どう考えてもお得にしかならないな」

　そうだ、この調子で今日一日、俺はポジティブシンキングで乗り越えていけばあるいは──。

　しんと静まり返った校舎の廊ろう下かを俺はひとり、頭の中に点在しているポジティブを必死にかき集めながら集合場所である自分のクラスに向かって歩いていた。今日はどこの部活も休みということで、学校にはおそらく古こ場ば先生と俺と美み甘かもと佐さ倉くらの合計四人しかいない。そのため今日一日は俺たちで学校は貸し切り状態、使いたい放題ということになっているらしい。

　つまりなにが言いたいかと言うと、今日はこの広い学校の敷しき地ち内ないならどこでも、いろいろなシチュエーションで人気モデルの美甘優ゆう奈なちゃんを撮とりたい放題できちゃうわけなのである！

「……くそっ、ナメてんのか」

　思わず出てきた本音と、それと一いつ緒しよに口からこぼれ出てしまったポジティブシンキングを急いでかき集め、俺は教室の中に入った。教室には誰だれもいなかったものの、机の上にはすでに二人分の鞄かばんが寄より添そうように並べて置いてあった。愛しの美少女たちはもう来ているらしい。

　俺はとりあえず自分の席に座って準備を始める……と言っても特にすることがなかったため、カメラのチェックを軽く済ませたあと、おもむろに鞄から赤いバンダナを取り出し、それを自分の頭に巻いて言ってみた。

「Ａ─ＢＯＹ修しゆう一いち、ここに爆ばく誕たん！」

　……なんかもう、しんどい。

「ふぅ……」

　一つ息をつき、辺りを見回す。いつもの騒さわがしい様子とはかけ離はなれた、どこまでも続きそうな深い深い静せい寂じやくを纏まとうその教室に、俺は思わずギャップを感じ、すこしばかりの緊きん張ちようを催もよおした。

　誰もいない教室で女の子の到とう着ちやくを待つというのは、なんだか無性にドキドキしてくる。そして目のすぐ先にはその女の子の私物があって、そこにはたくさんの秘密が詰つまっていると思うと、多少なりともその秘密を覗のぞいてみたいという男心がくすぐられてしまう。

「……いや、待てよ？」

　そこで俺はふと、ある可能性に気がついた。

　そしてその可能性に気がつくやいなや、俺はすぐさま席から立ち上がり、それからゆっくりとなに食わぬ顔で教室のドアに向かった。

「まさか人質をひとり教室に置いていくなんてな。美み甘かもも案外、チョロい奴やつだぜ」

　そうだ、俺おれが気がついた可能性とは、美甘の鞄かばんの中にメモリーカードが入っているのではないかということ。まさか常に持ち歩いているはずもないし、かと言って俺を脅おどすためにはすぐに取り出せる場所になくてはならない……そうするとつまり、鞄の中が有力というわけになる。

　これはまさに、願ってもみないチャンスだった。正直なところ、俺はこの撮さつ影えいが終わったからと言って美甘からメモリーカードを返してもらえるなんてちっとも思っていなかった。だから撮影が終わるまでになんとか美甘の隙すきを突ついて、こっそりとメモリーカードを取り返そうと考えていたのだが……まさかこんなに早くそのチャンスが巡めぐってくるとは。

「やはり神は俺の味方だったか……」

　俺は勝かち誇ほこったようにつぶやいてドアを静かに開け、それから急いで廊ろう下かに顔だけを出し、左右から彼女たちが帰ってきていないことを確認すると、直ちにメモリーカードを奪だつ還かんするため、忍しのび足あしでこっそりと美甘の鞄に近づいた。その姿はまさしく、体育の時間に更衣室に侵しん入にゆうして女子生徒の着替えを狙ねらう制服泥どろ棒ぼうのそれとよく似ていた。

　我ながら頭に巻いたバンダナがよく利いていると思う。

「ふ、ふふ……ッ！」

　緊張のあまり、鼻息が荒あらくなる。心の中で俺は己の正義を再確認した。自分はべつに美甘の秘密を盗ぬすもうとして鞄を開けるのではないと。自分の所有物を奪還すべく開けるのだと。

　これは、立派な任務なのであると！

「で、では……ご開帳といきますか……ふひっ！」

　そして、俺がいよいよ鞄のジッパーに指をかけようとした、その刹せつ那な──。

　これまたびっくりドアの開く音が！

「──っしゃおらぁ！」

　瞬しゆん間かん、俺は見事な大バク転に次ぐ大バク転をその場でぶちかまし、即座に鞄から距きよ離りを取って壁かべに張りついた。なんというアクロバティックな緊きん急きゆう回かい避ひ、オリンピックも夢じゃない！

「み、美甘さんか……驚おどろかすなよ」

　俺が息を荒げながら言うと、

「それはこっちのセリフよ……」

　と言いながら、美甘が怪け訝げんそうな顔つきで教室に入ってくる。そのあとに佐さ倉くらが続いた。

「向むか井いさん、おはようございますっ」

「はい、おはよう」

　佐倉はメガネをかけ、今日もぽかぽかにこにこと笑みが絶えない。

「…………」

　あっぶねぇ～！　もう少しで衝しよう撃げき的てきな瞬間を目もく撃げきされるところだったぜ！　ほんとあぶねえ。もしここで俺おれが美み甘かもの鞄かばんを開けている瞬しゆん間かんを見られでもしたら、今度こそ俺の人生間ま違ちがいなく終わってた！　なんという九死に一生スペシャル！　あわや俺の人生！　ナイスバク転！

　なるほど、ギリギリを生きるとは、こういうことか！

「それで、そんなに焦あせったような顔して、なにやってたのよ」

　美甘が自分の鞄のところまで行くと、なにか変わった様子がないか鞄をチェックし始める。

「まさか私たちの鞄、漁あさろうとしてたんじゃないでしょうね」

　美甘のその鋭するどい勘かんに、俺は肝きもをひやりとさせた。

　なんて機き敏びんな推察能力を備えているのだ、この美少女は。

「えっ、なんで？」

　しかし佐さ倉くらがよくわからないといった様子で尋たずねる。

　すると美甘はこちらに鋭するどい視線を投げつけて言った。

「変態だからよ、あんな格好して、まさに変態そのものじゃない」

「くっ……」

　美少女名探たん偵てい・美甘優ゆう奈なに睨にらみつけられた俺は、まるで追おい詰つめられた犯人の心境を抱いだき始め、そこらへんになにか武ぶ器きになる鈍どん器きがないかと視線の隅すみで無意識に探していた。

「そ、そんなまさか……」

　そしてカメラを手に持ち、最後の弁解に挑いどむ。

「俺がそんなことするはず、ないだろ？」

　もしもこここでバレたら、俺は、俺はこのカメラで奴やつの頭を……ッ！

「まっ、べつに変なもの入ってないからいいんだけど」

　しかし美甘はそれ以上の詮せん索さくをすることなく、鞄から手鏡を取り出して前まえ髪がみの細かいチェックを済ませると、あっさりとしたような口調で言った。

「もうこっちは準備できたから、早く始めちゃいましょうよ」

「お、おう……俺も準備はできてるぜ」

　そう言ってカメラを構えてみせると、しかし美甘が一いつ瞬しゆんにして不ふ機き嫌げんそうな顔を向けてきた。

「ちょっと待って……あなた、もしかしてその格好で撮さつ影えいするつもり？」

　美甘の視線は俺の頭に向いていた。俺はバンダナを触さわりながら言う。

「なにか問題でもあるというのか、美甘氏」

　美甘が心底呆あきれ返かえった様子で言う。

「あるわよ。そんなふうに人をおちょくるような格好の人間に、私は撮られたくない」

「べつに美甘さんをおちょくっているわけではなくだな……」

「向むか井いさんは、アキバ系、ですよねっ」

「そうでゅふ」

　と、佐倉のフォローに俺は乗っかった。

「今日一日、俺おれは俺をやめる。そしてＡ─ＢＯＹ修しゆう一いちとして美み甘かもを撮さつ影えいしちゃうのだ」

　そんな俺を見て佐さ倉くらが、おぉ、というような表情を見せる。拍手ありがとう。

　しかし美甘は首を振ふり、大きくため息をついて言った。

「そんなのダメよ。この撮影はあなたが任されたものなんだから、しっかりあなたが自覚と責任を持ってやらないとダメ。たとえ嫌いやでも自分で引き受けた限り、撮影の責任はあなたにあるの。それを最初から放ほう棄きしようとするなんて、そんなのカメラマン失格よ。もしあなたがプロになるつもりがあるのなら、その考えじゃ甘い。現場でやっていけないわよ？」

「うっ……」

　美甘に痛いことを言われ、俺はおとなしくバンダナを取った。たしかに、美甘の言う通りかもしれない。プロとして仕事を始めるようになったら、好きな仕事だけをしていけるとは限らない。中には自分の嫌な仕事もやらないといけない場面も出てくるだろう。だがそんなとき、もしも今みたいにそれをおろそかにして仕事を放棄してしまうようなカメラマンならば、次からは仕事の依い頼らいも来なくなる……ということか。

　なるほど、やはりプロで活かつ躍やくするモデルの言うことは重みがあるな！

「…………」

　……と、そこで俺はなにか引っかかるものを感じる。今俺は美甘の言った素晴らしいお言葉に素直に納得してしまったのだが、しかしよくよく考えてみると、果たして動物カメラマンになる道程に、美少女を撮影するような仕事が来るなんてこと、あるのだろうか？

「なあ美甘さん」

　そしてそんな疑問をぶつけようと俺が口を開いた瞬しゆん間かん、美甘がちょうどタイミング良く教室からそそくさと出ていった。それはもうまさしく、俺の考えに気がつき逃にげるような感じで。

「ふむ……」

　これはまんまと美甘に乗せられたような感じがしますねえ！

「まあいい。どうせやることは変わらんのだ……」

　俺はひとり教室で悟さとりの境地を迎えると、すぐに彼女たちの後を追った。




　古こ場ば先生にこれから撮影を開始すると告げ、学校内のマスターキーを受け取ると、俺たちはまだ太陽が高い位置にあるうちに外の撮影を済ませちゃおうと、まずは中庭に向かった。

　どのような絵にするかということは、この前のファミレスで事前に決めていたため、あとはその絵を撮れるポイントに俺が立ち、彼女たちを上手く撮ることだけが勝負どころとなった。

　さっそく俺はパンフレットに載のせる〝仲良く会話をしながら歩くふたりの女子生徒〟のカットを撮るため、校舎が背景に写る位置にしゃがみ、向こう側から歩いてくる美甘と佐倉を狙ねらう。

「普ふ通つう、こんな可愛い美少女がふたりも、そう簡単にいるわきゃねえだろ……嗚あ呼あ、鳥とり肌はだが」

　と、この学校のほぼチートな客寄せパンダならぬ、客寄せ美少女をファインダーに捉とらえながら、俺おれは愚ぐ痴ちをこぼした。しかしこれが現実なのである。現に美少女ふたりはこの学校にいて、普ふ段だんからこうして学校の敷しき地ち内ないを楽しそうに会話しながら歩いているのである。

「世の中の均きん衡こうが崩くずれかかっている……美少女はこんなふうに同じ場所に存在を偏かたよらせてはいけないんだ……どこも平等に、満まん遍べんなくちりばめられなくてはいけないんだ……」

　と、そんなふうに美少女を意識してしまったせいか、体が反応し、外だというのに鼻び腔こうがひくひくと疼うずき始はじめた。だがそれほど激しいものではなくなんとか堪たえられる感覚だったため、俺はあまり気にせず撮さつ影えいを続行する。

「さようなら、俺の信念……」

　そしてふたりがシャッターポイントに差さし掛かかるのを見て、俺は〝ねこちゃんしか撮とらない〟という七年抱かかえてきた己の信念にお別れを告げ、シャッターボタンに指を乗せた。自分の夢への道を取とり戻もどすためとは言え、やはり貫つらぬき通してきた信念を折らなければいけないのは名残なごり惜しいものがあった。だが進まなければいけない。それがデステニーなのだから。

　そう俺が腹を括くくったそのとき──、

「くちゅんッ！」

　七年もの歳月を共にしてきた信念とのお別れに鼻腔も思わずジーンときてしまったのか、シャッターを切ると同時に、なんとも可愛らしいくしゃみが俺の手を不意に揺ゆらしてしまった。

「どう、最初だからうまく撮れてるか確認してあげる。見せて」

　それから美み甘かもと佐倉が近づいてきたため、俺は今撮った写真を表示すると、それを確認することなく足下にカメラを放置し、ササッと距きよ離りを取った。美甘が不ふ機き嫌げんそうに俺を睨にらみつけながらも、写真の確認に入る。

「なによこれ！」

　写真を見た美甘が驚きよう愕がくと激げき怒どの中間辺りに属しているような声を出した。

「ちょっと、一枚目からこれってどういうことなのよッ！」

　言って、美甘が俺にカメラを押おしつけてくる。

「ひぃっ」

　俺は猿さるのような俊しゆん敏びんな動きで後ろへと飛び下がりつつ、カメラを手に取ると画面を確認した。

「うおっ！」

　二人が横に細かくブレて、なんだか高速移動しながら会話をしているように見えるぞ!?

「ニンジャ学校のパンフレットに使えそうだな！」

「ふざけてるの？」

　おっと、心の声が口からこぼれてしまっていたようだ。しっぱい、しっぱい☆

「すまん、ちょっとタイミング悪くくしゃみが出てきて……悪いがもう一回頼たのむでござる」

「次、真面目に撮らなかったら許さないでござるよ……」

　と、そこまで言って美甘がハッと表情を固めた。

「わかってるでござるよ」

　こちらの語尾に釣つられた美み甘かもに俺おれがニヤニヤしながらそう返すと、美甘はあまりの恥はずかしさからわなわなと悔くやしそうな顔をして、隣となりで小さくクスクスと笑っている佐さ倉くらの手を引きながらもう一度スタート地点に戻もどっていった。それからなんの合図もなしにすこし顔を赤くした美甘と、先ほどと同じような表情の佐倉がこちらへ歩いてくる。

　そんななんとも言えぬ表情をしながら歩いてくる美甘を見て、またしても俺の鼻び腔こうが疼うずき始はじめてしまったため、俺はふたりがシャッターポイントに差さし掛かかるギリギリまで目を瞑つむっていることにした。

　耳を研とぎ澄すまし、ふたりの足音がこちらに近づいてくるのを感じ取る……それにしても、美甘も案外おちゃめな奴やつだ。蒸むし返かえしては悪いが、あの俺の中で伝説となったギャグ『神経縄じよう文もん杉すぎ』といい、今の俺の言葉に釣られてしまった言動といい、てっきり完かん璧ぺき超人の美少女かと思っていたが、結構普ふ通つうに、そういった可愛いところもあったりする。まぁ──

「ちょっと、やる気あるの？」

　と、こんなふうに怒おこると怖こわいが……って、ん？

「へっくしっ！」

　声に気がつき、鼻をこすりながら目を開けると、そこには陶とう器きのようにすべすべとした美甘の二本の生足が並んでいた。あまりの近きん距きよ離りに、もう一発くしゃみが炸さく裂れつする。

「きゃっ……ちょ、ちょっと！」

　顔を上げる。こちらから一歩距離を取ったところで美甘が焦あせったように俺を睨にらんでいた。

「私、本気で怒るわよ？」

「な、なんだよいきなり」

　俺は突とつ然ぜん怒り出した美甘に対し、負けじと強気を見せた。

　すると美甘は、瞳ひとみをギラギラと怒いからせながら笑顔で言った。

「私たち、今日なにしてるか知ってる？」

「えっ……なんだっけ」

　そんなことをふざけて言ってみる。

「写真よ、写真を撮とりに来てるんでしょ！」

　すると、美甘がもう我が慢まんできないといった様子でまんまと怒り出してしまった。

　俺は彼女をなだめるべく、和やかな雰ふん囲い気きをもう一度作ろうとして口を開く。

「そうだった！　すっかり忘れてたぜ！　あっ、いや、忘れてたでござる。すまんでござるよ」

「もう引っかからないわよッ！」

　途と端たん、ムキーッと美甘が一歩踏ふみ出だした。それを見て俺はすぐに立ち上がり構わず逃にげる。

　そして逃げながらこちらに向かってくる美甘の写真を撮った。

「なに撮とってるのよ！」

「怒おこっても可愛い美み甘かもさん！　なんつって」

「そんなこと言っても許さないんだから！」

「佐さ倉くら、助けてくれぇ！」

「向むか井いさん、紗さ雪ゆきも、撮ってくださいぃぃ！」

　そう言いながら、佐倉もこちらへ走ってきた。

「ヤバイ、特大ましゅまろがやってくる！」

「……ッ！　紗雪のこと、そんな目で見てたのね！」

「やべっ」

「やっぱり変態！　盗とう撮さつ魔ま！　今すぐ警察に連行してやる！」

「向井さぁーん！　紗雪も、わあぁぅッ！」

　そのとき、美甘の後ろで佐倉がバッターンと盛大にずっころげた。それはもう、なんにもないところで、まるで空気にでも躓つまずいたかのように思いっきり盛大に顔面から地面にダイブした。

「佐倉！」

「紗雪！」

　俺と美甘はすぐさま彼女のフルネームを叫さけび、近くまで駆かけ寄よった。

「紗雪、だいじょうぶ？」

　美甘が俯うつぶせの佐倉に尋たずねる。すると佐倉はおでこを真っ赤っかにしながら顔を上げて笑った。

「えへへ、紗雪、ころんじゃったかな？」

　ダメだ、記き憶おくが飛んでる！　転んだ、おまえは転んだんだぞ！

「紗雪、立てる？」

　美甘が手を貸し、佐倉はゆっくりとその場に立ち上がった。

　えへへと笑う、今までよりももっとハッピーな感じになっている佐倉の顔を見る。幸い目立った外傷はおでこにできた大きなたんこぶだけで、鼻血も出ていなければ大きな傷も見当たらない。おそらく、いや、おそらくだが……転んだときに彼女の大きな大きな特大ましゅまろがクッションになり、おでこ以外のダメージを抑おさえたのだろう。なるほど、さながらおっぱいクッションといったところか。俺は今まで、それは男を喜ばせるだけの単なる飾かざりかと思っていたが、どうやらその考えは浅はかだったらしい。まさかこんな自己防衛機能が備わっていたとは……なんとも恐おそるべし機能性を誇ほこるおっぱい……いや、おっぱいクッション！

　……おっぱいクッション！

「ほんとにだいじょうぶ？」

　美甘は心配そうな様子で、佐倉の制服の埃ほこりをやさしく払はらいながら言った。

「うん、だいじょぶ、だよ。でも、ちょっと汚よごれちゃったから、紗雪、手、洗ってくるね」

「一いつ緒しよに行く？」

「うぅん、へーきだよ」

　佐さ倉くらはそう言うと、自分の両手に目を落としながら水飲み場のほうへ歩いて行った。

「あっ、ハンカチ持ってるー？」

　そんな佐倉の後ろ姿に美み甘かもが声をかけると、

「じゃーん！」

　と振ふり返かえり、佐倉は得意げに制服のポケットからハンカチを出して見せた。

　美甘は佐倉に微ほほ笑えんだあと、視線をそのままに、まだ怒おこっているような口調で隣となりに立つ俺おれに言った。

「もう、あなたが真面目にやらないからでしょ」

「……悪い。もう絶対にふざけないから、もう一回頼たのむ」

　俺はそう言って、美甘に頭を下げた。今回は佐倉が無事だったから良かったものの、前から思いっきり地面に激げき突とつするなんて下手をしたら大事故を起こしかねなかった。それに今日は保健室の先生もいないため、事故になった場合はそれこそ緊きん急きゆう事態になりかねない。

　それに、おっぱいクッションも二回目は機能しないかもしれない。

　ちょっと、ふざけすぎた。

「あっ、戻もどってきた」

　それからしばらくすると、ようやく佐倉が帰ってきた。

　しかし、ひとりではなく、なにやら小さなお客さんを連れて──。




　俺はねこちゃんが好きだった。ねこちゃんに限ってはオスもメスも、子こ猫ねこも成猫も、どんな種類だって分わけ隔へだてなく平等に、俺にとっては皆みな天使のような存在だった。

　だから、たとえそれが罪だとしても、弱りきった天使をそのまま放っておくことなんてできなかった。

「ちょっと、撮さつ影えいはどうするのよ」

　制服にくるまれたその小さな命を胸に抱かかえて歩く俺の横で、美甘は焦あせったように言った。

「今日が最後なのよ、こんなに晴れてる日は！」

　天気予報は明日から曇り、明後日からは雨になっていた。雨が降れば桜も散ってしまう。

　撮影するには、今日が最高で、今日が最後だった。

「それに、その子を助けたところでそのあとはどうするのよ。あなた責任持って飼かえるの？」

　そう言われて、俺はそれが無理なことを自覚していた。たとえ助けたところでうちでは飼えない。母親がアレルギーなのだ。だから姉の誕生日のときも本物ではなく、本だったのだ。

　なにも答えない俺を見て、美甘がその場に立ち止まって言った。

「無責任よ、飼えないのに助けるなんて」

　そんなことはわかっていた。俺のやろうとしていることは偽ぎ善ぜんだとも承しよう知ちしていた。

「だけど、そのまま見殺しにするなんて……俺おれにはできない」

　そう言って俺は佐さ倉くらに保健室の鍵かぎを開けてもらい中に入ると、その子をそっと寝ねかせ、すぐに清潔なガーゼを棚たなから取り出した。そのあとすぐに佐倉が入ってくるが、美み甘かもの姿はなかった。

「向むか井いさん、ねこさん、だいじょうぶですか……？」

　先ほど、佐倉が水飲み場から戻もどってきたとき、彼女は困ったようにしてその子を抱かかえていた。

　すぐに近くまで寄ってみると、彼女の腕うでの中には小さく震ふるえているねこちゃんがいた。

　聞けば、水飲み場の近くの草くさ陰かげで上半身だけを起こし、必死にかすれた声で鳴いていたのだという。佐倉はそんなねこちゃんの姿を見て、怖こわくなって、どうしたらいいのかわからなくて、でも助けなきゃと、気がついたらねこちゃんを抱え夢中で俺たちのもとまで駆かけてきたと話した。

　ねこちゃんは俺たちのところに来たときはもう鳴いていなかった。

　おそらく、最後の力で佐倉に助けを求めたのかもしれない。

　そして、今日学校にいるのは俺たちだけ。先生も水飲み場なんて近づかないだろう。

　だから、もしも佐倉がその声に気がつかなかったら、この子はきっと──。

「わからないけど、できることはやってみる」

　俺は不安がる佐倉にそう言うと、ひどく脆もろくできている砂の器を扱あつかうような手つきでねこちゃんの体を隅すみ々ずみまで拭ふいてやった。思いの外ケガはそこまで酷ひどくなかったが、見るからに衰すい弱じやくしきっている。体の大きさから生後二ヶ月といったところだろうか。いや、もしかしたら体が小さいだけでもっといってるかもしれない。

「向井さん、紗さ雪ゆき、なにかお手伝いしたいです」

　ねこちゃんを心配そうに覗のぞきながら、佐倉が泣きそうな顔で言った。

　俺はそのかなりの至し近きん距きよ離りにいる佐倉に鼻をひん曲げ、体中からあらゆる汁しるを流しながらも、それでもねこちゃんを助けたい一心でアレルギーに耐たえ、彼女に頼たのむでもなく言った。

「ダンボールと……なにか温かいものがあればいいんだが……」

　春とはいえ、衰弱しきっているねこちゃんの体温は低い。まず第一に、この子の体からこれ以上の体温を下げさせないようにしてあげることが先決だった。

「ダンボールと……あたたかい……あたたかいもの……うぅ、紗雪、学校のなか、さがしてきます」

　いい物が思おもい浮うかばず頭の中に迷いが渦うず巻まく佐倉は、しかしとりあえずなにか動かないといけないと考えたのか、そう言って立ち上がるとすぐに保健室の出口へ走った。

　そして彼女がドアに差さし掛かかった、そのとき──、

「優ゆう奈なちゃんっ！」

　佐倉が驚おどろきに満ちたような声をあげる。声につられ、俺も出口のほうへ振ふり返かえる。

　するとそこにはダンボールとペットボトルを抱かかえ、頭もボサボサに、息を切らしている美み甘かもの姿があった。

「優ゆう奈なちゃんっ、優奈ちゃんっ！」

　美甘が戻もどってきたことに佐さ倉くらが本当に嬉うれしそうな声をあげる中、美甘は脇わき目めも振ふらずにこちらへ真っ直ぐ歩いてきては近くに自分の抱えてきたものを置き、それから息も絶え絶えにしてしんどそうに言った。

「ダンボールと、温かいお湯の入ったペットボトル……それと、きれいなタオル……」

「美甘……さん……」

　美甘は俺おれをしっしと払はらい退のけ、制服にくるまれたねこちゃんをタオルの敷しかれたダンボールの中にそっと入れると、その周りに別のタオルで巻いたお湯の入っているペットボトルを置き、心底疲つかれ切きった様子でぐったりと息をついた。

「優奈ちゃんっ、優奈ちゃんっ」

　そんな美甘に佐倉が抱だきつく。俺はそんな彼女を見て、いつもとはまた違ちがう鳥とり肌はだを立てた。

　それから驚おどろいたことに、ねこちゃんがかすれた声でニャーニャーと鳴き始めたため、俺は急いで水を用意し、自分の昼食用に持ってきていたパンをほぐして即席ねこまんまを作るとそれをねこちゃんの口元に置いてやった。さすがに食べないだろうと思っていたのだが、ねこちゃんは上半身を起こすと、その小さな口でちまちまと必死に食べていた。けれどもそれも一口、二口に終わる。
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　そんな光景を眺ながめながら、このあとどうしようかと模も索さくしていたとき、今度はいきなり古こ場ば先生が保健室に入ってきたかと思いきや、学校の近くに診みてくれる獣じゆう医いさんがある、と言ってこちらまで駆かけ寄よって来た。そしてねこちゃんの様子を見たあと、先生はすぐにダンボールを抱かかえて立ち上がった。

　俺おれはそんな先生のあとに続こうとして、しかし視界に美み甘かもたちの姿が映ったのがわかり、その場でグッと歩みを堪こらえた。このまま動物病院までついて行きたい気持ちはあった。だがそんなことをすれば今日の撮さつ影えいは完全に中止になってしまう。中断ではなく、今度こそ中止だ。ふたたび学校に戻もどってくるときには陽も落ちているだろうし、そんなことになってしまったら──今日という日を逃のがしてしまったら、ポスターは完成できなくなってしまう。

　それになにより、美甘がそれを許さない。

「先生……」

　俺は保健室を出ていく先生の後ろ姿に言った。

「その子……よろしくお願いします」

「あぁ、あとは私に任せなさい。おまえたちは、ほら、撮影を続けてくれ。撮とれる日は今日しかないんだ」

　そう言って、先生はねこちゃんの入ったダンボールと共に保健室から去っていった。

　俺はそんな先生の後ろ姿を見て、急に情けなくなってしまった。飼かえないくせに拾って、撮影まで中断させて、挙げ句、最後は結局他ひ人と任せで。あまりにも情けなくて、なにもかも中ちゆう途と半はん端ぱで、ひどく自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってしまった。

　振ふり返かえり、そしてもう一度ふたりに頭を下げる。

「……本当に、すまない」

　そんな俺を、美甘は黙だまってしばらく見たあと、それからどこか怒おこった様子で口を開いた。

「ほんとよ、真面目に撮らないし、撮影は勝手に中断させるし、あなた今日、いったいなにをしに来たの？」

「……ごめん」

「今日中に撮影終わらなかったら、ほんと、どう責任取るつもりなのよ？」

「…………」

「それに見てよ、この頭。せっかく今日の朝ばっちりセットしてきたのに、髪かみ、ボサボサになっちゃったじゃない。制服だってくしゃくしゃだし、これぜんぶ直すのにどれだけ時間かかるかわかる？」

「ゆ、優ゆう奈なちゃん……向むか井いさん、かわいそうだよぅ……」

　佐さ倉くらに言われて、美甘はそこで言葉を吞のみ込こんだ。

「……そうね、言いたいことはたくさんあるけど、これ以上文句言ってたら本当に時間がなくなっちゃう。紗さ雪ゆき、髪かみセットするの手伝って」

「優ゆう奈なちゃんの、かばんのなかに、アイロンとか、入ってるよね？」

　美み甘かもがうなずくと、佐さ倉くらは道具を取りに急いで保健室を出て行った。

　それからまた、じっと俺おれのことを黙だまって見たあと、

「あなたのせいで、予定が狂くるったわ……」

　と、美甘が保健室の出口へ向かう。

　そんな彼女の後ろ姿に、俺は振ふり返かえらずにもう一度、謝った。

「本当に……悪かった」

　すると美甘はそこで立ち止まり、振り返らないまま、先ほどと同じ感じで、しかしどこかやさしさを含ふくんでいるかのような声音で言った。

「……でも、そんなに何度も謝らなくていい……本当は私だって、あなたのやったこと、あれで良かったと思ってるんだから……それと、もしあの子にもらい手が現れなかったら、あの子は私が引き取る……だから安心しなさいよ」

　そして美甘はドアまで行くと、「なんとしても今日中に撮さつ影えい、終わらせちゃうからね！」と言って、保健室を出て行った。

「…………」

　なにも言えなかった。美甘の言葉が、しんと胸に沈しずんでいく。

　たくさん迷めい惑わくをかけてしまった無責任な俺に、しかし美甘はやさしい言葉をかけてくれた。

　いや、それだけじゃない。俺の中で一番不安の塊かたまりになっているであろう、あのねこちゃんのあとの心配までしてくれて、そして、安心まで与えてくれた。

　そんな彼女に、俺はなにができる。ふざけて、真面目にやらないで、挙げ句、自分の都合でばかり動いてしまった俺は美甘に……いったいなにができる。

　そっと深呼吸をしたあと、拳こぶしを固く握にぎりしめた。

　それから俺は、今日だけは美甘優奈を可愛く、そしてきれいに撮とることを心に決める。

　それが、今の自分にできる、唯ゆい一いつの誠意なのだ。




　学校のホームページとパンフレット用の写真をすべて撮り終えると、俺たちは一度教室に戻もどってお昼休きゆう憩けいを取ることにした。

　トイレから戻ったあと、美少女ふたりから離はなれたところに座り、一息つく。

　しかし俺の昼食は先ほどねこまんまに使ってしまい、使わなかった分もダンボールの中に一いつ緒しよに入れてしまうというミスを犯してしまっていたため、あいにく俺にはお昼ご飯がなかった。

　ない昼食が出てくるはずもないまま、鞄かばんの中を黙だまって覗のぞいていると、

「向むか井いさん、これ、どうぞっ」

　と、いきなり佐倉が隣となりにやって来た。

　ガタッと俺おれは椅い子すごとのけ反ぞり、そして彼女の持っているものに目を向ける。

　そこにあったのは、お弁当箱のふたに乗せられたミニ弁当だった。

「こ、これは……？」

「向むか井いさんの、お昼ごはん、さっきねこちゃんの、ダンボールと一いつ緒しよに、運ばれってっちゃったので、紗さ雪ゆきと、優ゆう奈なちゃんのおべんとうを、おすそ分けですっ！」

　そう言って佐さ倉くらは机の上にミニ弁当と割わり箸ばしを置いてくれた。

「あ、ありがとう」

　俺は佐倉にお礼を言ったあと、美み甘かもに顔を向ける。

「美甘さんも、ありがとう」

　すると、もくもくとおかずを口に運んでいた美甘は箸を止め、こちらに視線を向けては、

「途と中ちゆうでバテられたら困るのよ」

　とぶっきらぼうにそう言って、それから視線を逸そらして箸を口にくわえると、どこか焦あせったような様子で続けて言った。

「あ、あと、それと、私のことはもう……美甘でいいから」

「え？」

　聞き返すと、美甘は今度、怒おこったように目を瞑つむって叫さけぶように言った。

「だ、だから〝さん〟を付けなくていいって言ってるの！　いちいち聞き返さないで！」

「え、あぁ……はい。じゃあ、美甘……って、呼ぶよ」

　俺が確認すると、美甘はまたそっぽを向いてお弁当を食べ始めた。

　その様子を黙だまって見ていた佐倉は、それからずいぶんにこにこ楽しそうに微ほほ笑えんでいたかと思うと、次に俺の机の上にあったミニ弁当をもう一度、自分の手に取って言った。

「向井さん、お弁当、一緒にたべませんか？」

　その瞬しゆん間かん、〝あっ、今まで忘れてた、ゴメンチョゴメンチョ〟と言わんばかりに全身の身の毛が一いつ斉せいに弥よ立だった。

「え、えっと……だな」

　どうせならそのまま忘れていてほしかった。そう思いながら、俺は急に機能し始めた己のアレルギーの様子を窺うかがいつつ、しかし危険は侵おかしたくないので佐倉に、ありがたいけど俺はここでひとりで食べるよ、と、そう伝えようとした。しかし……。

「向井さん、おいしいお茶も、ありますよぉ！」

　見れば佐倉はもうすでに自分たちのところにミニ弁当を持っていっており、水すい筒とう片手に俺をにこやかに待っているのであった。有無を言わせぬこの状じよう況きよう。

　もはやその好意の連続をここで無む下げにすることも許されない。絶対にだ。

　俺は鞄かばんの中に手を突つっ込こむと、こんなこともあろうかと今朝コンビニで買っておいた新兵器〝鼻び腔こう拡かく張ちようテープ〟を手に彼女たちの席へと向かった。誰だれもいない学校で、美少女たちと一緒に彼女たちの手作り弁当を食べるなんて、なんたる理想の夢物語。涙なみだが止まらねえ。

「では、このおすそ分け……ありがたくいただくッ！」

　そう言って鼻び腔こう拡かく張ちようテープを鼻にくっつけた。瞬しゆん間かん、なんということだろうか。

「お、おぉ……」

　鼻の通りが一気によくなり、美味しそうな匂においが自分を包み込んでいることに俺おれは気づいた。

「こ、この感じ……ッ！」

　食欲を刺し激げきされ、俺のおなかが可愛らしく「きゅ～ぅ」と鳴いた。なんというおちゃめさ。

　しかし今の俺にとっては、この美少女たちと一いつ緒しよにいる状じよう況きようでお昼を美味しくいただけるといった、今まででは考えられないような可能性を前に、そういった男が見せるキュートな一面という恥はずかしさをいちいち気にしている場合ではなかった。鼻腔拡張テープによって抑おさえられた鼻水が逆流し、目から涙なみだとして溢あふれ出でている珍ちん現げん象しようも今は見過ごそうではないか。

「……食べないの？」

　歓喜に胸を躍おどらせながら鳥とり肌はだを全開にし、目から鼻水を逆流させてしまうというビックリ人間化した俺に、美み甘かもが不安そうな顔で尋たずねてきた。

「いや、なんか、うれしくてさ！　食べる、食べる」

　俺が自身の体のあらゆる異常に構わず、ただただ鼻腔拡張テープの驚おどろきの効果に感激して言うと、美甘はなぜか困ったような表情をして言った。

「そ、そんな喜ぶことじゃないわよ……涙まで流すほどのことなの……？」

「いや、もう、俺にとってはこれ以上ない至し福ふくの時だぜ！」

　なにせ、まさか美少女を前に、食の喜びがあるのだから！

「それじゃ、いただきます」

　言って、俺は〝向むか井い、カンゲキ！〟と言わんばかりに涙を流しながらおすそ分けのお弁当を次々に口へと運んでいった。への字に笑った目から大量の涙を流し飯をかき込むその幼稚園児ですら十秒で描かけそうなくらい単純な俺の顔はまさしくアホだった。

　そしてそんな八十年代の漫画に出てくるアホキャラのような顔で、そのあまりの旨うまさと歓喜に何度も唸うなるのだ。

「ぅんめぇ～！」

　まさしく新世界の幕開けだった。

　鼻腔拡張テープ、恐おそるべし威い力りよく！　涙で前が見えないが……わかる、味がわかるぞ！

　俺は味がわかる喜びと、鼻腔拡張テープの持じ続ぞく時間内にできるだけ多くを食べておきたく、夢中でおかずを口の中に運んでいく。卵焼きは中のほうが半熟になっており、そこから濃のう厚こうな甘みが舌いっぱいに広がった。肉じゃがは言うまでもなくどの食材にも味と色がしっかりと染み込み、けれどもじゃがいもの微かすかな歯ごたえは残しつつあるため、よく嚙かませ、そして味を存分に堪たん能のうさせる。からあげも冷めてはいるがしっかりと鶏とりモモ肉の弾だん力りよくを感じさせてくれるでき具合となっており、それらを食べたあとのサラダはさっぱりしていてまた美味だった。

　うまい、うますぎるっ！

　俺おれは呼吸すら忘れ、まるでアニメの大食いキャラのような勢いであっという間にミニ弁当を平らげた。

　彼女たちの手作り弁当はどれも間ま違ちがいなく最高にうまかった。

「すごいうまかった」

　佐さ倉くらの用意してくれたお茶を飲み下し、鼻息をスーハー鳴らしながら言った。

「やったね、優ゆう奈なちゃんっ！」

「え、まあ……あ、当たり前よ！　美味しくないはずがないじゃない！」

　美み甘かもはどことなく嬉うれしそうにしながら威い張ばり散ちらした。

「ふたりとも、これだけうまいもの作れるなら、いいお嫁よめさんになれるんだろうな」

「は、はぁ!?」

　俺のその言葉に佐倉はハッとし、そして美甘はあわてた様子で目をまん丸くして言った。

「な、なに急に変なこと言ってるのよ！　およ、およよ、お嫁さんって、どういうこと!?」

「そのままの意味なんだが……」

「い、意味わからない！　ほんっと変態の考えることってあまりにも唐とう突とつすぎるわよ！」

「さ、紗さ雪ゆきは、優奈ちゃんと、向むか井いさんを、おーえんします！」

　ほら美甘、もっと意味わからないこと言い始めた子がいるぞ。

「なにおかしなこと言ってるのよ、紗雪まで」

　美甘が落ち着かない様子で佐倉の口に肉じゃがを詰つめる。

「えへへ」

　佐倉はぽけぇーっと、なごやかな微ほほ笑えみを浮うかべながら肉じゃがをもくもくと食べた。

　俺はそんなふたりの美少女を眺ながめつつ、顔中を汁しるまみれにしながら微笑むのだった。




「ところで美甘、ちゃんとメモリーカードは無事なのか」

　お昼を食べ終え、俺と美甘は教室で佐倉の帰りを待っていた。というのも、先ほど教室に迷い込んだ白い蝶ちよう々ちようを追いかけていってそれっきり、佐倉は帰ってこなくなってしまったのだ。

　探しにいったほうがいいかとも思ったのだが、美甘が佐倉はすぐに戻もどってくると言ったため、俺たちはこうして彼女の帰りを教室で待つことになっている。

「もちろんよ」

　教室の後ろにいる俺の問いかけに、美甘は黒板にファンシーなキャラクターの落書きをしながら答える。学校中が静まり返っているせいか、ふたりの声と、チョークと黒板がぶつかる音がよく響ひびいた。

　俺はメモリーカードの安否を確認するべく、そして隙すきあらば奪だつ還かんしたいという野望を成功させるべく、美み甘かもに質問をぶつける。

「よろしい、ならばどこにあるか言ってみるのだ」

　もしも美甘の鞄かばんの中にそれがあるのなら、まだ希望は残っているはずだ。

　俺おれの問いかけに美甘は一度手を止めると、それからまた動かし、素っ気なく答えた。

「家よ」

　家かよ。大事に保管しすぎだろ。宝物か。

「な、なるほどな……」

「ふんっ、隙すきを突ついて取り返そうとしたって甘いんだから。鞄の中をいくら漁あさってもメモリーカードは出てこないわよ」

　どうやらこちらの考えを見み透すかしていたようだ。なかなか頭の回る奴やつだぜ……。

「敵として一切の不足なし、ということか」

「なによ、敵とか不足なしとか」

「いや、なんでもない」

　そう言って、俺は窓の向こうに広がる春の空に目を向けた。あれから古こ場ば先生に連れていってもらったねこちゃんは無事に獣じゆう医いさんに診みてもらえ、現在は動物病院でスヤスヤと眠ねむっているという。良かった……と、そう言ってしまいたいのだが、けれどもやはり自分で面めん倒どうを見きれない命を救ってしまったことは、心の奥おく底そこをいつまでも複雑に搔かき回まわすのだった。

「ところで──」

　そんなふうに俺がねこちゃんのことを考えていると、美甘がチョークを置き、手についた粉をはたき落としながらこちらへと振ふり向むいた。見れば彼女の背後の黒板では、二足歩行のウサギや楽しそうに笑うネコといったファンシーなキャラクターたちがメルヘンティックな世界を織おり成なしている。

「どうしてそんなに、あのメモリーカードにこだわるの？」

　俺は黒板から美甘に視線を移し、質問に答えた。

「……大事なデータがあるからに決まってる」

「私の盗とう撮さつ写真？」

　間ま違ちがってはいないが、正しくは梵ぼん天てんの『イカ耳ダイビングキャッチ』写真である。

　しかし、どうせそんなことを説明しても美甘は信じてくれない。そう思って俺が口を閉ざしていると、美甘はまた汚けがらわしい物を見るような目でこちらを見てきた。

「どれだけ変態なのよ……」

　その言い草に、俺は諦あきらめたように口を開く。

「もういい。どうせ俺がいくら説明しても、美甘はわかってくれる気はないんだ」

「そうね、どんな理由を述べようとも、あなたが盗撮した事実には変わりないもの」

　それ以上、弁解する気き概がいもなく、俺はふたたび黙だまり込こむと窓の向こうに視線を戻もどした。

　美み甘かもはしばらくそんな俺おれを見み据すえたあと、教きよう壇だんから降り、自分の鞄かばんを開けては中を覗のぞきながらそっと口を開いた。

「そんなに大事なものなの？」

　俺は窓の向こうの空に目をやったまま、ため息混じりに答える。

「まあな、あのメモリーカードがあれば俺は夢を摑つかめる」

「……そう」

　それを聞くと、美甘は鞄のジッパーを閉め、小さく息をついた。

　するとそこへ、蝶ちよう々ちようを追いかけていったきり姿を消していた佐さ倉くらが無む邪じや気きに帰ってくる。

　どうやらこの学校という迷宮に迷い込んだ蝶々を無事に外へ案内することができたようだ。

「それじゃ、残りの撮さつ影えいも済ませちゃいましょ」

　美甘は誰だれに言うでもなくそう口にして立ち上がると、手鏡で髪かみ型がたや表情のチェックを軽く済ませ、張り切ったように佐倉と教室を出て行った。

　俺はカメラを首にかけ、その後を追う。

　残すカットは広々とした校庭での一枚と、ポスター用の一枚だった。

「じゃあ、準備できたら合図するから」

　そう言って、美甘と佐倉は階段を下りていく。俺はふたりとは逆に階段を上がった。

　屋上に出て春風を浴びながら、校庭を一望できる西側のフェンスまで行くと、俺はそこから親指ほどの大きさになってこちらを見ている美甘にファインダーを合わせ合図を送った。仁王立ちしていた美甘もこちらに手を挙げたあと、それから楽しそうに両手を広げてくるくると踊おどり始めた。

「なにが楽しくて校庭でひとり踊ってるって言うんだ」

　俺はそんなことをつぶやきながら、お花畑でらんらんとしている、人生楽しくて楽しくて仕方がないといったような雰ふん囲い気きの美甘を俯ふ瞰かんから写真に収めていった。それから何枚か写真を撮とり終おえると、ファインダーを校庭の端はしっこにある木の陰かげに向ける。そこでは佐倉が、自分も一いつ緒しよに踊りたくてしょうがないといった様子で、うずうずと美甘を見ているのがわかった。

　俺はしばらく美甘をひとり踊らせつつ、佐倉がこちらに振ふり向むくのを待った。

　そしてようやく佐倉と目が合うと、両手で大きな丸を作る。するとそれを確認した佐倉がずいぶん嬉うれしそうに顔を輝かがやかせ、ピューっと駆かけ出だしてはひとりで踊り続けている美甘のところまで走って行き、それから一緒に手を取ると心底楽しそうに踊り始めた。

「いったいなにがそこまで彼女たちをハッピーにさせたというのだ」

　言って、俺はふたりが踊っている光景を写真に収めると屋上を出て校庭に向かった。

「いつまで踊らせるつもりよ……終わったらちゃんと合図してよ」

　校庭に着くと、美甘が少々バテ気味に息を荒あらげながら言った。

　佐倉はそんな美甘と手をつなぎながら、未だに楽しそうにはしゃいでいる。

「いや、楽しそうだったからそのままでいいかなって」

「あなたね、私がどれだけ──」

「はい、たのしかったです！」

　佐さ倉くらが嬉うれしそうに言ったのを見て、美み甘かもはやれやれと大きく息をついた。

　それから校庭の真ん中でまたしても楽しそうにはしゃぐ、ちょっと疲つかれ気ぎ味みの美甘を遠くから一枚、そして間近から空を煽あおるようにして一枚撮とると、俺おれたちは本日のメインディッシュとも言えるポスター用の写真を撮さつ影えいするため、校門へと向かった。

「それじゃ、これが一番重要な写真になるから、最後まで気を抜ぬかずに撮りなさいよ」

　美甘はそう言うと、ちょうど校舎と桜の木が背景に写る位置に立ち、あっという間に本気のモデル笑顔を作り上げてみせた。

「くっ……思っていた通りの破は壊かい力りよく……」

　今までの風景写真とは違ちがい、ポスター用の写真は美甘が思いっきりカメラ目線でポーズを決めてくる。いくらファインダー越しとは言え、こんなにも美少女と目がガッチリ合ってるとなるとこれは鳥とり肌はだ全開パターンは避さけられない。おまけに写真に写らない佐倉は俺の近くでレフ板を構えているときた。

　なんという美少女板いた挟ばさみ。またしても緊きん張ちよう感かんハンパないです。

「何個かポーズ決めてみるから、それを撮っていって」

「お、おう！」

　震ふるえる。俺の、俺の手が震えるッ！

「向むか井いさん、優ゆう奈なちゃんのこと、いーっぱいいーっぱい、かわいく撮ってあげてください！」

「お、おう！」

　まるで生まれたての子こ鹿じかばりに俺はガクガクと全身を小刻みに振しん動どうさせながら、満面の美少女美少女した笑みを浮うかべる美少女と目を合わせ、美少女シャッターを切って美少女を収めていく。美少女があまりにも美少女すぎるので、すでに俺の頭の中は美少女によってゲシュタルトが崩ほう壊かいしていた。こんなにずっと美少女と目を合わせてたら壊こわれちゃうよぉ～！

「ちょ、ちょっと待ってくれ……」

　開始五分、俺はとうとう美甘の可愛さに耐たえきれずファインダーから目を逸そらした。

「どうしたのよ」

　美甘がポーズを崩くずし、腰こしに手を当てて言う。

「ちょっとな、あまりにも美少女が美甘すぎるので……」

「なにわけのわからないこと言ってるの」

「向井さん、鼻水すごいです」

「お、あぁ……」

　佐倉に言われて、俺は制服のポケットからティッシュを取り出すと、それを慣れた手つきで鼻の穴に詰つめ込こんだ。

「だいじょうぶなの？」

　美み甘かもがすこし心配そうに尋たずねてくる。俺おれは目をぎゅっと瞑つむり、何度もうなずきながら手でだいじょうぶだと示した。

　……たぶん、まだだいじょうぶだと思う。ちょっと美甘が可愛すぎてびっくりしただけだ。なにせ今までこんな真っ向から美甘を長時間見つめたことがなかったからな。だけど直接美少女に触ふれるわけでもないし、いつもより多めに鼻水が出て鳥とり肌はだが立っているだけだ、死にはしない。

　よし、だいじょうぶ、冷静になろう。ここまで来たからには最後までやってやろうぜ、向むか井い修しゆう一いち！

「オッケェーイ！」

　俺は自分にむちを打ってもう一度立ち上がると、そのとこしえに可愛さを振ふりまき続けるビューティフルガール美甘優ゆう奈なにファインダーを合わせた。さっそく彼女と目が合い、俺の心拍数が飛とび跳はねるように高まる。隊長、口からハート型の心臓が飛び出してしまいそうです！

「くっ……俺の目が美少女の輝かがやきに焼かれる……ッ！」

　そんなことをひとりでつぶやきながら、俺は次々とポーズを決めていく美甘をまるで太陽にレンズを向けているかのような感覚で撮さつ影えいしていった。自殺行こう為いここに極まれりとはこのことだ。よい子のみんなはマネをしてはいけない。

「じゃあ、これが最後のポーズ」

　そしてようやく、美甘が最後のポーズを決めると、俺は大きく口呼吸をし、カメラを構えた。

「ラストカット……これで俺は解放されるのだ……」

　美甘との最後の一枚ということを意識して、俺はシャッターボタンに指をかけた。

　一枚の写真から始まってしまった俺と美甘のおかしな関係。しかしそれも、俺がこのボタンを押おすことで終わりを迎えることになる。この鳥肌と鼻水が止まらない日々からの解放というのは嬉うれしいのだが、けれども俺も男……今日で美少女との関係が終わってしまうというのは、やはりどことなく寂さびしい気もする。なんとも複雑な心境だ。

「だが……命には代えられぬ」

　俺は決意を固め、元のねこちゃんカメラマンを目指す好青年に戻もどるべく、指に力を込めた。

　そのとき、不意に春風が桜の木を揺ゆらし、ファインダー一面に桜の花びらが舞まい散ちった。

　美甘の長い栗くり色いろの髪かみが風になびき、彼女がそれをそっと手で押さえるその一いつ瞬しゆんを俺は逃のがさなかった。そしてカメラを下ろすと、今度は自分の目で空高く舞い上がる桜吹雪を見つめる。佐さ倉くらが感かん嘆たんの声を漏もらし、美甘もしばらく言葉を失っていた。俺はその天に舞う桜の花びらを見上げながら、なんとも言えない満足感をふつふつと感じ、今撮った写真に確信を持った。

　俺と、美甘と、佐倉──。

　三人を包み込んだ不意の桜吹雪は、今日の撮さつ影えいを締しめくくるに相応しい、最高のフィナーレとなった。




「俺おれのねこちゃん写真がどんどん美少女に侵しん食しよくされていく！」

　その日の夜、俺は撮影した写真をＰＣに取り込む際いつもの癖くせで今日撮った美み甘かもたちの写真を間ま違ちがえて『ねこちゃんフォルダ♪』に入れてしまった。すると見る見るうちにねこちゃんフォルダの中が美甘たちの写真に侵食されていった。それはもうウイルスのように、今まで平和に暮らしていた『ねこちゃんフォルダ♪』を食くい荒あらしていく。俺はその突とつ如じよ現れた美甘ウイルスにより平和な暮らしを荒らされ、驚いて飛び起きては逃にげ惑まどうねこちゃんたちの姿を頭の中で思おもい描えがいた。くそぅ、ニャーニャー言いながら逃げ惑っているねこちゃんたちの姿も、これまた愛らしい感じでグッド！

「いや、しかしここは助けなければ……」

　俺は立ち上がると、逃げ惑うねこちゃんたちを背に、美甘ウイルスに立ち向かった。

「くっ、なんという美少女！　フォルダ移動、フォルダ移動だ！」

　新しく『美少女フォルダ（苦）』を作成し、俺は次々に美甘たちの写真を放り込んでいった。

　そして激戦の一夜が明け、やがて『ねこちゃんフォルダ♪』に平和が訪れる。

〝ありがとうだニャン、助かったニャン〟
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　ねこちゃん大王の城まで向かう途と中ちゆう、俺おれはたくさんのねこちゃんに声をかけられた。

〝勇者修しゆう一いちよ。美み甘かもウイルスを倒たおしたそニャたに、マタタビ一年分を贈ぞう呈ていする〟

　ねこちゃん大王から俺はマタタビ一年分を贈ぞう呈ていされ、

〝勇者さみゃぁ～ん〟

　発情期を迎えたねこちゃんたちとのハーレムを完成させる！

「俺の未来が見えたッ！」

　そんな徹てつ夜やのおかしなテンションで妄もう想そうをしているうちに、気がつけば朝になっていた。

　それから俺は、今日の昼休みに美甘に写真のでき具合を見せる約束があったため、まるでホラー画像を整理するかのように画面から顔を逸そらしながら、視界の隅すみっこで美甘たちの写真を整理していき、最後にそのデータをノートＰＣにぶち込んだあと、曇くもり空ぞらの下、時間ぎりぎりに学校へ向かった。




「やだ、なによこれ……噓うそでしょ……」

　昼休み、俺が昨日撮とった写真をノートＰＣで美甘に見せると、美甘は信じられないといった様子で口に手を押おさえ驚きよう嘆たんした。

「全部、可愛いじゃない」

　……もう突つっ込こむのも面めん倒どうくさい。

　俺は早々に写真を選んでもらい、さっさと次の作業へ進むため、手をメガホン代わりにして遠くから美甘を促うながした。

「パンフレットとホームページに載のせる写真はデータを学校に渡わたせばあとはちゃんとしたデザイナーが形にしてくれるって言うから、まずはその、学校に渡す写真から選んでくれ」

「わ、わかった」

　そう言うと、美甘はごくりと唾つばを飲み下し、やけに慎しん重ちような面持ちで写真を選んでいった。

「こ、こうも全部可愛いと選ぶのにも一苦労ね……ほんとに、どうして盗とう撮さつ魔まがこんなに可愛い写真を撮れるって言うの……いや、盗撮魔だから撮れるって言うの……？」

　選んでいる最中、ずっとブツブツうるさい美甘。そして決まらない写真。

　このままでは明日になっても延々と選んでいそうだったので、俺は離はなれた位置からダッシュで近づき、美甘からノートＰＣをこちらに引き寄せるとふたたび距きよ離りを取り、そして昨日整理したときにあらかじめ自分で決めておいためぼしい写真をちょちょいっと選び出すと、それをＵＳＢメモリに入れて美甘に放り投げた。

「ちょ、ちょっとまだ選んでたのに」

「いいだろ、どれも可愛く撮れてるんだから」

　美甘がハッとしたような表情を見せ、一いつ瞬しゆんにして黙だまり込こんでしまった。

　俺、ここに来て魔ま法ほうの言葉を手に入れてしまったかもしれない……！

「し、仕方ないわね。じゃあこれ古こ場ば先生に渡わたしてくるから」

「おう……あっ、ちょっと待った」

　そこで俺おれはあることを思い出し、ずいぶん機き嫌げんのよさそうな顔をしてスキップで職員室に向かおうとしていた美み甘かもを呼び止める。

「……なに？」

　そして片足を上げたまま振ふり返かえる彼女に俺は言った。

「メモリーカードのこと……もちろん忘れてないよな？」

　その言葉を聞き、美甘がこちらに向き直る。

「も、もちろんよ。覚えてるわ」

　……完全に忘れてただろ、こいつ。

「へっくし……で、いつ返してくれるんだ」

　鼻をかみながら訊きくと、美甘はすぐにまたいつもの強気な調子に戻もどって言った。

「なんで返すのが確定したみたいな話になってるのよ」

「か、確定したようなものだろ」

「どうして？」

「だ、だってつい今さっき、美甘、俺の撮とった写真見てさんざん可愛い可愛い言ってたじゃないか。驚おどろいたようなリアクションまでして、あれで全然満足してないなんて言わせないぞ」

　そう言うと、美甘は俺から目を逸そらして言った。

「あ、あれはあれよ……えっと……と、とにかく、私が満足するのは全体的な評価を見てからなの！」

　ひどい動どう揺ようを見た。

「全体的な評価って……？」

　質問に、美甘は自分の胸に手を当てながら熱く語る。

「そう、私は今をときめく歴とした美少女モデル。だから周りの評価も含ふくめて満足しないといけないの。たしかにあなたの写真はよく撮れてた。全然満足していないわけじゃない。だけどそんな独りよがりの満足ではダメ。プロは、見る人の評価を得て、そこで初めて満足するものなのよ」

　ひどい詭き弁べんを見た。

「私が満足したらと言っていたくせに……なんてこじつけだ」

　あまりにも釈しやく然ぜんとしないそのやり方に呆ぼう然ぜんとする俺の鼻から鼻水がポタポタと滴したたり落おちる。

　そして美甘はこれ以上の口論を避さけるかのように自ら口を開き、

「そういうことだから、メモリーカードのことは周りの人たちの評価を見てからね」

　と言って、その場から立ち去ろうとした。

　俺はそんな逃げるようなスキップで去って行く彼女の後ろ姿に、これ以上のこじつけは御ご免めんだと、ここで条件をはっきりさせようと問いかける。

「周りの人たちってのは誰だれだ」

　美み甘かもは立ち止まり、振ふり返かえらずに言う。

「そうね、先生とか……生徒たちかしら」

「先生か、生徒たちだな」

　確認するようにして俺おれが繰くり返かえすと、美甘はふたたびスキップで職員室に去っていった。

「先生か、生徒たちだからな……ふふふ、バカめ」

　俺はひとり笑みを浮うかべながらその条件をもう一度口にしたあと、美甘の残のこり香がに鼻水を垂らしつつ自分の席に戻もどった。

　先生か生徒たちの評価が良ければ美甘は満足する……それがメモリーカードを返してもらう本当の最後の条件だ。そして俺には、先生や生徒たちの評価は絶対に良いものになるという確信があった。いや、むしろ悪い評価になるはずがないのだ。なぜなら先生は学校側の意向で美甘にモデルを頼たのんだわけで、そんな相手に悪い評価を与えるはずがない。それに生徒も生徒で、あの超絶美少女モデル美甘優ゆう奈なのことを悪く言える奴やつなんてこの学校にはいないだろう。

「勝利確定だぜ……」

　それから俺は次にもう一つの山であるポスター用の写真を選定する作業に入った。

　昨日の撮さつ影えいであれだけ複雑な心境でもって最後のシャッターを切り、そして晴れ晴れしく盛大なフィナーレを迎えてようやく終わったと喜んでいたのも束つかの間ま、俺はそのあとすぐに古こ場ば先生に呼び出されると間もなく残念なお知らせを聞かされることとなった。それというのも、パンフレットとホームページに関しては写真を提出すれば学校側がやってくれるが、ポスターに至っては最後まで自分たちの手で完成させなければいけないということだった。そうしなければ『生徒だけで作った』という売り文句が希き薄はくになってしまうからだという。けれども美甘は機械が苦手の上、モデルの仕事などで忙いそがしく、ポスターをちまちま作っている暇ひまはない。そうなると、必然的に俺がプライベートタイムを削けずって美少女の学校ＰＲポスターを最後まで作り上げるしかないのだ。

　一難去ってまた一難。これからもうしばらく、美少女に鳥とり肌はだを立てなければいけないようだ。

「はあ……」

　しかしこれもすべて、すぐ目の前に見えているメモリーカード返へん還かんを確実にするため──そんなことを考えながら俺が健気にポスター用の写真を選んでいると、不意に右みぎ肩かたをトントンと叩たたかれた。顔を横に向けると、そこには小さ夜よ子こが立っていた。

「ど、どうした」

　言いながら、俺は気づかれないようにＰＣの画面を逸そらす。小夜子にはまだ美甘とポスターを作る話をしていなかったため、この画面いっぱいに広がった美甘の写真を見られて彼女におかしな誤解をされるのを俺は恐おそれた。それにこの件も、ポスターが完成してからゆっくり話そうと思っていたため、今小さ夜よ子こにこの画面を見られるのはさすがにタイミングが悪かった。

　俺おれはぎこちない笑みを浮うかべながら、画面を動かしつつ小夜子に尋たずねる。

「教室にまで来て、緊きん急きゆうの用事か？」

　すると小夜子は「うぅん」と、なんでもなさそうに首を振ふって言った。

「近くに来たから、修しゆう一いちくん、どうしてるのかなって思って寄ってみた」

　そう言うと、小夜子はいつもと変わらない様子で人ひと懐なつっこく俺の隣となりに顔を突つっ込こみ、

「それより学校にパソコンなんて持ってきて、なにしてるの？」

　と、興味深げに画面を覗のぞき込こんできた。俺はそんな小夜子の行動に追いつけず、まんまと彼女に画面いっぱいに広がった美み甘かもの写真を見られてしまい、言葉を詰つまらせる。

「あっと、いや、これは……」

　突とつ然ぜんの出来事で、小夜子にどう説明しようかと迷っているうちに、俺はそこでふと、彼女の雰ふん囲い気きがゆっくりと、なにか冷たい泥どろ沼ぬまの底にでも沈しずんでいくような気配を感じた。先ほどのちょっと楽しそうな彼女とは違ちがい、どこか悄しよう然ぜんとしたような、失意をはらんでいるような、そんな雰囲気を纏まとっている。

「……小夜子？」

　この前と同じ、いやそれ以上に明確に様子の変わってしまった小夜子に俺は声をかけた。

　すると小夜子は俺の声に気づいてなのかそうでないのか、

「やっぱり、あの噂うわさ……本当だったんだ」

　と言って、すぅっと俺から体を離はなした。

「……噂？」

　すぐに俺は小夜子に目を向ける。しかし彼女は俯うつむいたままで、その表情は見えない。

　だが、彼女の中に翳かげりが落ちていることは見れば明らかだった。やはりこのまえのあれは、気のせいではなかったのだ。

「う、噂ってなんだよ……？」

　俺は初めて見る小夜子の雰囲気に動どう揺ようしつつ、恐おそる恐おそる尋ねてみる。

　小夜子は俺の問いかけに、顔を上げずに答えた。

「有名だよ。修一くんが美甘さんに土下座してカメラマンを志願したって話、有名だよ」

　彼女が口にした噂とは、案の定、あの長い長い尾おひれの付いた話だった。

　すぐさま俺はその一人歩きしてしまった噂の誤解を解くため、弁解を図ろうと口を開ける。

「小夜子、あの話は──」

「噂だったから信じなかったけど……本当だったんだね。ちょっとびっくりしちゃった」

　しかし、小夜子は俺の言葉を遮さえぎってまで自分の口を動かした。

「だから小夜子、あの話は大おお袈げ裟さに誇こ張ちようされていて」

「いいんだよ修一くん、わかってるから」

「なにがだよ、なにをわかってるって言うんだよ」

「ずっと私に気を遣つかってくれてたんだよね。うん、わかってるから」

「さっきからなんだよ、わかってるわかってるって……」

　俺おれが話そうとすると、しかし小さ夜よ子こはそれにかぶせるようにして自分の言葉を並べこちらの説明を過か剰じようなまでに阻はばみ、俺の言葉には耳を貸そうとしない。その間に一歩、また一歩、俯うつむいたまま小夜子が離はなれていく。

　俺は急に様子が変わってしまった小夜子を目の前に狼ろう狽ばいしてしまい、いったい自分はどうすればいいのかわからなくなってしまった。足を動かして彼女の腕を摑つかみ、それからしっかりと一つ一つ事情を説明すればこの状じよう況きようは解消されるのだろうか。それともこのまま放っておけば自然と彼女は誤解だということに気づき、元に戻もどってくれるだろうか。いや、しかし、そもそもどうして小夜子の様子が変わってしまったのかということがわからない以上どうすることもできない。いったい小夜子は、どうしてしまったんだ。

　俺がその場から一歩も動けず考えだけを巡めぐらせているうちに、気づけば小夜子はドアの前に立っていた。そして顔をようやく上げる。そこには見ているこっちがぎゅっと胸を締しめつけられるような、ひどく寂さびしそうな彼女の顔があった。

「おいおい、噓うそだろ……」

　冗じよう談だんかと思った。悪い夢でも見ているのかと思った。

　意味が、わからなかった。

「なにが、どうしたって言うんだよ……」

　俺が一歩、彼女に踏ふみ出だしたとき、小夜子は寂しそうな顔で力なく笑うと、最後に小さく口を動かしてなにかを言い、その場から立ち去ってしまった。

「お、おい！」

　俺はすぐに駆かけ出だしたがもう廊ろう下かには小夜子の姿はなかった。

　代わりに俺の目の前に現れたのは、廊下に落ちている二枚の紙きれを拾う美み甘かもの姿だった。

「これ、今走っていった子が落としたみたいなんだけど……あなたの知り合い？」

　美甘が拾ったものを俺に見せる。彼女の手には二枚の植物園のチケットが握にぎられていた。

「ちょっと、聞いてるの？」

　一言もしゃべらない俺の顔を、美甘がチケットでパシパシと叩たたく。

「へっくしっ！　お、おううぅ！」

　一発のくしゃみによって、俺はようやく正気を取り戻した。

「た、たぶん小夜子の……だと思う」

　俺が美甘の手に握られたチケットに目を落としながら言うと、美甘は目を細めて言った。

「……あなたの彼女？」

「いや、違ちがう」

　そう答えると、美み甘かもは質問しておきながらまったく興味がないと言った態度で「そっ」とだけ短く言うと、教室に入っていった。

　俺おれは事態が理解できずに、美甘から渡わたされた、小さ夜よ子こが落としていった二枚のチケットを見つめる。そこで俺はやっと、以前、小夜子が植物園の話をしていたことを思い出した。

　しかしそんなことを思い出したところで、疑問が解消されるわけではない。

「なんだよ、人の話も聞かないで……」

　俺は美甘のせいで出てきた鼻水を啜すすりながら、教室に戻もどった。




　ポスターの制作は順調に進み、三日三晩、俺はほとんど徹てつ夜やでポスターを完成させた。

　編集ソフトを一から学んで、毎晩鳥とり肌はだをボツボツとおっ立てながらポスターを完成させる作業はなかなか辛つらいものだったが、しかし俺はこの編集ソフトによって、おそらく未来への展望を開くことができる可能性に辿たどり着ついた。どうやらこのソフト、写真に写り込んでしまった不必要なものをいとも簡単に写真から消し去ってしまう機能が付いているらしい。つまり、この機能のことを今度メモリーカードを返してもらう際に美甘に話せば、きっと美甘も「まあ、そんな技術があったのね！　さっそく消しちゃいましょう！　ハピハッピー！」なんて甲かん高だかい声で言ってためらうことなくメモリーカードを渡わたしてくれるはず。そして俺がしっかりと窓の向こうにいるお着替え中の彼女の姿を消しさえすれば、これでようやく俺たちは晴れて、お互たがいにハッピーエンドを迎えられることになるというわけだ。

「これで世界は平和になる……」

　部室でひとりつぶやくと、俺はパイプ椅い子すから立ち上がり窓際に立った。そこから見える桜の木はもうすっかり花びらを散らし、新しい季節を迎えるために萌ほう芽がした色鮮あざやかな新緑は、草木を潤うるおす穀こく雨うにうたれながら、まばらに揺ゆれていた。

　ようやく世界も新しい季節に慣れ、これからまた次の季節へと大きく前進していく。

　俺もメモリーカードを返してもらい、そしてねこちゃんカメラマンという夢への一歩をいよいよ踏ふみ出だせるところまで来ることができた。昨日、完成したポスターのデータを古こ場ば先生に提出したときも、先生の口からしっかりと、廃はい部ぶはひとまず免めん除じよになった、という事実を確認した。これでようやく俺の努力が報われて、平へい凡ぼんだけど楽しい、また日常を取り戻せるのだと思っていた……のだが、それにはまだ、一つのピースが欠けたままだった。

「…………」

　あの日から小夜子は俺の前に姿を見せなくなっていた。

　彼女から直接事情を聞きたくて、俺は毎日部室で小夜子を待ち続けた。

　けれども小夜子はこの三日の間、一度だって部室に顔を出すことはなかった。

　その間も、あの日見た小夜子の寂さびしそうな表情がずっと頭から離はなれなかった。

　何度か小夜子のクラスにも足を運んでみた。しかし休み時間も、昼休みも、放課後だって、小さ夜よ子こはいつも教室にはいなかった。まるで神様が俺おれたちを会わせまいとしているようにさえ感じた。

　それからまた時が経つにつれ、俺は底知れぬ不安に胸を騒さわがせた。あの日、あのとき最後に小夜子が言った言葉……口の動きはたしかに〝バイバイ〟と言っていた。

　なぜあのタイミングでそんな言葉を言ったのだろうか。なぜ別れのようなセリフを吐はいたのだろうか。俺にはまったくわからないままだった。

「これ、片付けてあったのか……」

　俺はしっかりと棚たなに整理されたスタイリング剤ざいやレンズを手に取り、そっと物思いに耽ふけった。

　せっかく廃はい部ぶを免まぬかれても部室に小夜子がいないんじゃまったく意味がない。たとえいくら寿じゆ命みようが延びようとも、それはただ虚むなしさが募るだけだ。それこそこの部に俺ひとりだけというのなら、そんなの部活じゃなくてもいい。写真なんて個人で撮とっていける。

　今になって俺は、自分の毎日に小夜子という存在がどのくらい必要であったかということに気がついた。今までは気づかなかった小夜子の存在。けれども最近になって、美み甘かもたちと一いつ緒しよに過ごす日々が続く中で、小夜子の存在はやはり俺にとっての癒いやしだと気がついた。この部室に来れば何不自由なく快適な生活を送れる。だから俺は、自ら危険に飛び込んでいってまでこの部を、小夜子との時間を守ろうとしたのだろうか。

　小夜子はなにに失意をしたのだろう。なぜ、様子が変わってしまったのか。

　俺がそんなことを、また堂どう々どう巡めぐりになるとわかっていながらも考え始めようとしていたそのとき、音もなく突とつ然ぜん部室のドアが開いた。

「小夜子……ッ！」

　俺は急いでパイプ椅い子すから立ち上がりドアに向かう。

「どうした、向むか井い」

　しかしそこにいたのは、少し驚おどろいた表情を浮うかべる古こ場ば先生だった。

「いえ……」

　俺はそう言って、肩かたを落としながらパイプ椅子に腰こしを下ろす。

　古場先生はゆっくりと部室のドアを閉め、しばらく俺の様子を眺ながめたあと、どこかやりづらそうに口を開いて言った。

「ちょっと昨日、言い忘れたことがあってな」

「言い忘れたこと？」

　まさか、小夜子が部をやめた……とか。

　その考えに至った瞬しゆん間かん、胸を強い衝しよう撃げきが襲おそい息が詰つまった。

「先生、言い忘れたことって」

　答えを知りたくて、古場先生を急かす。

　すると古場先生は一つ息をついてから言った。

「いや、そんな大したことじゃないんだが……向むか井い、おまえたちの作ったポスターの完成度が職員室でも話題になっていてな。それでせっかくだから、ポスターを学生限定のポスターコンテストに出そうという話になってて、一応本人たちの承しよう諾だくを得てからって話でな」

　古こ場ば先生は断られることも視野に入れたような話し方で、恐おそる恐おそるこちらに尋たずねてくる。

「コンテストに出しても構わないか？」

　俺おれは自分の思っていた不安が杞き憂ゆうに終わったことに胸をなで下ろしたあとうなずいてみせた。

「いいですよ」

　同時に、美み甘かもが本当に満足する条件もこのときクリアしたのだと内心で思った。

「そうか。よかった。実は私もちょっと不安でな。ほら向井、この話をおまえにしたときあまり乗り気じゃなかったからどうかなぁと思ってて……」

　それから古場先生は自分がいかに安あん堵どしたかという説明を終えると、部室から出て行く。

　しかしその去り際、美甘からの伝言と言って、先生がこんなことを言った。

「そう言えば美甘が〝やはり全体的な評価は身内ではなく外の世界の人たちに触ふれて初めて得られる。例の話は真の評価を得てから判断したい。コンテストの結果が出るまで待たれよ〟とかなんとか、向井、おまえに伝えてくれって言っていたが、いったいなんの話だ。それにしても美甘の奴やつも、同じクラスなんだから直接言えばいいのになぁ……あまり教師をこういうふうに使うのは感心しないと、彼女にもちゃんと言っておいてくれ」

「すいません」と俺が謝ると、部室のドアが閉まった。

　またしても美甘の満足する条件が変わってしまったことに言葉が出なくなる。しかし美甘のことだ、俺がここでいくら約束が違ちがうと抗こう議ぎしたところで彼女は聞く耳を持ってはくれまい。それに俺もすこしはあのポスターに自信がある。モデルだって美甘優ゆう奈なだ。いいところまではいくだろう。もし落選してしまったとしても、そのときはそのときだ。こちらも大いに詭き弁べんをふるってやる。とにかく今は、コンテストの結果が出るまでおとなしく待つしかないだろう。

　それから先生が出ていったあとも、俺はまた三十分くらい、ひとりで小夜子が来るのを待った。

　しかしやはり、その日も小夜子は来なかった。

　気がつくと外の雨はすっかりやんでおり、室内には夕陽が差し込んできている。

　部活終了のチャイムが鳴ったのを確認して、俺は鞄かばんを手にパイプ椅子から立ち上がると、夕焼け色に染まった部室から出るため、ドアを開けた。

　その瞬しゆん間かん、俺は部室の前に立っていた人物を見て息を吞のんだ。

「……小夜子」

　目の前には、部室からの差し込む夕陽に染まった小夜子の姿があった。

　小夜子も一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情で俺を見たかと思うと、すぐに顔を俯うつむかせて黙だまり込こんでしまった。なぜこんな時間に……どうして入ってこなかったんだ……いつからいたのだろうか……さまざまな疑問が脳裏を過よぎっていく。

「ひ、久しぶりだな」

　あまりにも突とつ然ぜんの再会にまたしても俺おれは動どう揺ようしてしまい、もう下校時刻だというのにそんなことすら考える余よ裕ゆうもなく、とりあえず小さ夜よ子こを部室に誘さそう。しかし小夜子は黙だまって首を振ふってその場に立たち尽つくすばかりだった。見れば彼女の手には一枚の紙きれが握にぎられている。その紙きれがなんなのか、一目でわかった。

　それは、退部届けだ。

「小夜子……」

　俺はその存在からすぐに目を逸そらし、彼女を見つめた。

　小夜子に聞きたいことがあったのに、どうしてか緊きん張ちようで言葉が出てきてくれない。

　それに今の彼女を見ていると、俺との間に分厚い壁かべを作っているように感じられ、俺は自分に対してそんな壁を作られてしまっていることにショックを隠かくしきれなくなっていた。こちらが話しかけているのに、一言も言葉を発してくれない。首を振って俯うつむくばかりで、俺のことを拒きよ否ひしているような。

「…………」

　しかし、いつまでもこうしている時間はなかった。

　俺はもう一度、すごく、すごく怖こわかったけれど、勇気を出して小夜子に声をかけた。

「小夜子、部室で……ちょっと話さないか」

　下校時刻なんて関係ない。小夜子が理由を話してくれるまで、いつまでだっていてやる。

　そして、俺がそう言って小夜子に触ふれようとしたとき、小夜子は先ほどから手に握っていた紙きれを俺の胸に押おしつけると、その場から走り去ろうとした。

「小夜子、待ってくれ！」

　押し付けられた紙きれには目もくれず、俺は小夜子の細い腕を咄とつ嗟さに摑つかむと彼女を引き止めた。摑んだ腕が震ふるえている。これは果たして、俺と小夜子、どちらの震えなのだろうか。

「小夜子、どうしたんだよ。なんでいきなり……」

　すると小夜子はグッと体に力を入れ、俺の腕を振り解くと、今まで抑おさえ込こんでいた感情を一気にぶちまけるかのように口を開いた。

「修しゆう一いちくんがっ……修一くんが私のことっ……」

　小夜子が必死に声を絞しぼり出だそうとする。涙なみだの気配を感じさせる、ひどく悲しく、そして寂さびしそうな声だ。しかし想いが先走りすぎて、彼女の言葉は追いついていない。

「小夜子、落ち着け」

　彼女からゆっくりと言葉を引き出すため、俺は小夜子に言った。だが小夜子は頭を振りながら嗚お咽えつを混ぜ、修一くんが、修一くんが、と俺の名を口にするばかりだ。

　そして──

「修しゆう一いちくんがっ……う、うわあああん！　修一くんがああああッ！」

「さ、小さ夜よ子こ、なんだよどうしたんだよ」

　突とつ然ぜんその場にぺたんと座すわり込こんだかと思うと、次に小夜子は大声をあげて泣き始めてしまった。

「修一くんがあああああ、うわあああああああんッ」

「小夜子、どうしたんだよ」

　あまりにも大きな声で子どものように泣きじゃくるので、他の部室から驚おどろいた様子で人が顔を出し何事かと覗のぞいてきた。俺おれはそんな人たちに頭を下げ、小夜子のわきを抱かかえてずるずると部室へ引っ張っていく。小夜子はその間中もずっとわんわん泣き続けていた。




「……なあ、いきなり泣いたりしてどうしたんだよ」

　ひとまず小夜子を部室に引きずり込んだあと、とりあえずその場で泣きやむのを待ち、それから泣きやんだのを確認した俺は、ぐったりとしてまったく自分の力で立ち上がろうともしない駄だ々だをこねる子どものような彼女をなんとかパイプ椅子に座らせ尋たずねてみた。それにしてもまったく、軟なん体たい動物のようにふにゃふにゃとしやがる。

「どうして部活に来なくなったんだよ」

　俺の質問に対して、テーブルにうつ伏ぶせになった小夜子はひっくひっくとしゃくり上げるだけで一言もしゃべろうとはしない。

「なあ、小夜子」

　俺がその頭に手を乗せると、小夜子は無言でそれを払はらい退のける。

　……本当に、駄々をこねる子どもにしか見えなくなってきた。

「小夜子……」

　しかしそのとき俺は、そんな彼女の姿を見てなぜだか安心していた。なぜなら、本当に嫌きらわれていたらきっとこんなにまで泣いて拗すねるようなことをしてくれないだろうと思ったからだ。

　それに、ようやく小夜子と会えた。今はそれだけで充じゆう分ぶんだったのだ。

「はあ……」

　理由はどうあれ、小夜子が俺を本気で嫌っているのではないことがわかり、俺はひとまず安あん堵どの息をついた。

「小夜子、もうすぐ下校時間なんだが……ここに泊とまっていくつもりか？」

　俺が頭を突つっつきながら言うと、小夜子はまだ拗ねた様子で俺の手を無言で払う。

　安堵で胸が満たされると、次に俺はそんな子どものような態度を示す彼女のことがどうにも愛おしくなってしまい、あることが思おもい浮うかんでは、パイプ椅い子すから立ち上がって鞄かばんを手に取ると、小夜子の頭にぽんっと手を乗せて言った。

「じゃあ俺は帰るから。あとこの部室、どっかに心しん霊れい写真があって夜な夜な出るらしいから気をつけてくれよな」

　きっとさっきまでの心境じゃこんなことは言えなかっただろう。しかしもうだいじょうぶだ。原因はまだわからないままだったけど、小さ夜よ子こは戻もどってきてくれた。帰ってきてくれた。だから俺おれはこんなふうに小夜子の気を引くことができる。いたずらができる。いじわるを言える。

「そんじゃな、小夜子」

　そうして俺が部室を出ていこうとすると……思った通り、がっしりと手首が摑つかまれた。

　込み上げてくる胸のざわめきと、ニヤニヤを抑おさえきれない顔でもってさっそく振ふり返かえってみる。すると案の定、そこには涙なみだで顔中ぐしょぐしょにした、なんとも情けない顔の小夜子が怯おびえるような仕草でこちらに潤うるんだ瞳ひとみを向けていた。

　俺はそれを見て、もう半分笑った顔で、どうした、といったように首を傾かしげる。

　そして小夜子は言うのだ。

　いつものように情けない顔をして、親指の爪つめをかみかみしながらこちらに向かって言うのだ。

「……修しゆう一いちくんの、いじわる」

　──と。

　嗚あ呼あ、よかった。

　小夜子が、帰ってきた。




「おまえさあ……そろそろ自分で歩けよ」

　一つため息をつき、俺は雨上がりの夕暮れの中、幼児化してしまった小夜子をおんぶしながら歩いた。

「やだよ、やだやだ」

　小夜子は俺の首に腕うでをまわし、親指の爪をかみかみしながら言った。

「ほんと、子どもみたいだな……」

　背中で小夜子の体温を意識しながら、俺はため息混じりにつぶやいた。

　あれからパイプ椅い子すの前にしゃがんだ俺は駄だ々だをこね続ける小夜子を背負うと、二つの鞄かばんを持って部室を後にし、部活帰りの生徒たちの注目を思いっきり浴びながら学校を出て帰路についた。すれ違ちがう人たちの視線に耐たえきれず、途と中ちゆうで何度も小夜子を下ろそうとするのだが、小夜子はそのたびに俺の首に腕を巻きつけては下りようとはしなかった。

「まさか電車でもおんぶしてろって言うんじゃないだろうな？」

　そんな恥はずかしいことさすがにできないと、俺が恐おそる恐おそる背中の駄々っ子に訊きくと、背中の駄々っ子はその心配はいらない、といったふうな口調で答えた。

「今日は歩いて帰って」

「……おいおい、マジか」

「うん、だって修一くんがいけないんだから」

　そしてなぜか、俺おれは悪者にされているのだ。

「……ふぅ、仕方ねえ」

　だけどまぁ、小さ夜よ子こが口を利いてくれるようになったのだから今日のところは良しとしよう。

「今日だけだからな」

　俺が背中の小夜子を背負い直すと、小夜子がぎゅっと腕うでに力を入れるのがわかった。

　それから俺たちは地元の町まで続く長い長い河原を、夕陽に照らされながら歩いた。

　足下で俺と小夜子の影かげが一つに重なり、一回り大きな影ができている。

「なあ、小夜子」

　俺はそんな、大きくなった二人分の影に目を落としながらふと口を開いた。

「どうしてあのとき、急に教室を出て行ったりしたんだよ」

　不安も緊きん張ちようもなく、その言葉は自然と口から出てきていた。

　俺が質問すると、小夜子はまたきゅっと腕に力を込めた。

　それからしばらくして、そっと口を開くと子どものような口調で小夜子は言った。

「だって修しゆう一いちくん、可愛い女の子には興味ない、自分はねこちゃんしか撮とらないとか言ってたくせに、ちゃっかり美み甘かもさんのこと撮ってるんだよ……それに土下座までして」

　背中で親指をくわえながら、拗ねるような様子で唇くちびるを尖とがらせる小夜子に俺は答えた。

「だから、その土下座云うん々ぬんってのは周りが勝手に付け加えた話だって言ってるだろ」

「そんなの知らないよ。今初めて聞いたよ」

「おまっ、俺は何度も説明しようとしたぞ。だけどそれを説明しようとしたら、わかってるわかってるとか勝手にひとりで言って、こっちの話をまったく聞こうとしなかったのはどっちだよ」

「そんなのしょうがないよ。修一くんが全部悪いんだよ」

　俺は立ち止まり、背中の子どもより子どもな女子高生に言った。

「ここで下ろしていいか」

　瞬しゆん間かん、小夜子がぎゅっと腕に力を込め、俺の首が絞しまる。今度は足で腹まで絞められた。

「わかったわかったわかった！」

　あわててタップすると、腕の力が和やわらぐ。

「……確かに俺が話さなかったのは悪いけどさ、でもちゃんと、なにもかも終わったら話そうとは思ってたんだ。それに、どうしてそこまで怒おこる必要があるんだよ。部活にまで来なくなるとか、相当だぞ」

　首の絞められた箇か所しよを片手でさすりながら尋たずねると、小夜子はそれ以降、急に黙だまりこくってしまった。

「小夜子？」

　寝ねてるのかと思い、そっと尻しりを撫なでてみる。

「えっち！」

　まあ、そんなわけないか。

「なんだ、起きてるのか。なら質問に答えろよ」

「変な確認の仕方しないでよ」

「悪い悪い……で、どうしてあんなに寂さびしそうな顔をして部活に来なくなったんだよ」

　すると小さ夜よ子こは、消え入りそうな声で一言つぶやいた。

「……寂しかったから」

　そのとき、俺おれの心臓が一度トクンと大きく脈みやく打うつのがわかった。

「さ、寂しかったって……」

　なぜだかわからない。わからないけどその瞬しゆん間かん、心臓がきゅっと締しめつけられる気がした。

「修しゆう一いちくん、私が写真撮とっていいよって言っても撮ってくれなかったのに、美み甘かもさんの写真はあんなにいっぱい撮ってたよ」

「だから、あれは……必要な写真で」

「でも修一くんはずっと昔からねこちゃんしか撮らないって言ってた」

「まぁそうなんだけど、それにはいろいろと事情があってだな」

「わかってるよ、男の子だもんね、仕方ないよね。だって美甘さん可愛いもん。すっごく可愛いもん……そりゃ美甘さんみたいな可愛い女の子を写真に撮ってたら、私みたいな地味な子なんて撮とりたくないよね」
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　そうやって、また拗すねるような態度で小さ夜よ子こは言った。けれどもその言葉のうちには、どこか素直になれない寂さびしそうな小夜子の姿も見えた。美み甘かもは可愛いから写真に撮ってもらえた、しかし自分は地味だから写真に撮ってもらえなかった……小夜子はそんなことをひとりで悩んでいたというのだろうか。そんなことで、今までずっとふさぎ込んでいたのだろうか。

「修しゆう一いちくん、今〝そんなこと〟って思ってるでしょ」

　小夜子の鋭するどい推察に、俺おれは『ご明察！』と言わんばかりに黙だまってみせた。それからまたぎゅっと腕うでに力を込められるのではないかと身を構える。

　しかし小夜子は逆にふっと全身の力を抜ぬくと、俺の首元に額を当て、また小さな声で独り言のようにつぶやいた。

「……〝そんなこと〟じゃないよ」

　彼女の想いが風に揺ゆれる。

　俺はそこで歩くのをやめ、一度大きく深呼吸をした。

「よし、わかった。とりあえず下りろ」

　そして駄だ々だをこねる暇ひまさえ与えず小夜子を地面に下ろすと、俺は沈しずむ夕陽を正面に小夜子を立たせカメラを構えて言った。

「ほら、笑え。その情けない顔を写真に撮ってずっと残してやる」

　小夜子をファインダーに捉とらえる。すると小夜子は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔を見せたかと思うと、それからすぐに情けない表情をし、またしても顔中ぐしゃぐしゃにして泣き始めてしまった。

「……ったく、笑えって言ってんのにどうして泣くんだよ」

　そんなことを言いながら、俺はしっかりと小夜子の顔にピントを合わせる。

「わ、笑えって言われたって……修一くんが、悪いんだからっ……う、うえええ」

「おいおい、今回は小夜子が勝手に泣き始めただけだろ。俺は悪くないと思うんだが」

「だ、だって、修一くんがっ、いきなり写真撮るって言うからっ……ひっく……」

「じゃあやめるか？」

「いやあっ……」

「じゃあさっさと笑えって、早くしないと泣いてる顔を撮るぞ」

「やっ、泣いてる顔はっ……ひっく……笑うからぁ……」

「ほら、なら笑え。小夜子の写真、俺が撮ってやる」

「うん、うっ……うわあああああん！　修一くんのいじわるばかああああああッ！」

「……なんなんだよ」

　それから俺は、いつまでもファインダーの中で泣きじゃくる本当に子どものような小夜子の姿に向かって自分も情けなく笑うと、指先にその想いを乗せ、そっと、そして強く……シャッターを切った。
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　よく晴れた五月最初の日曜日。

　俺おれは小さ夜よ子ことふたり、肩かたを並べて植物園まで歩いていた。辺りは五月ということもあり、どこも緑一色に染まっている。時折吹く風も新緑の爽さわやかな香かおりを纏まとっていてとても心ここ地ち好よかった。

「チケット、てっきり失くしたと思ってたからもう一回買っちゃうところだったよ」

　小夜子は俺の隣となりを歩きながら、手に持っているチケットを見つめて、どこかはしゃいだように言った。

　聞けば小夜子は自分がチケットを落としたことに気づかず、それから教室に戻もどったあとポケットの中にチケットがないことでようやく気がついたのだという。しかしどこで落としたのかもわからなかったため、そのことでよりいっそうしおれてしまったそうな。

　そのため、あの日の夕焼け帰り道で俺がチケットのことを話すと、小夜子は俺の背中で一気にへなへなと脱だつ力りよくしてしまった。どうやら安心して肩かたの力が抜ぬけてしまったらしい。

「修しゆう一いちくんが持ってたんだねっ、よかったぁ」

　嬉うれしそうにそう言うと、小夜子は軽やかな足取りで俺の半歩先に出た。俺はその後ろ姿に目を向ける。今日の小夜子は頭に白い花の髪かみ留どめを付け、小さな花が全体にちりばめられた紺こん色いろのワンピースを着て、そして肩からはショルダーポーチ、首からはカメラを提げていた。相変わらず派手ではないのだけど、けれどもどこかすこしだけ、前とはちょっと雰ふん囲い気きが変わったようにも見える。

「修一くんっ」

　とそのとき、そんな小夜子がこちらに振ふり返かえって微ほほ笑えみながら言った。

「修一くん、いつも私に付き合ってくれて、ありがとっ」

　今までそんなようなことを言ったことがなかった小夜子から突とつ然ぜんそんなことを言われた俺は、その瞬しゆん間かん、不覚にも全身にゾクゾクっと、なにか寒気のようなものを感じた。

　こちらに微笑んでいる小夜子から、恐おそる恐おそる自分の腕うでへと目を向ける。

「オーゥフ……噓うそだろ」

　なんということだろう、俺の腕でうっすらと鳥とり肌はだが立ち始めているではないですか。

「私、決めたんだ、ぜったい可愛くなるって！　だから修一くん、これからもよろしくねっ」

　そして追い打ちをかけるようにして小夜子が宣言する。もう何度目になるかわからないそんなお決まりのセリフも、しかし今この状じよう況きようでは冗じよう談だんとして受け流すことができない。

　どうしよう、小夜子……マジでちょっと可愛くなってるじゃねえか。

「さ、小夜子……俺は、その、もうそのままでいいと思うぞ？」

　正直に反応してしまった自分の体を懸け念ねんし、俺おれは焦あせるようにして小さ夜よ子こに言った。

　しかし小夜子はふんっとそっぽを向いて口を尖とがらせる。

「そんなこと言ったって、もう修しゆう一いちくんのことなんて信じないよーっだ」

「いやいや、待ってくれ。小夜子はそれでいいと思うんだ」

「うそうそ、修一くんはそう言って、私のことからかってるんだよ」

「うへぇーマジかよぉ……」

　それから俺は地味がいかに人類にとって重要であるかを力説した。それはもう、必死だった。

　素朴で、落ち着けて、飾かざり気けがなくてつつましい。一見控ひかえ目めな感じだけれど、嚙かめば嚙むほど味が出る！　地味って最高！　地味って素敵！──なんて、地味という言葉をたくさんのきれいな言葉に形容して小夜子を説得してみたのだが、しかし小夜子はそんな必死の訴うつたえに対して「褒ほめ言こと葉ばになってないよぉ！」と、これまた可愛らしい声で言いながら、ポコポコと俺の肩かたを叩たたくばかりだった。

「でも俺にとっては本当に、今までの小夜子の存在は重要だったんだ。最近になってからは、そりゃもうますますそう思えてきてな……」

　可愛くなろうと頑がん張ばっている女の子に対して「可愛くなるな」と言うのはあまりにも酷こくだと思えたため、仕方なく俺はそれ以上小夜子を説得することを諦あきらめた。だけども本当に、俺がどれだけ小夜子を必要としているか、ということだけは、ちゃんと話しておくことにした。

「だから俺は、小夜子が可愛くなろうとするのを応おう援えんはする。でもその過程で小夜子らしさをなくしてほしくないんだ。そりゃ可愛い女の子はそこら中にたくさんいてそれに憧あこがれるのはわからなくもないけど、だけど……なんて言うかな……」

　そこで俺は、その先に続く言葉を頭に思おもい描えがくと急に恥はずかしくなってしまい、その次の言葉が言えなくなってしまった。

「……なに？」

　けれども小夜子は俺の顔を覗のぞいて促うながしてくる。

　もはや逃にげられなくなった俺は、そこで一回思いっきり大きく深呼吸をしたあと、顔がだんだん熱くなっていくのを感じながら口を開いた。

「その、えっと……さ、小夜子にだって可愛いところ、いっぱいあるんだからな？」

　は、恥ずかしい！　なに言ってんだ俺！　超恥ずかしいぞッ！　バカヤロウ！

「お、俺は、そういうところを小夜子には大切にしてもらいたいって言うか、きっと小夜子は気づいてないだろうけど……お、おまえ、今でも充じゆう分ぶん……そ、その、か、かわ……うぃ……」

　うおぉ、なんか最後のところチャラ男みたいになってる！　恥ずかしいッ！

「と、とにかく、小夜子はもうこのままでも充分完結してるんだよ！」

　恥ずかしさのあまり顔中真っ赤っかにしながら、俺は今までの発言すべてを搔かき消けす勢いでなにかわけのわからないことを口走った。

　すると小さ夜よ子こは、そんな俺おれをからかうようにしてニヤリと笑いながら顔を覗のぞき込こんでくる。

「修しゆう一いちくん、なんかすごく恥はずかしいこと言ってるよ？」

　くぅ～ッ！　ますます恥ずかしくなってきたぜ……穴があったら入りたい。

「……なんという恥ずかしいセリフを……俺は……うっ……うぅ……」

「……うん、でもよかった。ちゃんと私のこと、見てくれてたんだ」

　俺が頭を抱かかえてひとり猛もう烈れつに悶もだえる横で、小夜子はこちらにカメラのレンズを向け、それから、ぽつりとつぶやいた。

「修一くん、私ね、本当はもう見つけてたんだよ……写真に残しておきたい、大切なもの……」

　瞬しゆん間かん、強い風が吹き、小夜子の言葉が搔かき消けされた。

「ん？」

　聞き返す。しかし小夜子は「うぅん」と嬉うれしそうに首を振ふり、俺の腕うでを摑つかんで走り出した。

「ねえ、早く行こうよ。と言うかやっぱりバスで向かったほうが早かったと思うんだよね！」

　そう言ってはしゃぎながら俺の腕を引っ張る小夜子の手は冷たく、けれどもやわらかで、どこかなつかしい感じがした。思えばいつも小夜子は俺の後ろをついてきた。だからこうして、小夜子が俺を引っ張っていくのはこれが初めてのことかもしれない。そしてそのとき俺は、俺の腕を摑む小夜子の手を見て、思ったのだ。

　こんなふうに触さわられても自分がだいじょうぶでいられるのは、やっぱり小夜子だけなのだと──。

「まあいいじゃないか、こういうのは目的地に行くまでも楽しいって言うだろ」

「だけどまだまだ植物園まで遠そうだよ！　疲つかれちゃうよぉ！」

「歩け、足あし腰こしを鍛きたえろ」

「じゃあ修一くん、帰りはまたおんぶしてね」

「歩け、足腰を鍛えろ」

「うぅー！　無視したぁー！」

　そうして俺たちはなんだかんだ言い合いながら、爽さわやかな五月の風の中を切るようにして、ふたりで植物園まで駆かけていった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊





ヘルカ＞　新しい家からだよ！






　それから数日後の夜。俺が部屋でまったりと写真の整理をしていると、久しぶりにヘルカからチャットが飛んできた。どうやらヘルカはもうすでに日本での生活を始めているらしい。





シュウ＞　久しぶりの日本の空気はどうだ？

ヘルカ＞　良い！　やっぱりぼく日本が好き！

ヘルカ＞　早くシュウくんに会いたい！

シュウ＞　そういえば俺おれの地元の近くなんだっけ？

ヘルカ＞　そうだよー、もしかしたらシュウくんとお隣となりさんかも！






　俺はまさかと思って部屋のカーテンを開ける。

　しかし隣の家の電気は消えていた。

「まぁ、そりゃないわな」

　俺は座席に戻もどり、キーボードを叩たたいてメッセージを送る。





シュウ＞　お隣さんはお留守のようです

ヘルカ＞　じゃあぼくじゃないねえ

ヘルカ＞　お隣さんだったらよかったのにね

シュウ＞　まぁ、そうだな

ヘルカ＞　ねえ、ところでシュウくん、知ってる？

シュウ＞　なにが？

ヘルカ＞　いま、シュウくんの名前がネットで話題になってるんだよ！

シュウ＞　えっ、俺おれなんかしたっけ……

シュウ＞　飲酒自じ慢まんとか、犯罪予告とかした覚えないんだが……

シュウ＞　えっ、やだ、こわい……

ヘルカ＞　シュウくん、ネガティブじゃないよ、ポジティブだよ！

シュウ＞　……ポジティブ？






　と、そこで鞄かばんの中に入れっぱなしだった携けい帯たい電話が籠こもった着信音を響ひびかせた。

　俺はヘルカに《電話きた》とメッセージを飛ばして、携帯の通話ボタンを押おした。

「もしもし」

『おう、向むか井いか』

　超低音バスボイスが鼓こ膜まくを揺ゆらす。電話の相手は外国人風イケメンの小こ平だいら拓たく海みだった。

「なんだ小平か、相変わらず外国人モデルなみに彫ほりが深いな。電話越しでもわかるぞ」

『マジか、国こく籍せき変えたほうがいいか』

「だいじょうぶ、なにかあったら俺が守ってやる」

『ブラザー』

　小平のため息混じりの熱い吐と息いきが電話越しに耳を湿しめらせた気がした。

　俺おれはすこし携けい帯たいを耳から遠ざけ、時計を見ながら尋たずねる。

「それよりなんだよ、こんな時間に電話なんて。俺はおまえの恋人じゃないんだが」

　時刻はもうすぐ十時をまわろうとしているところだった。

　するとこちらの質問に、小こ平だいらは思い出したようにして口を開く。

『向むか井い、おまえ今ネット繫つなげられるか？』

　俺は携帯電話を片手に、マウスで検けん索さくサイトを開く。

「おう、準備ＯＫだぜ」

『そしたら向井、自分の名前で検索してみろ』

「はぁ？　なんで俺がそんな、ネットを手にした中学生が一度はやっちゃう恥はずかしい行動ベストテン、に入るようなことをわざわざやらないといけないんだよ。もうそんなこと人生で十回やったらじゅうぶ──」

『いいから、黙だまって検索してみろって！』

　あまりにも強く圧おされるので、俺は不ふ承しよう不ぶ承しように自分の名前を検索バーに入力すると、勢いよくエンターキーを弾はじいた。

『どうだ、出たか？』

　そして、検索結果を見て息を吞のんだ。

「お、おう……なにがどうなってんだこりゃ」

　今まで十回ほど自分の名前を検索したことはあったが、結果はいつも数十件しかなかった。

　しかし小平に言われて検索してみると、驚おどろくことに俺の名前の検索結果は今までの数倍、いや数百倍にまで急きゆう上じよう昇しようしていた。しかもしっかりと〝向井修しゆう一いち〟で名前が繫がっている。〝向井〟や〝修一〟という断片的なものではなく、俺のフルネームがずらりと検索結果で太字になっている。

　それを見た俺は一いつ瞬しゆんにして目を閉じ、自分が夢遊病かなんかで無意識のうちにネットの掲示板でくだらない犯罪予告をしたのだとか、実は二重人格でそのもうひとりの自分がとうとう取り返しのつかない犯罪を起こしてしまったのだとかいう、もしそれが本当だったら冗じよう談だんじゃ済まされないタチの悪い憶おく測そくをバンバンと繰くり広ひろげていったが、しかし先ほどのヘルカの言葉を思い返し、ゆっくりと目を開けてみた。ネガティブじゃなくて、ポジティブというやつだ。

　そして恐おそる恐おそる文章の断片を確認していく。向井修一という太字の名前の周りには天才高校生カメラマンだの、美み甘かも優ゆう奈なだの、カメコの鑑かがみだの、身に覚えのないような様々な言葉が踊おどっていた。

「小平なんだよこれ俺こわいよ小平助けてよ小平」

『落ち着いてよく見てみろって、そんなに恐れることはねえはずだ』

　俺は心臓をバクバク言わせながら、今度はじっくりと検索結果に目を向けた。するとそこには【とある高校のホームページの写真が可愛すぎて話題】だの【生徒制作のポスターがプロ並み以上な件】などというタイトルのネット掲示板のスレや、他にもアイドル、モデルのファンブログなんかにも俺おれの名前と、そして決まって、美み甘かも優ゆう奈なの名前がセットで掲けい載さいされていた。

『どうだ、今おまえはネットの一部でかなりの有名人になってるぞ』

「な、なんでこんなことになってんだよ……」

『そりゃ、おまえの美甘優奈を撮とる腕うでが確かだったからに決まっているだろ』

「そんなことを言われても……どうしてここまで」

　戸と惑まどいを隠かくしきれない俺の質問に、小こ平だいらは事がここまで大きく騒さわがれることになった経けい緯いを説明してくれた。その小平の話によれば、実は最初からネットのごく一部で、美甘優奈がとある学校のポスターのモデルになるという情報がどこかから漏もれていたらしく、それで一部の美甘ファンなどの間で話題にはなっていたらしい。

　しかし、それだけだったらここまで話題にはならなかったと小平は話す。

「じゃあ、どうしてこんなに大きくなってんだ」

　相変わらず怖こわ々ごわとしながら俺が訊きくと、小平はもう一度、強くはっきりと言った。

『それは、おまえの腕がプロ並み以上だったからだ』

　撮さつ影えいを終え、俺たちが写真を提出した三日後、学校側がさっそくその写真をホームページに載のせた。すると最初こそ話題にしたのは美甘ファンだけだったものの、いったいどこからなのか、学校のホームページに可愛い子が載っているという噂うわさがネット上で広がっていき、それは三日も経たずに来場者数をうなぎ登りに跳はね上あげさせていったという。たかが名の知れぬ学校の紹介写真のはずが、見ればそれは美甘優奈の貴重な制服姿の写真の宝庫だという見解で噂はどんどんネット上に広がっていき、果ては一時、学校のホームページがサーバーダウンしたほど来場者が殺さつ到とうしたらしい。

　そして話はいよいよ、『美甘優奈をここまで最高に可愛く撮ったカメラマンは誰だれだ』というところにまで及び、そのカメラマンが実は普ふ通つうの高校生であったということが特定され知しれ渡わたると、またしてもネット上で盛り上がったという。それからなぜか向むか井い修しゆう一いちという生徒に対して様々な議論が沸き上がり、その話は最終的に『人気モデルの自然な可愛さをここまで引き出せるプロカメラマンはいない。向井修一、恐おそるべし！』という結論でまとまり、将来有望なグラビアカメラマンとして俺はその名を覚えられることとなった。

　そして追い打ちをかけるようにしてポスターコンテストの入賞である。そのことを小平から聞いた俺は、さっそくポスターコンテストを主しゆ催さいしている団体のホームページを見てみた。するとたしかに自分の作った美甘のポスターがサイトのトップページに堂どう々どうと載せられ、最優秀賞を受賞していた。思わず五回見直した。確かに受賞していた。

　こうして学校のポスターとは思えないほど美甘優奈ファンにはたまらないポスターを作ってしまったため、美甘のみならず向井修一の名前までもが有名になってしまい、俺は美少女の可愛さを極限にまで引き出すことができる天才高校生カメラマンとして、大好評絶賛ネット上で名を馳はせ中ということらしい。ここまで俺おれの名前が一人歩きしている状態だ。

『俺はおまえが誇ほこらしいよ。本当に親友でよかったと思う。だから今度、この前の撮さつ影えいのオフショットくれ、もちろん撮とってあるよな？　それじゃ、楽しみにしてるぜ、ブラザー！』

　小こ平だいらは好き勝手にそう言い残すと、こちらの返事も待たずに通話を切った。

　そのあと俺はもうすこしだけ検けん索さく結果をいろいろと眺ながめ、小平の話が事実だということを確認すると、座席に背を預けしばらく放心状態になってから、ぶるぶるっと身み震ぶるいをした。

　なんと言うか、まぁ……心境は複雑である。





シュウ＞　ヘルカ、俺いつの間にか天才高校生カメラマンになってた

ヘルカ＞　うん！　シュウくんすごいよ！

シュウ＞　なんかあんま嬉うれしくねえんだけど

ヘルカ＞　でも、ぼくもポスター見たけどすっごく素敵だったよ！

シュウ＞　んむ……喜ぶべきか否か

ヘルカ＞　新たな才能を喜ぼう！

シュウ＞　ヘルカ、わざとか？

ヘルカ＞　あはは、ごめんごめん。でも、シュウくんの腕うではやっぱり本物だと思ったよ！

シュウ＞　複雑だよ、まったくもって






　それから俺はすっかり落ち込んでしまい、早々にヘルカとのチャットを切り上げるとＰＣの電源を落とした。自分の望んでいない方向で褒ほめられてもやはり素直には喜べない。それがネット上にまで広がっているとなるとなおさらだ。これが動物カメラマン方面のことだったら良かったのだが現実は違ちがう。たとえ目の肥こえたネット住民に〝美少女の可愛さを極限にまで引き出す腕〟なんて褒められたところで、美少女アレルギーの俺にとってはあまり喜べたものではない。むしろこのまま名前だけが一人で歩いて行ってしまったらどうしようなんてとも思う。だって俺はもう美少女を撮る気なんてないのだし、少し話に出てきている向むか井い修しゆう一いちの次回作なんてものも端はなから存在しない。自分のことを買いかぶりすぎかもしれないが、だけどこうなってしまった以上、そういうことも少しは考えてしまう。一番いいのは、このまま話題が自然とネット上からフェードアウトしていってくれることだ。

　俺はそれを切に願う。

「……寝ねるか」

　ベッドに腰こしを下ろしそのまま横になると、蛍けい光こう灯とうのスイッチの紐ひもを引っ張って電気を消した。

　部屋が真っ暗になり、あまり嬉しくない現実がようやく、ゆっくりと頭に溶け込んできた。

　そして、俺の名前とセットで語られていた人物に思考が傾かたむく。

　このネット上の騒さわぎのこと、美み甘かもは知っているのだろうか。仮にもし知っていたとして、そのことについてどう思っているのだろうか。……まぁ、美み甘かものことだ。どうせどんどん有名になっていることを喜んでいるか、当然よ、と言った態度でオホホホと喜んでいるかのどちらかだろう。

　どちらにせよ俺おれは無事に学校の知名度を上げ、そしてとうとう、今度こそ、美甘を満足させる条件を〝最優秀賞受賞〟というこれ以上ないくらい最高の形でクリアしてみせたのだ。ここまで来ればもう、さすがに彼女も詭き弁べんは言えまい。

　これでようやく俺の努力は認められ、『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の廃はい部ぶについても当分は免めん除じよ、小さ夜よ子こもいつも通りに戻もどり、そして最後に満足した美甘からメモリーカードを返してもらってこの話はおしまい。

「やっとハッピーエンドに辿たどり着つけたんだな……」

　あの最高の一枚から始まってしまった、たくさんの不運な出来事を思い返しながら、俺はゆっくりと幸福感を纏まとった深いまどろみに吸い込まれていった。




　古こ場ば先生からコンテスト入賞の簡単な賞状を受け取ったその日の放課後、俺はまたしても、例のあの〝偽にせラブレター〟によって美甘に呼び出されていた。

　もちろん俺はまた、まんまと騙だまされ、まるでこの前の行動を録画した様子をもう一度再生しているかのように、なに一つ狂くるいない動きで以前とまったく同じ行動を取ってしまったのだが、しかしそんな俺をバカと言わないでほしい。ただ純じゆん粋すいすぎただけなのだ。純粋さゆえの過ちなのだ。だからバカではない。もう一度言う、俺はバカではない。

　手紙に書かれていた場所は、以前美甘に連れて来られたことのある、学校敷しき地ち内ないの端はしに位置する寂さびれたプールの裏側だった。正直ここにはあまりいい思い出がないのだが、しかしふたりだけの秘密の話をするには、やはり生徒の寄りつかないここがベストなのだろう。

　そんなことを考えながら、約束の場所へと向かう。

　遠くに美甘の姿が見え、俺はそこで立ち止まり、声をかけた。

「よう、待たせたな！」

　声に気がつき、美甘が顔を上げる。くっきりとした二ふた重え瞼まぶたの大きな瞳ひとみが俺を捉とらえた。

「…………」

　しかし、こちらを見み据すえたまま一言も話そうとはしない。

　それからしばらくこちらもなにも言わないで待っていると、ようやく我が慢まんできないといった様子で美甘が苛いら立だたしげに口を開いた。

「ちょっと、なんでそこで立ち止まったままなのよ！」

　言われて、見る。ふたりの距きよ離りは五メートルほど離はなれていた。

　無論、わざとである。この距離が俺にとって安あん全ぜん圏けんなのである。

「このまま話をしよう！」

「そんなことできるわけないでしょ！」

　手でメガホンを作り大きく叫ぶ美み甘かもに、俺おれはそれでも食い下がろうと思ったのだが、そのとき彼女がポケットからなにかを取り出す動きを見せ、それを落とし、そして思いっきり足で踏ふみつぶすジェスチャーを見せたため、俺はすぐに距きよ離りを縮めた。なんて恐おそろしい動きだ。これは最後の最後まで油断はできない。

「遅おそいわよ」

「へっくし……悪い悪い」

　ムスッとしながら腕うでを組み、美甘は不ふ機き嫌げんそうな顔で言った。それにしても相変わらず、その膨ふくれっ面つらで怒おこる顔も目を背そむけたくなるほど可愛い。嗚あ呼あ、俺は数日間、こんな美少女と時を共にしてきたのか。ほんと、よく生きていられたと思う。

　俺はそんな逆境を生き延びた自分を褒ほめ称たたえつつ、喜びと感動に満ちたくしゃみを息もつかせぬ早さで五回炸さく裂れつさせてから、まずは気になっていることを尋たずねてみた。

「ねこちゃん、元気か」

　あの撮さつ影えいの日、俺たちが助けたねこちゃんはそれからの数日を学校近くの動物病院で過ごしたあと、美甘の言っていた通り、無事に彼女の家に引き取られていった。とりあえずは美甘家で面めん倒どうを見てもらって、その間に俺は責任を持って里親さがしをするという約束をした。しかし里親はなかなか見つからず、そしてここ最近になって美甘はねこちゃんをそのまま自分の家で引き取ると言い出した。

　それではあまりにも都合が良すぎる、いくらなんでもそこまで迷めい惑わくはかけられない……そう言って俺は里親をさがすと言い張ったのだが、美甘はもう情が移ってしまい、今さら手放すことはできないと言って里親を拒きよ否ひした。

「元気よ、まだ走り方はちょっと危なっかしいけど、先せん住じゆう猫ねこにも可愛がられてる」

　言いながら、美甘はうっとりとした表情を見せた。

　それを見て俺も安心すると同時に、元気に走り回るねこちゃんを想像し、同じようにうっとりしながら、しかしアレルギー反応も起こしつつ、そして美甘家に先住猫がいたことに驚おどろいたりと、なんとも忙せわしなく感情を二転三転させていく。

　美甘優ゆう奈な……彼女もまた、俺と同じねこちゃん好きだったとは。

「そうか……いろいろ迷惑かけて悪かったな。ねこちゃんのこと、よろしく頼たのむ」

　そしてようやく彼女とも打ち解けられそうな雰ふん囲い気きにもなったところで、俺はこのまま穏おだやかな気持ちで最後を迎えるため、ゆっくりと本題を切り出してみる。

「それで、話ってなんだ」

　今さらそのセリフは自分でも回りくどいとは思った。しかし、場の流れというものを無視してはいけない。俺は自分がここに呼び出された理由がはっきりとわかっていながらも、それでもがっつくことなく、ちゃんとした手順を踏ふむため、あえて美甘にここへ俺を呼び出した理由をたずねた。

　すると美み甘かもは黙だまってポケットに手を突つっ込こみ、そしてそこからゆっくりとある物を取り出すと、それを顔の高さまで掲げて言った。

「もちろんこれのことで呼んだのよ、わかってるくせに」

　美甘の手にあった物。それは俺おれと美甘の奇き妙みような関係を作らせた元げん凶きようであり、すべての始まり、最高で最悪な一枚の写真が入っている──そう、あのメモリーカードだ。

「よかった……」

　俺は久しぶりにその姿を確認するとホッと胸をなで下ろし、それと同時に、ようやくこの長い長い美甘との関係に終しゆう止し符ふが打たれるのだと、これで自分の夢に向かって真っ直ぐに進めるのだと安あん堵どし、思わず泣きそうになった。

　嗚あ呼あ、本当に長かった。長かったけれど、これで終わりなのだ。

「約束、ちゃんと守ってくれていたんだな」

　そう言って、俺は身も心も清らかな気持ちで美甘に手を伸ばす。

「さあ、約束通り、そいつを返してくれ」

　そして俺がアレルギーを堪こらえて、まるで仏様のような安らかな笑みを浮うかべて美甘に近づこうとしたそのとき、

「私、いろいろと考えたのよね」

　と、美甘は出だし抜ぬけにそうつぶやいて、メモリーカードを自分の胸に抱だきしめた。

「ほんと、いろいろと考えたの」

「……美甘？」

　もう、なんと言うか、その時点で嫌いやな予感しかしなかった。

　だがここで弱気になってはいけないと、くじけてはいけないと、俺はくしゃみが飛び出そうなのを我が慢まんして、遮しや二に無む二に美甘へ近づく。

「美甘、いろいろ考えたのはわかった。俺もいろいろと考えたからな。まあ話は聞く、聞くよ。だからとりあえず、そのメモリーカードをこっちに渡わたしてくれないだろうか」

　しかし美甘は胸に抱いたメモリーカードに目を落とし、俺の言葉なんてまるで聞こえていないかのように言葉を続ける。

「わかってるのよ、ちゃんと約束したもの。私が満足する写真を撮とったら、メモリーカードは返してあげるって。だけどよく考えたら、それってすこしおかしな話だと思わない？」

　そこに、先ほどまでの和なごやかな空気はすでに存在していなかった。

「美甘、なにを言っているんだ。とりあえずメモリーカードを──」

「だって被ひ害がい者しやは私なのよ。盗とう撮さつされたのは私なの。あなたが消さないでくれって必死にお願いするからとりあえずデータは消さないでおいてあげたのだけど、だけど冷静に考えてみると、そもそも自分の盗撮されたデータをせっかく手に入れたのに、それをまたわざわざ返す、返さないって話はどこかおかしいとは思わない？　だって返したらなにされるのかわからないのよ。ネットに流出されるかもしれないし、闇やみ市場で裏取引されるかもしれない。そんなリスクがあるというのに、たかがポスター写真を可愛く撮とったから返すっていうのは、ちょっと私も人が良すぎたと思うのよね。と言うか、常識的にありえないと思うの。だからここは私も鬼おにになって、いっそのことメモリーカードを壊こわしてしまえばいいって考えた。そうすれば全てが簡単に解決すると思うの。最初からそうすればよかったって話よね。だけどそれじゃああまりにもあなたがかわいそうに思えたし、それに私にもどこか期待させちゃった部分があるから、やっぱり壊すことは思いとどまったわ。でもそうなるとどうすればいいのってことになるでしょ。それで結局、メモリーカードのことは保留って形になってしまう。それじゃあダメよね。振ふり出だしに戻もどっちゃうから。そこで私は考えたの、いろいろと考えたの。自分の盗撮写真を、それを撮った盗とう撮さつ魔まに返すという普ふ通つうはありえないようなおかしな話を成立させるにはどうすればいいのか。ご飯を食べているときも、お風ふ呂ろに入っているときも、そしてベッドに入ってからも、私は考えて、考えて、ずっと考えて、それでさっき、ようやくその結論が出たの。答えは実に簡単だったわ。つまり、盗撮写真を返へん還かんするリスクに相応した仕事をしてもらえばいいのよ。だけどまたここで、その相応するような仕事の条件について問題が出てくるでしょ。だって盗撮写真だもの。最初からリスクが高すぎるわよね。でもそれはすぐに解消されたから安心して、そしてその私の考えたそれ相応の仕事の条件とは、誰だれにでもできるというわけじゃなくて、そう、向むか井い修しゆう一いち、あなたにしかできないことなの。運がいいわね、あなた」

「み、美み甘かもちょっと俺おれの話も聞いてく──」

「それで私は今からその盗撮写真返還に相応するような仕事の条件を言うのだけど、もちろんあなたはメモリーカードが欲しいから断ることができないということだけは最初に言っておくわね。仮にもし仕事の内容を聞いてメモリーカードを諦あきらめようとしても、それでもあなたは逃にげることはできないわ。なぜなら私にはそのメモリーカードを警察に持って行くという手段だってあるんだもの。いくらあなたが諦めようとしても、人生を諦めることは不可能でしょ。だからあなたはメモリーカードを返してもらうために頑がん張ばるしかない。ちょっと酷こくかなとも思ったのだけど、一応あなたは盗撮という犯罪を犯したわけで、警察に捕つかまって太陽の届かない冷たい牢ろう獄ごくに入るよりかはマシでしょ。それにあなたのカメラマンとしての腕うで前まえは私もちゃんと認めているのよ。今回の写真だって、本当にどれも可愛く撮れてて感動してしまったほどだもの。正直、今まで出会ってきたどのカメラマンよりも私の可愛さを写し出せてた。そしてそんなあなたの才能を生かす場を与えてあげるというのだから、本当に素晴らしいことだと思うわ。これこそウィンウィンな関係だと思うの。あのメモリーカードにはあなたの夢が詰つまっているのよね。だったらその夢を叶かなえるために、まずは私の夢を叶えてほしいと思う。それがメモリーカードを返す条件よ」

　美甘はそこまで一気に話すと、俺の言葉を待った。

　もはや先ほどの長ったらしい説明の中に含ふくまれていた言葉通り、俺おれはこのあと美み甘かもの口から出される仕事とやらが、どのような内容であろうと拒きよ否ひすることも逃にげ出だすこともできない。そのような真似をしたら暗い人生を歩まなければいけなくなるからだ。

　そして俺は自分の夢が詰つまったメモリーカードを返してもらうため、おそらくは奴ど隷れいのようにほぼ強制的に頑がん張ばって働かせられるのだろう。今さら編集ソフトで美甘の姿を消せる、なんて話したところで、彼女が作り上げたこの完かん璧ぺきすぎる不条理な筋書きの前には無意味だ。

　それに美甘にはねこちゃんの恩おん義ぎもある。俺に逆らえる選せん択たく肢しなど端はなから存在しない。

　どうやら向むか井い修しゆう一いちというひとりの男は、運命という魔ま物ものに雁がん字じ搦がらめにされてしまったらしい。

「……で、具体的に俺はどうすればいいのだ」

　ようやく自分に与えられた発言権に従い俺が美甘に問いかけると、美甘はあれだけ長くしゃべったあとだというのに顔色ひとつ変えず、平然と、そして目が眩くらむほどの最高に可愛い笑顔でもって、俺にこう言ったのだ。

「向井修一、あなた、今日から私の専属カメラマンになりなさい」

　そこで俺はようやく悟さとった。この世に神などいないということを。

「世界一の美少女モデルになるっていう私の夢を叶かなえるのよ」

　そして俺の逆境は、ここから始まるのだということを。

「とりあえずまずは撮さつ影えい会かいからね。あとはそうね、せっかく学校でも一いつ緒しよにいられるわけだから個人的なアルバムやブログに載のせるプライベートな私を撮とってもらおうかしら。女子高生の可愛い美み甘かも優ゆう奈なは今だけだからしっかり残しておかないといけないわ。それに、ネットでももっと有名にならなくちゃ。あっ、でも盗とう撮さつはダメよ。したらメモリーカードは粉々だからね」
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「優奈ちゃ～ん、向むか井いさぁ～ん！」

　そのとき、これからますます飛ひ躍やくする未来の自分を思おもい描えがいて張り切る美甘の背後で、これまた大きな大きな特大ましゅまろをゆっさゆっさと揺ゆらしながらこちらに走ってくる美少女の姿が見えた。

「なあ、美甘……」

　俺おれはそんな、こちらへと迫せまり来くる特大ましゅまろから美甘へと視線を移し、そして真実について恐おそる恐おそる尋たずねてみる。

「おまえ、最初から返してくれる気……なかったな？」

　すると美甘は、これまたとびっきり可愛くいたずらな顔をして、にっこりと笑ってみせた。

「一いつ緒しよに夢を叶えていきましょうね、向井修しゆう一いちくん」

　そうして俺は、全身にこれ以上ないというほど大量の鳥とり肌はだを立たせては、そんな殺人的に可愛い彼女の微ほほ笑えみを見て、やっぱり最後にこう思うのだ。




　この世界には美少女が溢あふれすぎている──と。










あとがき




　二○一一年、一一月二日、午後六時──奇き跡せきが起こった。

　電撃文庫編集部から、電話がかかってきたのだ。

　はじめ私は、それが知らない番号からだったため、電話に出ることを躊躇ためらっていた。

　しかし呼び出し音が切れるか切れないかの瀬せ戸と際ぎわで、私はふと、携けい帯たい電話を手に取っていた。

　もしもあのとき電話に出ていなかったらと思うと、今でも当時と同じくらい、ヒヤヒヤする。

　それからも私は担当さまからのメールを一週間放置したり、電話ではいつもテンパっていたり、メールの返信内容に数時間悩んでいつも遅おそくなったりと、本当に、ここには書ききれないほどの大失態の連続の末、辛かろうじて今に至るのである（本当にすいませんでした）。

　私はわかった。人生とは、ヒヤヒヤの連続である。そして私はポンコツである。




　みなさま初めまして、芦あし屋や六ろく月つきと申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、本作について色々とお話をしたいのですが、右の【芦屋六月ポンコツ悲話】のせいでスペースがなくなってしまいました。どうしたらいいのでしょうか。とにかく、本作は『美少女が目の前にいるのに近づけない、なんとも心苦しい立場に立たされている思春期真っ盛りの主人公・向むか井い修しゆう一いちが繰くり広ひろげる甘く切ない生殺し系ラブコメ』と、真面目な話なのです。




　それでは最後に、この場を借りて謝辞を述べさせていただきたいと思います。

　担当編集の黒崎さま。お声をかけてくださり、そして辛しん抱ぼう強づよくご指導してくださり、本当にありがとうございます。おかげさまで、骨組みしかなかった物語にしっかりと肉が付き、なんとか形にすることができました。今後とも、どうかよろしくお願いいたします。

　イラストを描かいていただいているユキヲさま。以前からユキヲさまのことは存じておりました。まさかユキヲさまにイラストを描いていただけるとは……震ふるえが止まりません。

　それから、この本の制作・販売に関わるすべての方々。みなさまの協力で出版まで到とう達たつしました。

　そして、ここまでお読みになってくださった読者のみなさま。今あなたが最後まで読んでくださったことで、この作品はようやく作品として成り立つことができました。

　真心を込めて、最大限の感謝を──。





芦屋六月
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芦あし屋や六ろく月つき

神奈川県在住。近場に多くの観光スポットがあるにもかかわらず、必要がない限り家からまったく出ようとしないおうち大好き人間。外出中でも五時の鐘が鳴ると不安で胸がいっぱいになりすぐおうちに帰りたがる。家では主に目と口を開けたまま床に転がってます。
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イラスト／ユキヲ

どうもこんにちはユキヲです。最近家から一歩も出ない日が続いているので旅行に行きたいです。京都とかいいですね。
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美び少しよう女じよが多おおすぎて生いきていけない








芦あし屋や六ろく月つき
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